

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　　イラスト／焦茶








　Contents







プロローグ

第１話　チョータ、シャグと同居する。

第２話　チョータとシャグ、妖怪退治する。

第３話　チョータとシャグ、琉々葉様と遭遇する。

第４話　チョータとシャグ、半妖に騙される。

第５話　チョータとシャグ、祈禱師と会談する。

第６話　和香様、シャグの正体を暴く。

エピローグ






[image: ]




　昔のことで憶おぼえているのは、そのときのことだけだ。




「あなたは下へ行きなさい」




　あの方はそう命じた。

　私に大切な使命を与えてくださった。




「降くだって、見届けるのです。全すべてを」




　私はあの方に頭を下げ、すぐに命令に従った。

　なのに──そう、裏切りがあったのだ。

　そのせいで私も使命を果たすことができなかった。

　悔くやしかった。

　私のせいではないのに。

　あの男が裏切ったせいなのに。




　──否、違っただろうか。

　裏切ったのは本当にあの男だっただろうか。

　裏切らせたのは、私ではなかっただろうか。

　思い出せない。

　記憶が乱れている。

　でも、確かなことは──私は使命を果たせなかった。




　申し訳ありません。

　今度こそは──此こ度たびの神しん話わ再さい演えんこそは、果たしてみせます。

　だからどうか、ご照しよう覧らんくださいませ。




「天あま照てらす大おお御み神かみ様さま……」




　私は、あの方の名を口にする。

　何度でも、何度でも──。
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　僕は妖よう怪かいに追われていた。

　そんなことを言うと正しよう気きを疑われそうだが、事実なのだから仕方ない。

　全長一メートルを超える大おお蜘ぐ蛛もが、道を我が物顔で歩きながら僕を追ってくるのだ。




　ここ数日、どうもおかしかった。

　日本全国で大火災や地震や落雷が頻ひん発ぱつし、行方ゆくえ不ふ明めい者しやが多出している。それに、犯人がまったく目撃されない犯罪事件も大量発生しているらしい。

　特に、この葉は倉くら市しでは、被害が甚じん大だいだ。

　昨日など、クトゥルフ神話みたいな巨大な触手の塊かたまりが街を闊かつ歩ぽしていたという噂うわさもあり、一説ではそいつがここ連日の異変を生み出したなんて囁ささやかれている。

　でも、大半の人はそんな大事だとは思っていない。

　たしかに葉倉市は、神的なものというか、妖怪的なものというか、いわゆる霊の集まりやすい場所、と言われる。

　けど、ほとんどの人はそういう『目に見えないもの』は見えないのだし、異常事態の多発は偶然と考えたほうが納得できる。

　触手の化け物を見たと騒いでいる人だってごく少数だ。

　だから、おかしいことなんてないとみんな思って、今日も日常を過ごしていた。

　学校は普通にあったし、クラスメイトも変わりなかった。




　ただ、僕は違った。

　僕は『見える』のだ。『目に見えないもの』が。少しだけだけど。

　葉倉という土地柄のせいだろうか、そういうものは案外そこら中にいる。

　中には人間に混じって普通に生活している奴やつもいる。

　だから、僕は昔から、そういうものなんだと思って生きてきた。

　この世界には、普通は目に見えない存在がたくさんいて、ごく当たり前に人と共存しているのだと。

　そのバランスが、ここ数日で崩れてしまった。

　世界が、おかしくなってしまったのだ。




「はっ……はっ」

　息を荒らげながら、建物の塀へいに隠れる。

　すぐ近くから、カサカサと音がする。あんなにでかいくせに、足音は猫より小さい。それがまた不気味だった。

「どこだ～にく～」

　野太いおっさんの声が聞こえる。もちろん近くにお腹なかをすかせたおっさんがいるのではなく蜘蛛の声だ。蜘蛛は喋しやべらないと思うけど、妖怪なのでなんでもありだ。

　ちなみに肉というのは僕のことだ。

　あの蜘蛛、遭そう遇ぐうしてからかれこれ三十分、ずっと僕を食料として狙ねらっているのだ。

　蜘蛛なんだから、害虫を食べるお仕事をしていただきたい。

　それともあれか、人間は地球の環境を破壊する害虫だとか、そういう鬼き太た郎ろう第四シリーズ的な妖怪なのか。

　そんなふうに若じやつ干かん現実逃避しつつ息を潜ひそめていると「にく～」の声がだんだん遠ざかっていった。どうやら鼻はあまり利きかないらしい。

　小さな足音も、聞こえなくなった。

「…………ふぅ」

　僕はようやく安あん堵どの息をつく。

　その直後。




　僕の真横の塀が音を立ててぶっ飛んだ。




「うわああああ！」

　にゅうっと、蜘蛛の脚あしが突き出る。この細い脚でよくブロックを破壊できたな。

　いや、そんなことより逃げなくちゃ。

　僕は慌あわてて走り出す。が、崩れたブロックにつまずいて、転んでしまう。

「いたぞ～にく～」

「うわあああああああ！」

　恥はじも外がい聞ぶんもない。僕は悲鳴をあげながら後あと退ずさる。起き上がりたいが、腰が抜けて立ち上がれない。

　なにしろ、まともに見てしまった。

　あまりにも恐ろしいその妖怪の姿を。

　びっしりと剛毛が生えた巨体。対照的に細い八本の脚。その先端には鋭い鉤かぎ爪づめが付いている。

　頭部だけはなぜかちょっと人の顔に近くて、それがまた不ぶ気き味みだ。

　その顔の真ん中にある口が、ぐぁばと開いて、黄色い乱らん杭ぐい歯ばと赤黒い舌が迫る。よだれがだらだらとアスファルトに垂れ、ひどい口臭と、血の臭いが鼻に刺さる。

「いただきまぁす」

「ひっ──」

　恐怖はあったけど、僕は半なかば諦あきらめていた。

　できれば痛い時間が短ければいいなぁ、なんて思っていた。

　だから、目の前に迫る化け物の姿を直視していたし、




「土蜘蛛かぁ。不ま味ずそうだけど、まあ仕方ないわね」




　そんな声が聞こえた直後、化け物が真っ二つに切り裂かれる様も目にしていた。





　　　　※






　ばすん！　というその音は、斬きるというよりは引き裂くとでもいったほうが正確だったかもしれない。

「な、が、ああああ～!?」

　大蜘蛛が間抜けな声をあげながら倒れていく。右と左に分ぶん割かつされて。

　切断面からは大量の血が噴ふき上あがり、僕にもびちゃびちゃと降り注ぐ。蜘蛛のくせに血は赤い。

　最悪な状況だが、それより僕は、真っ二つになった大蜘蛛の向こう側にいる存在に目を奪われていた。

　それは、女の子の姿をしていた。

　艶つやめいた黒髪。ぎらりと光る両眼。たった今、蜘蛛を引き裂いた血まみれの腕。

　恐ろしい。まともじゃない。どう考えてもただの人間ではないだろう。

　にもかかわらず、僕は彼女を──美しいと感じた。

「ザコね……でかいからいいか」

　彼女はなにか呟つぶやくと、尻もちをついて惚ほうけている僕のことは見向きもしないで、大蜘蛛の脚の一本を摑つかむと、ぼぎん！　とそれを折った。

　そして口を開くと、ぼりぼりと食べ始めた。

「えええっ!?」

　脚はあっという間に消える。

　彼女はすぐに二本目を折り、それも食らう。

　三本目、四本目──八本の脚を全部食べ終わると、今度は手しゆ刀とうでばすばすと胴体を分割し、それももりもりと食っていく。

　いやもうどこからツッコめばいいのかわからない。

　この子は胃袋にブラックホールでも飼っているのだろうか。

「ふう」

　そうして五分も経たたないうちに、僕の目の前から蜘蛛の妖怪は姿を消した。

　残ったのは、血まみれの僕と血まみれの女の子と、地面に撒まき散ちらされた血の跡だけだった。陽ひも暮れかけて辺りは赤い。とにかく真っ赤。

　そんな真っ赤な景色の中で、少女がようやく僕の存在に気づいた。

「あら、人ひと草くさがいたのね」

　人草。

　聞いたことのない言葉だが、語感から察するに、人権とか人の命の尊さとかとは程遠いニュアンスの呼び方である。

　少女は僕に歩み寄ると、尻もちをついてひっくり返ったままの僕の上に馬乗りになってきた。はい、僕はいまだに腰が抜けているので抵抗できません。

　少女の顔が間近に迫る。

　虹こう彩さいが赤い。純日本人的な美人さんなのに、不思議な感じだ。

「霊力があるわね。少しだけど……お腹の足しにはなるかしら」

「え？」

　食う気ですか？　妖怪と同じ扱い？

　一いち難なん去ってまた一難。助かったと思ったら助かってなかった。

　少女は赤い目を細め、顔を近づけてきた。れろ、と舌を出して首筋を這はわせる。

　ぴちゃぴちゃぴちゃ、と猫が水を飲んでいるみたいな音。

　えっと、これは……。

　ぴちゃぴちゃぴちゃ。

　ちゅぷちゅぷちゅぷ。

「……ってちょっと待って待って待って！」

　なんかどんどん遠慮がなくなってきて、彼女は唇くちびるも駆く使しして僕の皮ひ膚ふを吸ってくる。しかも襟えりをかき分けて鎖骨のあたりまで舐なめようとしてくる。

　つまり彼女の狙いは僕ではなくて、僕が被かぶった蜘蛛の血だ。

　食われないで済むらしいのはありがたいけど、これはまずい。

「落ち着いて！　ここ住宅街のど真ん中だから！」

「ああもう面倒ね。全部脱いで」

「話聞いて!?」

　少女はやめるどころか、僕のズボンのベルトにまで手を伸ばしてきた。

　赤い目がギラギラと光っていて、ある意味さっきの蜘蛛より危険そうだ。

「ダメだってば！」

　思わず彼女を突き飛ばす。

　すると、巨大蜘蛛を一撃で退治するような彼女が、簡単に離れた。

　それどころか、彼女はそのまま、目をぐるぐるさせて、その場にひっくり返った。

「きゅうううう……」

「え、ごめん！　大丈夫!?」

　慌てて駆け寄る。

　ぐったりとして動かない彼女。

　え、マジで？　これは救急車を呼ぶべきだろうか。

　そう思った僕の耳に、彼女の呟く声が聞こえてきた。

「…………おなか、空すいた」

　そして盛大に鳴り響く腹の虫。

「ええー……」

　さっきの蜘蛛はなんだったのさ。





　　　　※






　そのまま気を失ってしまった謎なぞの少女をおぶって家に連れて帰った。

　なんだか限りなく怪しい少女ではあるけれど一応命の恩人だ。放置していくわけにもいかないだろう。

　最近は夕方になるとみんなあまり外を出歩かなくなるので、血まみれの姿をアパートの住人に見られることはなかった。

　実家は近くの田舎いなかにあって、僕は高校に通うためにこのアパートで一人暮らし。

　なのでまあ、女の子を連れ込んでも問題はない。




　彼女をとりあえず布団ふとんに寝かせてから、僕は風ふ呂ろに入った。

　いくらなんでも血まみれのまま食事の用意をする気にはなれない。

　髪を洗って身体からだを洗えば、蜘蛛妖怪の血は綺き麗れいに流れていった。呪のろいやなんかが残っている様子もない。よかった。

「ねえ」

「ひゃあ！」

　突然風呂場のドアが開いて、少女が顔を出した。

「な、ななななに!?」

「私も身体を洗いたいんだけど」

　うん、そうだよね。君も血まみれだもんね。わかるわかる。

「も、もうちょっとで上がるから、待ってて」

「いいわよ、面倒くさい」

　そう言いながら彼女は着ていたシャツをばさっと脱いだ。なんで！

　驚いたことに彼女はダボっとしたそのシャツ一枚しか身につけていなかった。下着もなしである。そういや靴も履はいていなかった。どういう境遇なんだろう。

　いや、それより問題は今現在の状況だ。

　全裸の女の子が胸もあそこも隠さず堂々と風呂場に入ってくる。

　安いアパートの風呂だ。狭いのですれ違いざまに飛び出すこともできず、僕はごく間近で彼女の身体を観察する羽目になる。

　真っ白な肌。ふんわりとしたお椀わん型がたの胸。ほっそりとした腰。めっちゃ綺麗だ。

　なんだこれ。どうなってんだこれ。

「どうしたの？　ああ、ひょっとして──」

　と、思考がフリーズしていた僕の顔を見て、少女はなんてことない口調で言った。
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「──交こう尾びでもしたくなった？」

　うそです。顔じゃなくてもっと下を見てた。

　見られてた。

「ごっごごごごめん」

「どうして謝るの？　人草なんて猿みたいなものでしょ。メスの身体を見て興奮するのは自然なこと──」

「ご飯の用意してくるねええええ！」

　彼女の整然とした話しぶりに耐えきれず、僕は身体も拭ふかずに風呂場を飛び出した。

　おかしいな。普通これ、女の子のほうがやる動作じゃない？




　食事の用意をしようと思ったけど、食料がカップ麺めんしかなかった。

　そういえば、今日は学校帰りに買い出しに行こうと思ってたんだった。妖怪に襲われたせいですっかり忘れていた。

　仕方がないので、ポットでお湯を用意して待っていると、彼女が風呂から出てきた。ダボっとしたシャツは血まみれだったので、僕のジャージを貸してある。

　自分の服を女の子が身につけている光景というのはなんだか異様にドキドキする。しかも彼女は下着をつけていないので、ジャージのすぐ下は裸なのだ。

「どうしたの？」

「いや、なんでもないよ！」

　いかんいかん、さっきの光景が脳裏に浮かんでしまった。

　僕はそれを頭から追い払いながらカップ麺を三つ彼女に示す。

「まともな食べ物がないんだけど、これでいいかな。食べたい味とかある？」

「これ食べ物？」

　なんと。カップ麺を見たことがないのだろうか。

「うん。これが醬しよう油ゆ味あじ。こっちがカレーでこっちがシーフード」

「うーん。なんだかわからないからこれでいいわ」

　と言うと彼女は一番手近にあった醬油味を手にとってそのまま口に運ぼうとした。

「わー違う違う違う！」

「なによ。やっぱり食べられないんじゃない」

「そうじゃなくて」

　僕は彼女からカップ麺を取り返すと、ビニールを剝はがして蓋ふたを半分開けて、そこにお湯を注ぎ込む。

「こうやって熱湯を注いで三分待つと、食べられる」

「あはははは！　冗談言わないで。そんな便利な食べ物あるわけないじゃない」

　まじか。

　本当にカップ麺を知らないらしい。

　そんなことある？　実は超絶お嬢様とか？

　しかし、お嬢様がシャツ一枚で街をふらついて、蜘蛛妖怪を退治してそれを食ったりはしないだろう。

　……いや、まあ、実はもうわかってるんだけどね。




　この子、人間じゃない。




　なんとなく、そんなふうに『見える』のだ。

　普通の人間でも、まれに霊力みたいなものをまとっている人はいる。

　神社にいる神かん主ぬしさんとか、道端で占いをやっている人の中に、本当にそういう『目に見えないもの』を探ったり操ったりできる人がいるのだ。

　けど、そういう人でも、肉体がちゃんとある。生物なので身体は物質で構成されているのだ。

　けど、この子は違う。

　身体も霊力でできている。

　さっきの蜘蛛妖怪と同じ。

　生物ではない。物質ではない。この世の存在ではない。

「ねえ、もう三分経った？」

　そのこの世ならざる存在の少女は、漂い始めたカップ麺の匂においに、目をキラキラと輝かせながら訊きいてくる。

「まだ。あと二分」

「もう二分経ったかな」

「まだ一秒も経過してないよ！」

　どんだけ腹減ってるんだよ。

「ねえ、君って何者？」

　訊いてみる。

　少女は、目を離すとカップ麺が逃げ出すとでも思っているみたいにじっと見つめながら、事もなげに答えた。




「私は、神よ」





　　　　※






　ずるずるずるずる～！　と自称神様はものすごい勢いでカップ麺をお食べ遊ばされていた。僕はさっきの蜘蛛騒ぎのせいでいまいち食欲がなかったので、それを向かいの席から眺めている。

「美お味いしい！　なにこれ美味しい！」

　合間合間にそう叫びながら、彼女はどんどん麺を口に運んでいく。とんでもない速度だが、まあ驚くまい。あの大蜘蛛だって五分で平たいらげた子なのだ。

　僕は残り二つのカップ麺にお湯を注ぎながら言う。

「口に合ってよかったよ。でもカップ麺を知らないなんて」

「しばらく封印されてたみたいだから。昔はこんな食べ物、なかったでしょ」

「みたい？」

「記憶がないの、私」

　なんですと。

「気づいたらこの街をさまよい歩いてた。霊力も全然なくて、自分が誰だれなのかもわからなくて」

「でも神様だってことは憶おぼえてたの？」

「そういうことは忘れないものよ。神っていうのは霊力そのものだから。存在の根底に近いものほど忘れにくい──ねえ、もうそっち食べてもいい？」

「あと一分だよ」

「むー……」

　膨ふくれた顔が可愛かわいい。果たしてこんな可愛い神様がいるのだろうか。

「自分が誰なのかっていうのは、その『存在の根底』ではないの？」

「私にとっては、自分が誰かより、使命を果たすことのほうが重要みたい」

「使命？」

「ええ。天あま照てらす大おお御み神かみ様さまから授かった大事な使命よ」

　すごい。大物だ。大して神話に興味のない僕でも知っている。

「私は力を取り戻して、記憶を取り戻して、そして、果たさなければいけないの。私に与えられた〈神しん話わ再さい演えん〉の使命を」

　神と名乗ったときよりもずっと真剣な口調で、彼女はそう言った。




　神話再演とは、文字どおり、大昔に起こったとされている神話の出来事を、もう一度同じように演じること、だそうだ。

　どうしてそんなことをする必要があるかというと、この世界のバランスが大きく崩れている状況を正すためらしい。

　最近やたらに異常なことが発生しているのは、世界のバランス崩壊のせいで、これを放っておくと、世界はこのまま崩れて消えてしまう。

　そうならないために、この世界の成り立ちである神話を再現することで、霊的な基盤を作り直そう、というのが神話再演なのだそうだ。




「うーん、それは大変だ」

　僕がそう言うと、彼女はじっとりした目で僕を睨にらんできた。

「……自分で言っておいてなんだけど、納得するの早すぎじゃない？　本当に信じてるのかしら」

　これは困った。

　たしかに僕は昔から、感情がわかりにくいと言われる。自分ではちゃんと楽しんでたり、喜んでたり、美味しいと思ってたりするのだが、はたから見るとそうでないように見えるらしいのだ。

　なのでちゃんと口で言うように気をつけていたら、その発言まで噓うそくさいと言われてしまう。ちょうど今みたいに。

　これは誤解を解くためにちゃんと説明するべきだろう。

「僕、昔から妖怪とかには遭そう遇ぐうしてたんだよ。妖怪がいるなら神様がいてもおかしくない。神様がいるなら神話の出来事も実際にあったんだろうし、最近おかしな事件が多いのは事実だから、世界のバランスが崩れてるっていうのは納得できる。それを直すために神話を再現するっていう理屈も、まあなんとなくわかるかなって」

「……はぁ～」

　あれ、おかしいな。呆あきれられたっぽいぞ。ちゃんと説明したのに。

「まあ、いいわ」

　彼女は首を横に振りながら三つ目のカップ麺に手を伸ばす。二つ目がいつの間にか空になっていた。

「妖怪が見えるってことは、あなた霊力があるのね」

「霊力？」

　そういえばさっきもそんなこと言ってたな。

「妖力でも御み霊たまでも呼び方はなんでもいいわ。妖怪とか神とか、そういう『目に見えないもの』が持っている力のこと」

「僕、人間だから目に見えるけど。君だって」

「物質としてはね。けど、どんな存在でも、目に見える側面と目に見えない側面を持っている。人草は基本的に霊力はほとんどないけど、稀まれに目に見えない側面が大きい者もいる。まあ、あなたはほんのちょっとだけど」

　霊能力者みたいなもんか。

「え、じゃあ、僕も鍛えたら、妖怪を退治したりできるようになるのかな」

「無理ね」

　バッサリである。一刀両断である。

　彼女は最後のカップ麺のスープを飲み干してから言ってくる。

「妖怪を見るだけなら、霊力がちょっと多めにあればいいだけだけど、倒すとなると、最低限その妖怪より高い霊力がないと無理。あなたに倒せるのは、なんの害もない妖怪の卵みたいななりたてくらいよ」

「なんだぁ」

　それでは意味がない。僕は身を守りたいのだ。

「まあ、そのなりたてを五千匹くらい食べれば、それなりの力はつけられるかもね。もちろん、そのときにはあなた自身が妖怪になってるでしょうけど」

　それはもっと意味がない。僕は妖怪じゃなくて人間として平和に暮らしたいのだ。

「えっと、それじゃ、僕は基本的に妖怪からは逃げるしかない？」

「人草はそういうものでしょ？　普通なら、妖怪なんて見えなくて、なにがなんだかわからない間に死んだりするんだから。あなたは見えるだけ有利よ」

　残酷な世界である。

「それに、下へ手たに妖怪退治なんかできたら、強い妖怪が力試しにきたり、意識高い妖怪が他の妖怪のために殺しにきたりするわよ」

「うわあ、それは困る」

「そう、だから人草風情は逃げに徹するのが一番よ」

　ふふん、と鼻を鳴らしてそう言う彼女だが、バカにされたという気にはあまりならなかった。相手は神様だしな。

「でも、そうね」

「ん？」

「湯ゆ浴あみと食事のお礼に、これくらいはしてあげる」

　そう言うと、彼女は席を立ち、僕に歩み寄ると、後ろからいきなり僕に抱きついてきた。

　なんだかやたらにいい匂いがする。

　それにこの柔らかな感触は……そういやこの子ジャージの下は裸だったっけ……。

「えっと、なにを？」

　困惑して問いかける僕の身体を、不意に妙な感覚が満たした。

　ぼわん、というか、ぼよん、というか。

　なんか薄くて柔らかい膜が全身を覆ったような感覚だ。

　彼女は僕から離れると言った。

「神の加護を与えたわ」

「加護？」

「霊力のお裾すそ分わけみたいなものよ。これでそこそこ身を守れるはずよ。弱い妖怪なら逃げていくし、さっきの土蜘蛛の攻撃くらいなら弾はじいてくれるわ」

「それはありがたいけど……いいの？　霊力、必要なんでしょ。記憶を取り戻すのに」

「たいしたことじゃないわよ。今のでカップ麺一杯分程度」

　カップ麺一杯で妖怪から身を守れるのか。すごいな。

「……ありがとう。助かるよ」

「っ！　……べつに。世話になった人草に死なれたら寝覚め悪いし……それだけ！」

　なんで急にツンデレる。神様なのにお礼言われ慣れてないのかな。

「さてと、それじゃそろそろ行くわ。悪いけど、この服もらっても──」

「待って」

　玄関に向かおうとした彼女を、僕は思わず呼び止めていた。

「なに？　やっぱり交尾する？」

「そうじゃなくて！」

　僕は少し躊ちゆう躇ちよしたが、その言葉を口にした。




「協力したい。手伝わせてくれないかな、君が記憶を取り戻すのを」
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　カップ麺を五つ。それに明日の朝の分の食パン。玉子にベーコン。ついでにお菓子もいくつか。

　食料を購入して僕はスーパーを出た。




『そんなに言うなら手伝わせてあげないこともないわ。その代わり、あなたは私の眷けん属ぞくなんだからねっ』




　というわけで、眷属としての最初の仕事が追加のカップ麺を買ってくることというわけだった。

　彼女はエネルギー不足らしく、家で待っている。

　やっぱり僕に神の加護を与えるために結構な力を使ったんじゃないだろうか。なんだか、流れるように噓をつくというか、自然と強がってしまう性格みたいだ。

　最近の夜の葉倉は静かだ。

　妖怪が出しゆつ没ぼつして人を襲うくらいだから当たり前だけど。

　僕は彼女の加護があるから大丈夫。事実、さっきから全然妖怪を見かけない。

　レジ袋を揺らしてアパートへ向かいながら、思う。

　なぜ僕は彼女に協力するなんて言ったんだろうか。

　自分には特になんの利益もないのに。

　面倒なことが起こって、きっと危険な目にも遭う。

　なのにどうして。

『──交尾でもしたくなった？』

　彼女の言葉と、彼女の裸が脳裏に浮かんで、僕はそれを慌てて追い払う。

　違いますよ。断じてそんな下げ世せ話わな理由じゃないですよ。

　……いや、それもゼロとは言わないけどさ。

　でも、そうじゃなくて、なんというか、彼女を放っておけないと、そう思ったのだ。

　なんだか、僕と同じに見えて──。




「そなた、何者だ？」




　不意に、背後から声をかけられた。

　振り向くと、一人の女性が立っていた。

　一瞬、家で待っているはずの彼女かと思った。

　黒い髪に赤い両眼。

　だが違った。彼女じゃない。

　服装が違う。その女性は、やけに古風なセーラー服姿だった。

　しかし、そんなことよりも、もっと根本的なところで、それはべつの存在だった。

　霊力が桁けた違ちがいだ。

　彼女とも、僕が普段見かける妖怪とも、さっき襲われた蜘蛛とも、まるで格が違う。

「な、あ……」

　言葉が出てこない。喉のどがカラカラに渇いて、張り付いてしまっていた。

「うーん？」

　一方その女性は首を傾かしげ、覗のぞき込こむような感じで僕を見てくる。

「見たところただの人間だなぁ。でも妖怪の気配だったしなぁ。そしてその霊力はなんだ。天あま津つ神かみのものじゃないのか？」

「え、と。その……」

　神？　神って言った？　そういうのがわかる人なのか。

　いや、そもそも人なの？

「ああ、そう怯おびえるな。我もおとなしくなった。最近はむやみに怪しい輩やからを問もん答どう無む用ようで殺したりはせん」

　そう言ってクスリと笑う。

　まるで、海の深しん淵えんを覗き込んだような、底の知れない笑みだった。

「そなた、なにかに取とり憑つかれておるぞ。妖怪か、神か……しかし天津神の連中はもうほとんど残っておらんはずだし……んー、よくわからんなぁ」

「…………」

　妖怪っていうのは、あの蜘蛛の血を浴びたせいだろうか。

　神は──やっぱり彼女のことなんだろうな。天津神ってのがなんなのかはわからないけど。そういう種類の神様がいるんだろうか。

「うーむ。現状ではぼんやりしていてどうしようもないな。放っておくしかあるまい」

　僕がなにも言えないでいる間に、女性は自分の中で結論づけてしまったらしい。

　くるりと背を向けると、その場を立ち去ろうとした。

　が、ふと立ち止まってこちらを見ると言ってくる。

「人間、困ったことがあったら海うみ鳴なり神じん社じやを訪ねてくると良い。悪いようにはせぬぞ」

「海鳴、神社……」

「そうだ。ご利益は弾はずんでやる」

　まるでその神社に祀まつられている神様本人みたいなことを言って、今度こそその女性は立ち去っていった。

　その姿が完全に見えなくなるまで、僕はそこから一歩も動くことができなかった。
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　その後、なんとかかんとか金かな縛しばりのような状態から解放され、僕は帰宅した。

　彼女に言われるままにお湯を沸わかし、五つのカップ麺に注ぐ。

「もういいかな」

「まだだよ」

「どうしてよ。もう三分経ったじゃない」

「これは五分待つタイプなの」

「なんでよ！」

「いや、なんでって言われても……」

　麺の種類の違い？

　待ちきれなくて今にもカップにかぶりつきそうな様子の彼女の気をそらすため、僕はさっき遭遇した謎の女性の話をする。

「天津神……たしかにそう言ったのね」

「うん。自分はそうじゃないみたいな言い回しだったけど」

　天津神の連中、と言っていた。どっちかというと敵対しているみたいな印象だ。

「しかも、妖怪の比じゃない霊力の持ち主……それは間違いないわね。国くに津つ神かみよ」

「国津神？」

　五分経ったので、カップ麺の蓋を剝がして彼女に差し出す。

　彼女はさっそく麺をすすりながら、その合間に答えを返してくる。

「いにしえより地上に住まう神々のことよ。一方、私や天照大御神様は天津神。天界に住む神々ね」

　ああ、なんか聞いたことがあるな。

　もともとこの日本の土地には土着の神々が住んでいた。そこへ、高たか天あま原はらから別系統の神が降りてきて、支配権を譲り受けた、だっけか。

「それじゃ、天津神と国津神は敵同士ってこと？」

　さっきの女性と戦うことになるのか、と不安になったが、彼女は首を横に振った。

「単純にそうとは言い切れないわ。神話には両方の陣営の神が関わっているもの。その再演のためには、協力する必要がある」

「なるほど」

　たしかに、世界が滅びるかもしれないってときに争っている場合ではないのだろう。

「じゃあ、あの神様に会ってみたらいいのかな。海鳴神社にいるって言ってたけど」

　聞いたことないけど、葉倉市には神社がたくさんある。たぶん、近くにある神社なんだろう。

「いえ、それはやめておいたほうがいいわね」

　しかし、彼女はそう言う。

「どうして？」

「国津神は荒っぽいのが多いのよ。それに、あなたが会ったその神が、世界の危機を認識しているとは限らない。天津神である私と顔を合わせたとたん、攻撃してくるかもしれないわ」

　そういえばあの女性も自分で言ってたな。最近はむやみに怪しい輩を問答無用で殺したりはしてない、と。つまり昔はそうじゃなかったってことだ。

「そいつに会うにしても、私がもっと霊力を回復して、神しん威いを振るえるようになってからね。対等に渡り合えるようにならないと、交渉も難しいわ」

　そう言って、彼女は箸はしを置いた。

　五つのカップ麺はすでに空だ。早い。




　神威──神の力を取り戻すには、霊力が必要なんだそうだ。

　霊力はあらゆるものに宿っているので、こうして美味しい食事を摂とるだけでも回復するそうだが、それは微々たる量でしかない。

　神本来の権けん能のうや記憶を取り戻すくらいに回復するためには、大量の霊力がいる。

　そして、今この葉倉の街で大量の霊力といえば──そう、妖怪である。




「つまり、明日から妖怪退治をして回るわけだね」

「そうよ。それで私は霊力を取り戻せる。あなたは身の安全を確保できる。ついでにこの街の治安も良くなる。神話再演の使命を果たした暁あかつきには、私はこの街を救った神として未み来らい永えい劫ごう崇あがめ奉たてまつられることになる。いいことずくめじゃない」

　すごい。最終的に自分に最大の利益が転がりこむことを想定している。

　まあでも、彼女の意見には賛成だ。

　僕は自分の身を守りたいし、街も平和になってほしい。

「それじゃ、明日からよろしくお願いします、神様」

「ええ。任せておきなさい、私の眷属」

　そう言って、僕たちは握手を交わした。





　　　　※






　そんなわけで今日は寝ることになったわけだけど、問題が一つ。

「寝る場所、どうしよう」

「ここにある布団ふとんを使えばいいんじゃないの？」

　悩む僕を見て、不思議そうな顔で押入れを指差す彼女。

「布団はひと組しかないからさ。ソファとかあれば、毛布使って寝ればいいんだけど」

　ちなみにもうひと組あった布団は、さっき彼女を寝かせたので血まみれで使えない。

「そんなもの、二人で同じ布団を使えばいいでしょ」

「いやそれはダメでしょ！」

　慌てて否定すると、彼女は頰ほおを膨ふくらませて言ってくる。

「なに？　私と同じ布団で寝るのが嫌なの？」

「いや、そんなんじゃなくて」

「じゃあいいじゃない」

「いやー……」

「もう、なんだっていうのよ。早くしなさい。それとも神に布団を敷かせる気なの？」

「……わかりました」

　僕は仕方なく押入れから布団を出して敷く。

　おかしいな。こういう場合、普通女の子のほうが同じ布団で寝るのを拒否したりしないかな。

「うふ、布団で寝るなんて、何百年ぶりかしら」

　すごいことを言いながらさっそく布団に潜り込む彼女。

　なんだかとても幸せそうだ。

　封印されていたという話だし、現代の柔らかい布団も初めてなのかもしれない。

　と、僕がぼんやり眺めていると、彼女は掛け布団をめくって、ポフポフと敷布団を叩たたく。

「ほら、早く来なさい」

「いや、でも」

「いいから。もう寝たいの」

「……はい」

　有無を言わさぬ口調で言われ、僕は彼女の隣に横たわる。

　仕方ない仕方ない、彼女は神様で僕は彼女の眷属なんだから命令には逆らえないのだ──うわ、あったか、人の温ぬくもりやばい！　神様だけど！

　電気を消して目を閉じる。

　隣にある体温を意識しないようにして、頑張って眠ろうとする。

　もぞもぞもぞ。

　なんか動いてるけど気にしない。

　ごそごそごそ。

　なんかパジャマを弄まさぐってくるけど気にしない……わけあるかぁ！

「えっと、なにしてるの？」

「やっぱり交尾したいんじゃないかと思って」

「しないって！」

　いや、したいしたくないの二択ならしたいですよ。ええ、ええ、認めますよ。

　だけど、神様から見たら人草は猿みたいなもんでも、人草は人草なので。理性の生き物なので。

「なんでよ。あなたは私の眷属なのよ。人草で言うならつがいみたいなものじゃない」

「そうかなぁ!?」

　ずいぶん違う気がしますけど！

「えっと、だとしても、出会ってすぐっていうのは、なんか違うんじゃないかなって」

「じゃあ、いつになったら、交尾してもよくなるのかしら？」

「それは……」

　うーん。悩んだ末、僕は無ぶ難なんな答えを返す。

「君の記憶が戻って、自分が何者か思い出して、それでも僕とそういうことをしてもいいと思ったら、かな」

　ザ・先送り！　ちょっといいこと言った感じだけど、要するに先送りである。

　それでも彼女は納得してくれたらしく、小さく頷うなずいたようだった。

「わかった。約束よ」

「うん……」

　とんでもない約束をしてしまった。大丈夫かな。神様との約束ってけっこう重いんじゃないかな。

「そういえば、あなた、名前は？」

　あれ、まだ名乗ってなかったっけ。

　僕は名前を告つげる。

　彼女は何度かそれを繰り返した後、言う。

「じゃあチョータって呼ぶわね」

　いきなり下の名前呼びである。慣れないのでちょっとドキドキする。

「君は……記憶がないから、名前も憶えてないか」

「ええ……でも、一部だけ、憶えてる」

　彼女はポツリポツリと語る。

　大事な宝箱の中身を、少しずつ取り出すみたいに。

「最初に『天』の字が付いてたのは憶えてる。あと、途中に『しゃぐ』って入ってた」

　天の字ということは『あめの』が頭に付く名前なんだろう。しかしそんな神様は山ほどいそうだ。

　一方『しゃぐ』ってのはあまり聞き慣れない。まあ、神話に詳しい人ならすぐにぴんとくるのかもしれないけど、僕はダメだ。

「うーんと、それじゃ僕は『シャグ様』って呼べばいいのかな」

　神様だし、一応様付けがいい気がする。

「そうね、そう呼びなさい」

「わかりました、シャグ様」

「でも、敬語はやめて。なんかもぞもぞして落ち着かないわ」

「わかったよ、シャグ様」

　なんか変な感じだ。

　けど彼女がなんだか嬉うれしそうなので良しとする。

「それじゃおやすみ、シャグ様」

「ええ、おやすみ、チョータ」

「……股こ間かんに手を伸ばさないで、シャグ様」

「ちぇ」

　油断も隙すきもない。
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「ぎゃあああああ！」

「伏ふせなさい、チョータ！」

　ビュン！

　僕の頭上をシャグ様が通り過ぎたと思ったら、背後に迫っていた猿みたいな妖よう怪かいの首が飛んだ。

　血を噴ふき出だしながら胴体が倒れていく。

「はぁ……はぁ」

　僕はその場にひっくり返るように座り込んだ。

　血まみれの手を振りながら、シャグ様が地面に落ちた猿妖怪の頭を拾う。

「狒ひ々ひかぁ。こいつも美う味まいとは言えないけど、ま、仕方ないわね」

　そう言いながら、シャグ様はガブリ、と、まるでリンゴでも食べるみたいに猿頭にかぶりつく。

　かなりグロ注意な光景であるが、ここ数日でわりと慣れてしまった。




　シャグ様と同居して数日が経たっていた。

　僕とシャグ様は毎日、葉は倉くらの街を巡り、妖怪退治をしていた。といっても、実際に手を下すのはシャグ様だけど。僕は囮おとり役やくである。

　信じられないことだが、この前の蜘く蛛も妖怪や今の猿妖怪のような強くて危険な妖怪が街中に当たり前のように出るようになってしまった。

　世界がおかしくなっているというのは、やっぱり事実なのかもしれない。

　シャグ様はそんな妖怪どもを、退治してはむしゃむしゃ、退治してはむしゃむしゃして、順調に霊力を蓄えている。そうして少しずつ神の力を取り戻していた。

　ちなみに、名前に関しては『天』が頭につくこと、『しゃぐ』という言葉が入っていたことがわかっているので、それをヒントにネットで検索してみたが、めぼしい収しゆう穫かくはなかった。ネットも万能ではない。




　まあ、そんなわけで、二人でひたすら妖怪退治をする日々なわけである。

　もう三十匹は狩ってるだろうか。今日だけで十匹は退治したと思う。

　と、そんなことを考えている間にシャグ様が猿妖怪をもぐもぐごくんと食べ終えた。

「ふぅ……ごちそうさま」

　そんなふうに言いながら口元についた血をペロリと舐なめる姿もすっかり見慣れた。

「今日はこんなところかな。そろそろ帰りましょう、チョータ」

「うん。でも、その前に、シャグ様」

　と、僕は彼女の格かつ好こうを改めて眺める。

　彼女は相変わらず僕のジャージを着ていた。動きやすくていいというので、そのまま着てもらっていたのだ。

　それはべつにいいのだけど、そのジャージがえらいことになっていた。

　右みぎ袖そでが付け根から破れてどこかに消失している。左の脇わき腹ばらあたりに、鉤かぎ爪づめで引ひっ掻かかれたような大穴が三つ空いている。左の膝ひざから下も破れて、脚がむき出し。

　激闘の跡である。

　シャグ様自身は怪け我がしていないし、戦い方が上う手まくなってきて返り血を浴びなくなってきたので、凄せい惨さんな光景とまでは言わないが、それでもなんだか見ててかわいそうになる格好である。

　あと、相変わらず下着をつけていないので、破れた右袖の隙間からチラチラと横乳が見えて落ち着かない。

　さすがにこれ以上破れると目の毒だ。

　というわけで、僕は提案する。

「新しい服を買いにいかない？」

「服？　べつにこれでいいけど。むしろ、布が減ってだんだん動きやすくなってきてるし」

「けど、その格好はちょっと、周囲の目もあるし」

「そう？　じゃあこれ脱いで戦えばいいのかしら。そのほうが戦いやすいし」

「違う、そうじゃない」

　ジッパーを引き下ろそうとしたシャグ様の手を僕は慌あわてて押さえる。危険なものがぷるんとするところだった。

　シャグ様は羞しゆう恥ちの感覚が人間とずれている。神と人の差なのか、時代感覚的なものなのかはわからないけど。

　どちらにしろ、ここは人の街で、現代日本だ。ある程度合わせてもらうしかない。

「まあまあ、そう言わずに。眷けん属ぞくの捧ささげ物ものだと思ってくれればいいから」

「そ、そう？　まあそんなに言うなら、受けとってあげないこともないけどっ？」

　僕がそう言うと、シャグ様は急にもじもじしながら頷うなずいた。

　神様扱いされるのがよっぽど嬉うれしいらしい。ちょろい。
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　というわけで、僕とシャグ様は近くにあるアーケード街にやってきた。

　駅前に出ればもっと大きなお店もあるが、さしあたり今回はここでいいだろう。

「ジャージだと、またボロボロになりそうだし、もうちょっとぴったりした服がいいのかな……」

　どうもシャグ様は相手の攻撃をギリギリで躱かわしているみたいで、自分は怪我しないけど服がすぐダメージを受ける。

　裸のほうが戦いやすいというのも、まあ気持ちはわからなくもない。

「シャグ様はなにか希望ある？　こんな服がいいとか──シャグ様？」

　意見を聞こうと目を向けると、さっきまで横にいた彼女の姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

　振り返れば、だいぶ後ろのほうで、シャグ様がなにかの店先で立ち止まっている。

「シャグ様、どうしたんですか」

「チョータ、美味そうな酒が山ほどあるわ……」

　シャグ様が立ち止まっていたのは、酒屋の前だった。

　彼女は物欲しそうな顔で、口元からよだれを垂らして店先に並んでいる日本酒の瓶びんを眺めている。美人顔が台無しである。

　たしかここ、先月くらいに不可解な盗難事件に遭ってた店じゃなかったっけ。

　完全に締め切られた店内から、酒が毎夜毎夜消えるという、密室酒消失事件である。

　監視カメラの映像を確認したら、酒瓶が勝手に浮き上がって、ブラックホールみたいな穴に吸い込まれていく様子が映っていた、なんて噂うわさ話ばなしもある。

　今考えると、それも妖怪の仕し業わざだったのかもしれない。

　酒好きな妖怪ってのも、たしかいたはずだ。酒しゆ呑てん童どう子じとか。

　そして神様も酒好きなイメージがある。お神み酒きとか供そなえたりするわけだし。

　けど、今回は残念ながらダメだ。

「シャグ様、酒は買えないよ」

「なんで!?」

　絶望的な顔で叫ぶ。

　世界が滅ぶと聞いた僕でもこんな反応しなかった。

「僕は未成年だし、シャグ様も見た目が見た目だから」

「どうして未成年だと酒飲んじゃいけないの！」

　うぉ、すごい剣けん幕まくだ。

「どうしてって、身体からだに悪いし……」

「私の身体は元々は霊力だから、人間みたいな影響は受けないわよ」

「う……」

　正論だ。困ったどうしよう。

「で、でも、この外見じゃ売ってくれないだろうし」

「いーやー！　おーさーけー！　のーみーたーいー！」

「ちょっと、シャグ様!?」

　酒屋さんの前で駄だ々だをこねる女の子。

　絵え面づら的にマズすぎる。

　夕方以降の人出が減っているとはいえ、アーケードにはまだそこそこ人がいる。

　ええい。

「無理なものは無理なの！　そう法律で決まってるから！」

　ダメな大人みたいなことを言って、僕はシャグ様の手を引っ張るとその場を離れようとする。

　もっと難なん儀ぎするかと思ったら、シャグ様は案外おとなしく従ってくれた。

「決まってるんだ……じゃあしょうがないわね……しょぼん」

　見れば本当にしょんぼりした顔をしていた。

「……なんか急に諦あきらめが良くなったね」

　油断した隙すきに酒を盗もうとか企たくらんでるんじゃないかと疑いたくなるレベル。

　しかし、そうじゃないようだった。

「……神は、決まりごとは破れないのよ」

「そうなの？」

「正確には、言葉には逆らえないってことになるかしら。言こと霊だまって言うでしょう」

　シャグ様は僕の隣に並びながら言ってくる。摑つかんだ手は勢いで繋つないだままだ。放すタイミングを逸いつしてしまった。

「言霊っていうのはつまり、言葉の霊力のこと。霊力は御み霊たまとも言うわね。この世界のあらゆるものは、モノとミタマでできている。モノは物質のことで、これは『ただあるだけの存在』に過ぎない。モノにミタマが宿ることで初めて、モノは『なにものか』になるの。その存在が何物なのかを決めるのは言葉よ。言葉がなければ、モノには意味も価値も宿らない。だから、言葉は御霊そのものとも言える」

　なるほど、わからん。

「えっと……それは、始めに言葉ありきみたいなこと？」

「それは聖書でしょ」

　あ、わかるんだ。

「まあ、全く的外れとは言わないわ。モノとミタマ、どっちが先に生まれたかなんて誰だれにもわからない。とにかく、言葉には、モノを縛る力がある。そして、強い霊力を持っている神は、物質の制約は受けにくいけど、言葉の制約は受けやすいの」

　ああ、そうか。ちょっと理解できてきた。

「人間は物質でできてるから、物質の法則に縛られる。空を飛んだり、水の中で呼吸したりはできない。神様はそういう法則には縛られないけど、霊力──言葉の法則には縛られる。こんな感じ？」

「そうね。だから神は、決まりごとは破れないし、噓うそもつけない」

「噓もつけないの？」

「まあ、まったくつけないわけじゃないわよ？　けど、つきすぎると、神しん威いが弱まるから、積極的につきたくはないわね」

　たしかに噓ばっかり言う神様では、信者もつきにくいだろう。

「そんなわけで、今この国に、未成年は酒を飲むなっていう法律があるなら、外見が未成年の私がそれを破ることはできないの」

　と、そう言ってシャグ様はピタッと足を止めた。

　ちょうど、横断歩道があって、信号が赤になったところだ。車など一台も通っていないし、周りの通行人もどんどん道を渡っていくが、シャグ様は動く気配がない。

　決まりごとを破れないというのは本当らしかった。
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　青信号になってから横断歩道を渡り、僕とシャグ様はスポーツ用品店に入った。

「ここが現代の呉ご服ふく屋やなの？」

「正確にはちょっと違うんだけど」

　最初は普通の服屋さんにしようと思っていたのだが、ジャージでこの惨さん状じようになってしまうシャグ様の戦い方を考えると、普通の服ではけっきょく同じことになってしまうだろう。

　なら、初めからボディラインにフィットした服装のほうがいいんじゃないか、と思ったわけだ。つまり、目指すはロードバイク用の服装一式である。

　何年か前に自転車競技マンガが流は行やった影響で、このお店にもそれ関係の商品がけっこう揃そろっている。選ばなければ、そこそこの値段で買えるはずだ。

「ん、これとか動きやすそう」

　シャグ様が早くも商品に食いついた。

　って、まだロードバイクのコーナーに辿たどり着ついてないけど。

「どうかしら、チョータ」

　と、シャグ様が自分の身体に当てているのは水着であった。

　もう夏もとっくに終わったというのに、大量の水着が余っていて、ほぼ半額以下の値段で投げ売りされていた。

　シャグ様が手に取った水着は、身体にぴったりフィットする競泳水着だ。まあたしかに動きやすいだろうけど……。

　僕は想像してみる。

　住宅街に突然現れる妖怪。

　逃げ惑う無む辜この民たみ。

　そこへ突然現れ妖怪を退治する正義の少女（競泳水着姿）。

　水着の少女が化け物をドッカンバッコンぶっ倒し、最後はむしゃむしゃ食べる──。

　うん、シュールだ。

　ただでさえシュールな絵面が、水着のせいでよりひどいことになる。

「シャグ様、その辺はやめておいたほうが──」

「あ、こっちもいいわね。布が少なくて、もっと動きやすそう」

「あの、シャグ様」

「これは戦いには向かないかもしれないけど、ヒラヒラが付いてて豪華ね」

「シャグ様」

「ちょっと試しに着てみるわね」

「ここでは脱がないで！」

　僕は慌ててシャグ様を試着室に押し込んだ。

　試着自体を止めなかったのは、まあ、その、なんだ。

　シャグ様の水着姿をちょっと見てみたかったからです、はい。




　…………眼がん福ぷく。

　シャグ様の水着姿は素す晴ばらしかった。

　競泳水着は健康的な色気が溢あふれてたし、セパレートタイプは彼女の白くて綺き麗れいな肌が存分に主張されて目のやり場に困るくらいだったし、タンクトップビキニはとっても女の子らしくなって可愛かわいかった。

　あまりに素晴らしかったので、うっかりセパレートタイプの水着を買うと言ってしまった。

　いや、セールで安かったしね。

　ちなみに一番布面積が少ないやつを選んだのではなく、一番安いものを選んだ結果である。シャグ様もそれが一番動きやすいって言ってたし。ほんとですよ。

　と、そんな感じで寄り道してしまったけど、ようやく本来の目的地であるロードバイクのコーナーに到着。
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　ピカピカでかっこいいロードバイク本体や、たくさんのヘルメット、それにシューズなんかが並んでいる。

　ちなみにシャグ様は、初めて遭遇したときは裸足はだしだったけど、今は僕の予備のスニーカーを履はいている。若じやつ干かん大きいので、妖怪と戦うときは脱いでるけど。

　これもそのうちちゃんと買ったほうがいいだろう。

　ともあれ、今回は服である。

　僕とシャグ様はロードバイクコーナーの一角にある、服売り場へ。

　上のシャツはサイクルウェア、下のスパッツみたいなズボンはレーサーパンツという名前らしい。

「どうかな。この辺なら、けっこう動きやすいと思うんだけど」

「うーん、そうかしら」

　僕が並んでいる品を示すと、シャグ様はイマイチな反応である。

「さっきの水着だっけ？　あれでいいわよ」

「あれは街中で着るようなものじゃないの。海とかプールとか用だから」

「プール？」

「あー、えーと、とにかく水場で着るものだから」

「むー……まあたしかに、水着っていう名前だものね……」

　シャグ様は不満そうだが、やっぱり名前には逆らえないらしい。

「でもこれが動きやすいとは思えないわ。なんかゴチャゴチャしてるし、布多いし」

　ゴチャゴチャして見えるのは派手なロゴのせいだろう。

「とにかく着てみてよ」

「まあ、チョータがそう言うなら仕方ないわね。眷属の頼みなら、聞いてやらなくちゃいけないもの」

　そんなふうに言って、シャグ様はサイクルウェアとレーサーパンツを手に取ると、試着室へ向かった。




「なにこれすごく動きやすい！」

　一分もしないうちにシャグ様が試着室から飛び出してきた。

「ぶっ！」

　僕はその姿を見て思わず噴き出してしまった。

　いや、シャグ様はなにも間違っていない。

　ロゴの少ない、簡かん素そなデザインのサイクルウェアに、こちらも黒一色とシンプルなレーサーパンツ。

　とてもよく似合っている。

　これからロードバイクで一走りすると言っても全然違和感のない外がい見けんだ。

　しかし、僕は忘れていた。

　シャグ様は下着をつけていない。

　そんな彼女が、身体にぴったりフィットする服を着たりしたらどうなるか。

　それはもうすごいことになっていた。

　ジャージ姿のときは目立たなかったお胸様がしっかりはっきり存在を主張し、キュッと細まった腰のくびれ、そこから緩ゆるやかに広がるヒップラインが強調されている。全身のボディラインが丸わかりだ。

「ほっ、はっ、よっ」

　しかもシャグ様は掛け声をあげながら、その場でハイキックとか始めたもんだから、胸はふるふる揺れるわ股またのあたりがなんかくっきりするわで目のやり場に困る。

「待って待ってシャグ様」

「これ思ったよりいいわね。気に入ったわ」

　僕の話聞いてない。

「それはちょっと目のやり場に困るというか、やっぱり下着をつけたほうがいいんじゃないかと」

「シタギ……ああ、チョータがずっと着ろ着ろうるさいあれね」

　そうなのだ。

　これまで何度か僕は、シャグ様に下着を身につけることを提案してきた。

　しかし、シャグ様にとってはそれは『服の下になにか余計なものを着る』みたいに感じるようで、ずっと拒否されているのだ。

　まあ、たしかに大昔の人だって、下着なんてつけてなかっただろうけどさ。

「そんなものいらないわよ。これで充分じゃない」

「いや、でも」

「それに、ほら。この服を着るときは、下着はつけなくていいって書いてるわよ」

「へ？」

　と、シャグ様が指差す先を見ると、ロードバイクの初心者向けに、必要な道具一式を説明してあるポスターがあった。

「ほんとだ……」

　そこにはたしかに、サイクルウェアとレーサーパンツを着るときは、下着を身につける必要はないと書いてある。

「書いてあるなら仕方ないわよねー。決まりだもの。下着をつけるわけにはいかないわねー」

　全っ然仕方ないと思ってない口調で言うシャグ様。

　しかしこれを見てしまった以上、神様としては下着はつけられないのだろう。

　仕方ないな……。
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　というわけで。サイクルウェアとレーサーパンツ、それに水着を購入して、僕たちはスポーツ用品店を出た。

　シャグ様は試着した服をそのまま着て出たので、あの目のやり場にちょっと困る服装のままだ。

「あー、お腹なか空すいたわ」

　シャグ様はそんなことを言いながら、ぽんぽこと腹を叩たたく。ぴったりフィットしたその腹はびっくりするくらいに平たいらだ。

「じゃあなにか買っていこうか」

　たしか帰り道に鯛たい焼やき屋さんがあったはずだ。

　僕たちはアーケードを引き返し、うちへ向かう。

　夕暮れ、陽ひは沈み始めていて、あたりは薄暗くなってきた。

　人通りは先ほどよりさらに少なくなり、もう閉めている店もある。

　本当に、最近の葉倉は夜が早い。

「……っ！」

　と、不意にシャグ様が立ち止まった。

　またお酒にでも惹ひかれたかと思って見ると、そんな穏おだやかな様子ではなかった。

　まるで危険な肉食動物を発見したハンターみたいに、警戒心バリバリでその場に停止している。

「シャグ様？」

「なにこれ……すごい霊力……」

「妖怪がいるの？」

「ええ。でも、これまでの奴やつとは桁けたが違う。あんなのがザコに思えるくらいの大物よ」

「えー……」

　これまでシャグ様が退治してきた妖怪だってかなりの強さだった。

　少なくとも、僕一人ならあっさりぶっ殺されてむしゃむしゃされてたはずだ。

　そいつらが、ザコに思えるくらいの大物って……。

「それ、大丈夫なの？　シャグ様、倒せるの？」

　僕は不安になってそう尋たずねるが、シャグ様はすでに乗り気のようだ。

　霊力を感じるらしいほうへ向かって歩を進め始める。

「私もだいぶ力をつけたからいけるはずよ。それに、これだけの霊力の妖怪を食べれば一気に神しん威いを取り戻せるわ」

　それはなんかわりとハイリスク・ハイリターンな話のような気がするんだけど……。

　なんて反論をする暇ひまもなく、シャグ様はどんどん目的地へ向かっていくので、僕は急いで追いかけるしかない。




「いた……」

　標的はすぐに見つかった。

　アーケード街の外れの魚屋さん。

　その店先に、立っていた。

　僕とシャグ様は少し離れたところにある看板の陰に隠れて、そいつの様子を窺うかがう。

「くっ」

　たしかにすごい。僕でも、その妖怪の周りに渦うず巻まいている、凄すさまじい霊力が見えた。

　で、その妖怪が、アーケード街の魚屋さんの店先でなにをしているかというと、

「……魚を選んでるわね」

「……魚を選んでるね」

　その妖怪は人の姿をしていた。

　すごい美人だ。ただ、シャグ様とは方向性が違って、妖よう艶えんな雰囲気の漂ただようお姉さんといった感じ。

　銀色の髪にかんざしを挿していて、和服とメイド服を合体させたみたいな妙みような格好をしている。

「あれは、狐こ妖ようね」

「コヨウ」

「狐きつねの妖怪よ。狐は霊力を溜ためやすい動物なの。長い年月を生きるとだんだん尾が増えていって強力な妖怪になっていく。あれは、九本は生えてるわね」

　九きゆう尾びの狐といえば有名な妖怪だ。妲だつ己きとか玉たま藻もの前まえとか白はく面めんの者とか、いろんな話に登場する。

　そんな大妖怪が、

「……店主と親しげに話してるわね」

「……なんか冗談言って笑ってるね」

「……あ、秋刀魚さんま買ってる」

「……隣の八百屋さんで大根も買ってるね」

　普通に買い物してる。

　夜は秋刀魚の塩焼きらしい。いいな、美お味いしそうだな。うちもそうしようかな。

　……じゃなくて。

「えっと……めっちゃこの街に馴な染じんでるみたいだけど」

「……わ、わからないわよ。あんな大妖怪が人間社会に溶け込むなんて普通は考えられない。裏では人をむしゃむしゃ食べてるかもしれないわ」

「そうかなぁ……」

「跡をつけるわよ！」

　そう言ってシャグ様は移動を開始した。

「あ、待って」

　僕は慌てて追いかける。





　　　　※






　狐妖怪のお姉さんは、アーケードを抜けて、住宅街を歩いていく。

　その途中で、道ゆく人と挨あい拶さつしたり、ちょっとだけ立ち話したりしてる。

　僕とシャグ様は、そんな様子を電柱に隠れながら眺ながめている。

「街の人とめちゃくちゃ親しげだけど」

「だからそれがカモフラージュかもしれないでしょっ？　ああやって油断させて、ガブリっていくつもりかもしれないわ」

「あ、油揚げもらってる」

「…………」

　しかもなんか拝おがまれてる。

　べつに狐妖だとバレてるわけじゃないっぽいけど、妙に親しまれてはいるようだ。




　さらにお姉さんは住宅街を進み、人ひと気けのないところまで来る。

「誰も食べなかったけど」

「あ、あれは人がいっぱいいたからよ。それに、さっきは年寄りばっかりだったじゃない。人ひと草くさを食う妖怪ってのは、だいたい若いのを狙ねらいたがるものよ」

「そうかなぁ」

　たしかに妖怪にはそういうイメージがある。「村で一番若い娘を差し出せ」とか言ってそう。老人を食べるのはかちかち山のたぬきくらいじゃないだろうか。あ、最近は食べないんだっけ。

　とにかく、あのお姉さんも若い人間しか食べない偏へん食しよく家かである可能性は否いなめない。

「あ」

　シャグ様が小さく声をあげた。

　狐妖のお姉さんの足元にボールが転がってきて、それを追いかけて小さい男の子が道路に飛び出してきたのだ。

　横にある団地の玄関前で遊んでいたらしい。

　ボールを拾ったお姉さんに男の子が駆け寄る。

「…………」

　シャグ様が身構える。いつでも出ていってお姉さんを攻撃できる状態だ。

「はい、どうぞ」

　狐妖のお姉さんが屈かがんで男の子にボールを差し出す。

「おねーさん、ありがとー」

　男の子がボールを受け取ると、お姉さんはそのまましゃがんで目線の高さを合わせると、突然男の子に襲いかかった！

　……なんてことはなく、男の子の頭を軽く撫なでながら言うのだった。

「車が来て危ないかもしれないから、突然道路に飛び出しちゃだめだよ。それと、最近は物ぶつ騒そうだから、もうおうちに戻ったほうがいいね」

「はぁい」

「よし、いい子だね」

「…………」

　あ、あれは惚ほれたな。

　ぽややんとした顔になる男の子に微笑ほほえみかけると、お姉さんは歩き去っていった。

「子供、食べなかったけど」

「…………」

　シャグ様は、いつでも飛び出せる状態のまま固まっていた。

「……き、きっと娘限定なのよ！　オスは歳とし取ってても若くても食べないのよ！」

　そう言ってシャグ様はお姉さんを追いかける。

　なんか不毛なことをしている気がしてきた……。





　　　　※






　やがて、狐妖のお姉さんは住宅街の一角にある公園に足を踏み入れた。

　まだ陽は完全に沈んでいないけど、辺りはだいぶ薄暗い。黄昏たそがれ時どきってやつだ。

　人の気配はまったくなくなり、妖怪が大量に湧わき出だしそうな時間帯である。

　お姉さんは公園の脇にあるベンチに秋刀魚や大根が入ったエコバッグを置くと、急にこっちを振り向いた。

「そろそろ出てきたらどうだい？」

「っ!?」

「……どうやら、バレてたみたいね」

　シャグ様は公園の入り口にあった看板の陰から身を晒さらす。仕方ないので僕も出ていった。ちなみに看板には『不審者注意！』と書いてある。なんか皮肉られてる気分だ。

「アーケードからずっとついてきてたねえ。いったいなんの用だい」

　街の人と会話していたのとはちょっと違う、はすっぱとでもいうような口調で言ってくるお姉さん。こっちが素なのだろうか。

　シャグ様はツカツカとお姉さんに近づきながら言う。

「用ってほどのものじゃないわ。あなたが悪い妖怪かどうか確かめたかったの」

「へえ。で、もしあたしが悪い妖怪だったら、どうするつもりなのかね？」

「もちろん、食べて私の力にするつもりよ」

「ふぅん……そいつぁ面白いね」

　狐妖のお姉さんの笑みが消えた。




　──空気が変わった。
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　樹き々ぎの枝が風もないのにざわざわと揺れ、鳥がばさばさと飛び立って逃げていく。

　張り詰めたような空気が充満し、僕の肌がピリピリと震え、鳥肌が浮き立つ。

　すごい霊力だ。

　物理的な圧力を感じるほどの、強烈な波動。

　それが、狐妖のお姉さんからにじみ出ている。

「へえ、さすが九尾の狐ね。素す晴ばらしい妖よう力りよくだわ」

　シャグ様は、そんなすごい霊力に当てられても平然としている。

　むしろ嬉しそうに笑みを浮かべ、身構えた。

「しゃ、シャグ様、大丈夫なの？」

「こんな大量の霊力、逃す手はないわよ」

　ウキウキした声で答えるシャグ様。

　大好きなケーキを目の前にした子供みたいな感じだ。

「あたしを食うつもりかい？　この九尾の狐のお銀ぎんさんを？　そりゃ大きく出たもんだねえ。あんた、何者さ」

「私は神よ」

　狐妖のお姉さん──お銀さんの問いに、あっさりとそう答えるシャグ様。

　お銀さんは小さく噴き出す。

「あんたが神様？　冗談言っちゃいけないよ。神様がそんな弱っちい力しか持ってないわけないだろ」

「ぐっ……」

　気にしていることをツッコまれて言葉を詰まらせるシャグ様。

「い、今はちょっと減ってるだけよ。すぐに全盛期の力を取り戻すんだから。私が本気を出したらすごいんだからっ」

　ダメな引きこもりみたいなこと言ってる……。

　お銀さんは目を細めてシャグ様を見る。

「……たしかに、ワカ様と似た霊力を持ってるようにも見えるねえ。でも、なんか変なような。うーん」

　と、お銀さんは首を傾かしげる。そんな仕草もいちいち色っぽい。

　ところで、ワカ様って誰？　若様？　お銀さんには仕つかえている主人とかがいるのだろうか。半分メイド服だし。

「あんた、国くに津つ神かみかい？」

　お銀さんはそんなことを訊きいてきた。

　国津神。地上に住まう土着の神。

　その言葉を聞いて、シャグ様は鼻で笑った。

「はっ。あんな地べたを這はいずる者たちと一緒にしないでほしいわね。私は天あま津つ神かみの一柱よ。天あま照てらす大おお御み神かみ様さまから大切な使命を授かった、ね」

「…………」

　お銀さんはその答えを聞いて、妙な顔をした。

　いや、そりゃ相手が『自分は神だ』とか言い出したら、誰だって妙な顔をするだろうけど、お銀さんの表情はそういうのとはちょっと違った。

　なんていうか、事実とは違うことを聞かされた不可解な顔というか。

「そりゃおかしな話だねぇ……」

「は？　なにがよ」

「だって、天津神はもう、ほとんど残っていないって話だったはず」

「……なにそれ」

　今度はシャグ様が不可解な顔をする番だった。

「なんで狐こ妖ようのあなたが、そんなことを知ってるのよ」

「いやぁ、それは縁えんというか成り行きというか」

　困った顔をするお銀さん。

　なんだか複雑な事情がありそうだ。

「まあそんなことはどうだっていいわ。妖怪の言うことなんていちいち真に受けてもしょうがないもの。それに、どっちにしろあなたはここで私に食べられるんだから」

　そう言って身構えるシャグ様。

「やれやれ、引く気はないってかい。あんたが本当に神様だとしても、そんな霊力であたしに勝てるとは思わないけどねぇ」

　ギラリ、と目を光らせるお銀さん。

　え、待って。これマジで戦う流れなの？

　ロードバイク乗りの格好をした神様と、和服メイドの九尾の狐という、いまいちシリアスさに欠ける絵面だが、漂う霊力はガチである。

　足元の草すらざわめいて、肌にまとわりつく空気は刺すように痛い。

「まったく、面倒だねぇ」

　お銀さんがそう呟つぶやいた、その瞬間──




　──九尾が現れた。




　彼女のお尻の少し上、尾び骶てい骨こつがある辺りから、ブワッ！　と銀色の毛に包まれた九本の狐の尾が生え出ていた。

　同時に、彼女の周囲に赤い炎が現れ、ゆらゆらと公園内を漂い始める。

　狐火、という妖怪がいる。

　火の気がないはずの場所に、ぼんやりと炎が浮かび上がって、人を惑わすのだ。

　あるいはそれは、歳を経た狐が漏らす妖力だったのかもしれない。

　やがて、お銀さん自身も炎に包まれる。

　凄まじい霊力の放出だ。

　僕は眩まぶしくて目を開けていられなくなる。

　そしてそこに姿を現したのは、巨大な狐だった。

　白銀の毛並みに身を包み、九本の尾の先に赤々と炎を灯ともす、まごうかたなき大妖怪、九尾の狐。

「この姿になったからには容よう赦しやはしないよ。神だろうがなんだろうが、向かってくる奴は燃やすまでさね」

　九きゆう尾び狐ぎつねはそう吼ほえる。

　シャグ様はぐっと構えた拳こぶしに力を込めた。

「その前に、あなたは私の栄養分になるのよ！」

　いやこれマズくない？

　僕が見てもわかる。九尾狐の霊力はシャグ様より多い。

　多いなんてもんじゃない。圧倒的だ。相手にならない。戦ったら絶対に負ける。あっという間に灰にされる。

　それはシャグ様もわかってるんだろう。

　けど、なんというか、引っ込みがつかなくなってる感じだ。

　シャグ様が頑がん固こな性格とかそういう話ではなく、それも言こと霊だまの性質のせいなんじゃないかと思う。

　神の言葉は力を持つ。

　神は御み霊たまでできていて、御霊とは言霊だ。

　だから神は噓をつけない。

　シャグ様はお銀さんを悪い妖怪と認識し、退治すると決めた。

　だから、その意思を実行するしかないのだ。そうしないと、噓をついたことになってしまうから。

　この戦いを止めるには、なにか彼女の言葉をひっくり返すような状況の変化が必要なんだ。

「悪いけど、さっさと終わらせてもらうよ。早く神社に帰って秋刀魚を焼かなきゃいけないからね」

　九尾狐がそう言って腰を落とす。すぐにもシャグ様に飛びかかる構えだ。

　シャグ様もそれを受けて立とうとする。

　やばいやばいやばい。

　えっと、なにかないか。二人の争いを止めるきっかけになりそうななにか。

　秋刀魚。美味しいよね。やっぱり今日は秋刀魚の塩焼きなんだな。神社で秋刀魚を焼いて、若様とやらと一緒にいただくんだろうな。

　──神社？

「消し炭になりなっ！」

　咆ほう哮こうとともに駆ける九尾狐。




「ちょっと待ったああああああああ！」




　僕はそこに突っ込んだ。

　シャグ様と九尾狐の間に割って入る。

「っ!?」

　九尾狐がびっくりして急ブレーキをかける。あまりに急だったもんで、そのままゴロゴロゴロンと転がって、滑り台に激突してしまった。

「ちょっとチョータ！　死にたいの!?」

　シャグ様が叫ぶ。

　いやもうそれ、こっちのセリフな気がするんだけど。

　しかし、九尾狐も身を起こすと、僕を批難するように言ってくる。

「まったくさ、坊や。妖怪と神の喧けん嘩かを邪魔するなんて、どうかしてるよ」

「はい、自分でもそう思いますけど……」

　でもしょうがないじゃないか。

　止められるのが僕しかいなかったんだから。

「あの、お銀さん。さっき神社って言ってましたよね」

「ああ、言ったけど、それがどうかしたかい？」

「それってひょっとして海うみ鳴なり神じん社じやですか」

　シャグ様と出会った日。

　追加のカップ麺を買いにスーパーに行った際に出会った女の人が言っていた神社だ。

　シャグ様は、僕の話を聞いて、その女の人が国津神だと言っていた。

　お銀さんもシャグ様を国津神かと問うていた。

　そんなお銀さんは神社に住んでいて、ワカ様という人に仕えている。

　もしかして、それはあの女の人のことじゃないだろうか。

　ワカ様というのは『若様』のことじゃなくて、その人の名前なんじゃないか。

　まあ、全部推測に過ぎない。

　なんとなく共通している言葉があったから、結びつけてみただけだ。

　けど、九尾狐は僕の言葉に頷いた。

「そうだよ。あたしゃあそこに世話になってんのさ」

　やっぱり。

　だとすれば──。

「シャグ様、やっぱりこの人、悪い妖怪じゃないよ」

「……なんでよ」

「神社で神様に仕えてるんだよ。それってお稲荷いなりさんの狐みたいなもんじゃない。お狐様が人食べたりしないでしょ」

「むむむ……」

　不満そうに唸うなるシャグ様。

　まあお稲荷さんの狐が九尾狐だなんて話は聞いたことがないけど、少なくともこのお銀さんは人に害を及ぼす狐ではないと思う。

「おやおや、人間の坊やのほうが物分かりがいいじゃないかい」

　そう言って、九尾狐はふたたび全身に炎を纏まとったかと思うと、一瞬で元のお姉さんの姿に戻った。

「たしかにあたしも昔は悪さをしたもんさ。怨うらみに任せて人を襲ったりね。そのせいで地獄谷の妖怪監獄に封印されてもいた。けど、今はいろいろあってワカ様に仕えてる。退治されるいわれはないと思うけどねぇ」

「…………」

　シャグ様は不満そうだ。

　しかしもう戦意は失ったみたいで、構えていた腕を下ろす。

　仕方ないので僕が代わりにお銀さんに答える。

「すみませんでした。僕らも、人を襲ってる悪い妖怪を退治したかっただけなんです。誤解だったみたいなので謝ります」

「わかってくれればいいさ。ま、仕方ないさね。妖怪も、神も、融ゆう通ずうのきかないところはある。あたしだってさっさと忘れりゃいいのに、あんな昔の怨みをいつまでも引きずってたしねぇ……」

　と、お銀さんは、独り言といった感じでため息交じりに呟いた。

　なにやら複雑な過去があるようだ。

　大人のお姉さんである。なにやら秘密めいた雰囲気といい、明らかにこっちが悪いのに譲じよう歩ほしてくれるところといい。

　僕はシャグ様に言う。

「ほら、シャグ様も謝ろうよ」

「…………」

　しかしシャグ様はなにも言わない。妙に頑かたくなに口をつぐんで、お銀さんのほうを見ている。敵意はもうないけど、なんだか困っているように見える。

　どうしたんだろう。急に言葉が喋しやべれなくなったみたいな態度だ。

「……あんたは」

　お銀さんは、そんなシャグ様を見てなにかに気づいたらしい。

　僕のほうに顔を向け、笑みを浮かべた。

「無む理り強じいすることはないよ、坊や」

「え？　いや、でも、けじめはきっちりつけないといけないですし」

「仕方ないんだよ。それはその子の性質なんだ。霊力がそんなふうに行動を制限しちゃってるのさ」

「それは……」

　さっき僕が考えてたみたいなことだろうか。

「それは、神は噓をつけない、みたいなことですか？」

　そう問うと、お銀さんはカクンと首を傾げた。

「うーん、それとはちょっと違うかねぇ。どっちかというと、その子自身の問題のような……でも、よくわからないね。その子の霊力、なんか変わってるから」

「そうですか……」

　まあでも、それなら仕方ないだろう。

　謝られる側のお銀さんがいいって言っているのだし。

「あの、本当にご迷惑おかけしました」

「いいっていいって。妖怪退治してくれるのは、あたしらとしてもありがたいしねえ」

　ひらひらと手を振ると、お銀さんはエコバッグを手にとって立ち去っていった。





　　　　※






　お銀さんの姿が見えなくなったところで、ドスンと音がした。

　見れば、シャグ様がその場に尻しり餅もちをついていた。

「……っはぁ！」

　しかも、焦あせった様子で呼吸をしている。まるで今までずっと息を止めていたみたいな様子だ。

「だ、大丈夫、シャグ様？」

「ええ……」

　僕が手を差し出すと、シャグ様はそれを摑んで立ち上がった。

「どうしたの、いったい」

「……あの狐妖の言ったとおりよ。急に喋れなくなっちゃったの。謝ろうとしたのに、なんだか『素直に謝っちゃいけない』って気持ちになっちゃって」

「謝ったら死んじゃう神様とかだったりするの？」

「そんな神いないわよ」

　まあそうだろうな。

「ただ、あの狐妖が仕えてるっていう神と関係あるのかもしれないわね」

　神。

　海鳴神社に座す国津神のワカ様。

「私がそいつと敵対関係にある天津神だとしたら──その対立関係が御霊に影響を及ぼすくらい深いものだとしたら、そいつに仕える狐妖に素直に負けを認められないのもわかるわ」

「なるほど……」

　そうなってくると、ますます気軽に海鳴神社に行って助力を求めるのは難しいということになる。

　お銀さんレベルの大妖怪を狙ってシャグ様が倒されてしまっては本末転倒だし、これまでどおり地道に、対処可能な妖怪を退治していくしかないのだろう。

「そういえば、あの狐妖、気になることを言ってたわね。地獄谷の妖怪監獄とか」

「封印されてたとかいう話だったね」

　地獄谷は、葉倉七切り通しの一つ、瓶かめヶが谷やつ坂さかの近くにある谷だ。

　数日前にあった巨大触手騒ぎのときに爆発事故だかがあって、現在は立ち入り禁止になっている。

　そこに妖怪監獄があった？

　ということは、ここ数日の異変は、あそこが関連しているのだろうか。

「けど、それ、神であるシャグ様とは関係ないんじゃない？」

「そう……そのはずなんだけど。なにか……」

　シャグ様は頭を押さえて呻うめく。

　零こぼれ落おちそうになる記憶を、なんとかすくい上げようとするかのように。

　しかし、彼女はすぐに首を横に振った。

「……ダメね。思い出せないわ」

「そう……」

　まあ仕方ない。

「そろそろ帰ろうか。すっかり遅くなっちゃったし」

「そうね。お腹が空すいたわ」

　そう言って公園から出ようとした僕らの背後で、さっきお銀さんが激突した滑り台が音を立てて崩壊した。

　近くの住人が現れる前に、僕たちは大慌てでその場から退散したのだった。
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「ねえ、どうしてもつけないといけないの、チョータ」

「うん」

「だって、は、恥ずかしいわよ。こんな格好……」

「つけないほうがよっぽど恥ずかしいよ」

「むー……」

　なんの話かというと、下着の話である。




　ある月曜日の午後、僕とシャグ様は駅前の商店街にある下着屋さんに来ていた。

　サボりではない。臨時休校である。

　巨大な触手が葉は倉くらに出現したあの日以降、原因不明の災害や事件が全国で多発している。その影響で、休校になる日がかなり増えていた。

　政府やなんかの公式発表では、いまだに『原因不明』だが、みんなうっすらと気づき始めている。この異常事態が妖よう怪かいの仕し業わざだってことに。

　なにしろ、実際に目撃証言がどんどん上がってくるのだ。

　僕みたいな、ちょっとだけ霊力が強くて妖怪が見える奴やつっていうのは、学校単位だと一人いるかいないかくらいだけど、全国で考えれば相当の数に上る。

　それに、妖怪もだんだん力をつけているらしく、特に『見える』体質じゃない人間でも視認できるくらい強くなってる奴も増えているようだ。

　そして、そんな目撃証言が、ネット上でどんどんまとめられていく。

　今じゃみんな、政府や県の公式情報より、そういう有ゆう志しのまとめを頼りに安全を確保している。

　曰いわく、見上げ入道に出会ったら『見上げ入道見越した』と唱となえて下を見ること。

　曰く、船幽霊には底が抜けた柄ひ杓しやくを渡すこと。

　曰く、花はな子こさんの声が聞こえたトイレの扉は絶対に開けないこと。

　そんな冗談みたいな注ちゆう意い喚かん起きが大おお真ま面じ目めに書かれている。

　笑いたくなるけど、全国で実際に被害が発生しているのだから笑えない。僕の学校でも、たしか五人くらい行方ゆくえ不ふ明めい者しやが出ていたはずだ。

　ただ、多くの災害と違って、妖怪被害のありがたい点は、ほとんどの妖怪は夕方以降にならないと現れない、ということだ。

　花子さんや貞さだ子こみたいに、条件が整えば昼も夜も関係なく出現する奴もいるけれど、大抵の妖怪は──特に人の多い街中では──夜に出る。

　黄昏たそがれ時どきは誰たそ彼がれ時どき──相手の顔もはっきりと見えず、誰だれかと問わなければならない曖あい昧まいな時間。そこにいるのが人か妖怪かもわからないのだ。

　夜は闇やみの時間──太たい古この昔から人は闇を恐れた。闇の中には理不尽な死が、恐怖が、怪かい異いが潜んでいる。

　そんな時間に妖怪は活発化するのだ。

　逆に言えば、人が大勢いて、ワイワイガヤガヤと賑にぎやかなところには妖怪は出現しづらい。出現するにはそれなりの霊力が必要だ。




　そんなわけで、せっかくの休校日。僕とシャグ様は出かけることにしたのだ。

　シャグ様がうちに泊まるようになって一週間ほど経たっていた。

　お互いにだいぶペースがつかめてきたように思う。

　僕が学校に行っている間、シャグ様はテレビを見たり、ネットで情報収集をしたりしているようだ。おかげで、現代の習慣やら常識やらにも慣れてきた。もともと長い時を生きる神様だから、適応力は高いのだろう。

　ただ、一人で出歩いてなにかトラブルに巻き込まれないとも限らないので、外出は僕が学校から帰ってきてから、ということにしている。

　最近、警察の見回りとか厳しいらしいしね。補導されたら困る。

　で、夕方から夜にかけて妖怪退治。

　それから家に帰って夕食。そして就しゆう寝しんである。

　あー、布団ふとんはいまだに二人で一つのものを使っている。

　シャグ様も、最近は僕の身体からだを弄まさぐってきたりはしなくなった。常識を学んでくれてありがたいことである。

　しかし、それでも問題がまったく発生しないわけではなく、その一つが下着問題なのであった。




「んーむー」

　下着を見て首をひねるシャグ様。

「やっぱりわからないわ。どうして服の下にわざわざこの余計な布切れをつけなきゃいけないのよ」

　あくまで下着不要論を唱えるシャグ様。

　しかしそれでは困るのだ。

　例えば朝起きると、隣で寝てるシャグ様のパジャマ（何日か前に買った）の前ボタンが全開になってたりする。そこで下着をつけてくれてないと、僕の視界がえらいことになってしまう。

　風ふ呂ろ上がりなんかも、せめて下着をつけてくれれば、目のやり場に困りはするけど、一いつ糸しまとわぬ姿にギョッとすることはなくて済む。

　つまりは、僕との共同生活の（主に僕の）安全のために、下着を使っていただきたいわけである。

「でも、シャグ様、水着は喜んでたじゃない」

「これはね」

　と言いながら、シャグ様はトートバッグ（おととい買った）から、なぜか持ち歩いている水着を取り出す。海で妖怪退治することになったら使いたいらしい。

「これは、単独で着る物だからよ。シンプルでムダがないわ。動きやすいし。けど、下着は、身につけた分動きづらくなるじゃない。意味がわからないわ」

　うーむ、困った。

　下着がない時代から生きているシャグ様には、現代の服飾文化はなかなか理解し難いようだ。

　常識を学んだといっても、難しい部分はやはりあるのだろう。

「裸見られたら恥ずかしくない？」

「そりゃ黄よ泉みの国に降くだった伊い邪ざ那な美み様さまみたいに腐りきってたら恥ずかしいわよ。けど、べつに私の身体、腐ってないもの」

　現代と羞しゆう恥ちの感覚が違いすぎる。まあ、引きこもった天あま照てらす大おお御み神かみの気をひくために、すっぽんぽんになって踊ったりするノリだしな。

　どうすりゃシャグ様に下着をつける気分になってもらえるだろう……。

　なんて思っていると、

「んむっ!?」

　シャグ様が突然変な声をあげた。

　見れば、シャグ様は下着屋さんの外、商店街の向かいのお店に目を向けていた。

「どうかした？」

「あれは！」

　と下着屋さんを飛び出すシャグ様。

「あ、待って！」

　僕は慌あわてて追いかける。




　下着屋さんの向かいは服屋さんだった。家族向けというか、男性用、女性用、そして子供服も売っているお店。ファッションにこだわりのある人向けじゃないけど、とりあえず着るものなら揃そろえられる、というタイプだ。

　なにを隠そう僕が今着ているシャツもここで買った。

　で、その店先に、そんなお店のコンセプトとは明らかにつり合わない、ヒラッヒラでフリッフリな服が飾られていた。

　貴族のパーティというか、ゴシックというか、コスプレというか、まあそんな感じ。

　そしてシャグ様は、そのフリフリ衣装に飛びついたのだった。

「これは！　キンキララブディアアラモードのディアエクレア後期変身スタイル！」

　詳しいなおい。

　ラブディアっていうのはおなじみ日曜朝に放送される変身少女ヒーローアニメだ。初代の放送が始まったのは十年以上前で、もう何作もシリーズがある。

　今シャグ様が口走ったのはそのシリーズのどれかだと思うけど。

「っていうか、なんでそんなの知ってるの」

「ねっとふれっくすとかいうサイトでタダで見放題だったわよ」

「それ最初の一ヶ月だけじゃないかな！」

　なんてことだ。そこまでネットを使いこなしていたとは。

　あとで解約しておかないと……。

「で、その、ディアエクレア？　の衣い装しようなの？　これが？」

「そっくりよ。このややダークな黒の配色といい、イナズマモチーフの装飾といい、見事に再現されているわ」

　商品タグを見ても、ラブディアがどうとかいったことは書かれていない。

　たまたま似てしまったということだろう。すごい偶然だけど。

「で、えーと、シャグ様はこれが着たい、と」

「っ！」

　僕が問うと、シャグ様はびっくりしたように直立する。

「い、いや、そんなことは言ってないわよっ。ただあまりに見事な出来だったから褒ほめずにはいられなかったというかなんというか……」

　あ、着たいんですね。

　どうもシャグ様は素直になれないところがある。

　神様としての性質上、噓うそはつけないようなんだけど、本音も隠してしまうというか。

　この前、お銀ぎんさんに謝ろうとしても謝れなかったときみたいな感じ。

　僕はフリフリ衣装の値段を見る。

　４９８０円。意外と安い。

　まあ、ほいほい買えるような値段ではないが、無理ではない。

　……よし。

　僕は思いついたことを口にする。

「シャグ様、この服、買おう」

「え!?」

　ぱあああっ、と顔を輝かせるシャグ様。わかりやすいな、おい！

「その代わり下着もつけること。ラブディアだって、服の下は裸じゃなかったでしょ？　スカートの下にはなにか穿はいてるでしょ？」

「わかった下着をつけるわ」

　決断はや！　どんだけ着たいんだよ。

　すごくツッコみたかったが、そこでまたシャグ様が本音を隠してしまうと困るので、僕はなにも言わずにフリフリ衣装を手に取った。

「待って、試着させて」

　待ちきれない、といった様子で言ってくるシャグ様。

　まあ、サイズが合わなくても困るし、試着はしたほうがいいな。

　僕は衣装をシャグ様に手渡した。




　待っていると、試着室からシャグ様が出てきた。

「どうかしら」

「おお……」

　僕は思わず息をのんだ。

　めちゃくちゃ似合っていた。

　シャグ様のどこか人間離れした美しさが、非日常的な衣装の派手さとぴったりマッチしている。

　彼女は普段からこういう服装で生活しているのだと言われても、違和感がない。

「あとは、この衣装に合わせたクリスタルスイーツスティックが欲しいところだけど」

　いや本当に詳しいな。

「まあそれはおいおい考えよう。とりあえず会計してくるよ」

「ええ、よろしく」

　ウッキウキと弾はずんだ声で答えるシャグ様。

　まあ喜んでもらえたようで良かったよ……。





　　　　※






「お待たせ──あれ、シャグ様？」

　会計を終えて店先に戻ると、シャグ様の姿がなかった。

　それになんだか、商店街が騒がしい。

「ば、ばけものだぁ！」

「昼間は出ないんじゃなかったのかよ！」

「助けて！」

　そんな声をあげて逃げ回っている人たちがいる。

　まさか、妖怪が出たのか？　こんな人がいっぱいいるところに？

「チョータ！　こっちよ！」

　呼びかけられて目を向ければ、シャグ様が近くにある銭せん湯とうの煙えん突とつの上に立っていた。

「なんでそんなところに……」

「ヒーローは煙突の上に登場するものよ！」

　それラブディアとはべつのヒーローなんじゃないかな……。

「それより、なにが起こってるの？」

　見たところ、近くに妖怪の姿はない。

「巨大な妖怪が暴れまわってるわ。ガシャドクロに、たぶんけうけげんね。道を歩きながら建物を破壊してるわ」

　ガシャドクロはわかるけど、けうけげんってどんな奴だっけ。

「チョータもここに来れば見えるわよ」

「できるか！」

　てっぺんに辿たどり着つくころには、葉倉の街が破壊され尽くしていることだろう。

「しょうがないわね」

　ひょんっ、と煙突の上のシャグ様の姿が消える。

　と思ったら、僕の目の前にすたっとシャグ様が降り立った。すごい身体能力である。

「行くわよ。しっかりつかまってなさい」

「え？　うそでしょ、ちょっと待──」

　最後まで言い切ることはできなかった。

　シャグ様は僕を抱きかかえると、ふたたび跳ちよう躍やく。

　僕は次の瞬間には屋根より高い空にいた。

「うわわわわわっ！」

「ちょっと、暴れないで。危ないじゃない」

「そんなこと言われてもっ」

　仕方なく僕はシャグ様にしがみつく。

　うわ、なんか右手が胸を摑つかんでしまった。柔らかい。しかし、手の位置をずらすとバランスを崩して落っこちそうなので、このままにしておくしかない。

　幸いシャグ様は気にした様子もなく滑かつ空くうを続ける。

「見て、チョータ」

　なんとか視線を向けると、たしかに巨大な妖怪が二体、街中で暴れていた。

　片方は巨大なドクロの姿。

　もう片方はなんか真っ黒な髪の毛に包まれた妖怪。毛が多すぎて本体は見えない。あっちがけうけげんだろう。

　僕は舌を嚙かまないよう気をつけながら言う。

「あ、あんなの倒せるの？」

「問題ないわ。でかいだけで、霊力は土つち蜘ぐ蛛もとか狒ひ々ひと同じくらいよ。この前の狐こ妖ようの足元にも及ばないわ」

　それなら大丈夫か。

「でも、あの巨体に挟まれたら厄やつ介かいだから、一体は奇き襲しゆうで倒すわ」

「どうやるの？」

「ここから、蹴りを食らわせる」

「へ？」

　それって……僕はどうなるんですかねぇ。

「ちゃんと受け止めるから、暴れるんじゃないわよ」

「まさか……」

「ひょい」

「やっぱりかああああああ！」

　シャグ様は僕を上に放り投げると、ガシャドクロに向かって急降下していった。

「ぎゃあああああ！」

　ひっくり返る視界。死ぬ！　死ぬ！　死ぬってこれ！

　暴れるなと言われても無理だ。僕は手脚をジタバタさせながら空中でもがく。

　やがて、重力に従って、僕の身体は地面に向かって落下していく。

　視界の先では、シャグ様がなんかかっこいいポーズでガシャドクロに突っ込んだ。

　ドガゴン！　ズバン！　バキバキバキ！　と冗談みたいな音を立てて、ガシャドクロが崩壊していった。

　周りからもうもうと土煙が立ち昇り、その中に大量の骨が埋もれていく。

　その土煙の中へ、僕は自分ではどうすることもできずに突っ込んでいく。

「ほいっ」

　そんな掛け声とともに、シャグ様が僕の身体をキャッチする。

　衝撃を受けることもなくふんわりと、僕はさっきと同じように横抱きにされていた。

　見上げれば、ガシャドクロの骨の一本を口にくわえたシャグ様の笑顔。

　か、かっこいい……。

　惚ほれてしまいそうである。王子に助けられる姫ポジションで。

　いやいや、騙だまされてはいけない。

　この神様、ついさっき僕を空中に放り投げたんだからな。

「なにするのさ！」

「ちゃんと言ったとおり受け止めたでしょ」

「まあ、そうだけど……」

「それより、もう一匹が逃げ出したわ。追いかけるわよ」

「え、まさかまた──」

　と僕が言い終わるより早く、シャグ様はふたたび宙に跳んだ。

　勘かん弁べんして！





　　　　※






　けうけげんは街中を逃げ回り、子こ死し越ごえ海岸までやってきた。

　名前はおっかないが、夏には賑にぎわう海水浴場である。すぐ近くに江ノ島も望める。

　ただ、今はシーズンオフな上に、時間も夕暮れどきで、人っ子一人見当たらない。

　そんな砂浜を、毛まみれの妖怪がワサワサと逃げ回る。

「待ちなさい！」

　そんなけうけげんの進路を塞ふさぐように、ばさっと海岸に降り立つディアエクレア！　ではなくシャグ様。

　ようやく地面に下ろされた僕は、よろよろとその場から離れた。神と妖怪のバトルに巻き込まれちゃたまらない。

「みんなの大切な街を破壊する悪い妖怪！　絶対許さない！　このシャグエクレアが退治してあげるわ」

　いや混ざってる混ざってる。

「ファファファ、お前のような小娘にワシが倒せるか？」

　けうけげんが毛をワサワサさせながら答える。

　いやノリいいな。あるいはもともとそういうキャラなの？

　なんだか知らないが、とにかくバトルが始まった。

　けうけげんが真っ黒な髪の毛をビシュ！　と伸ばす。

　それをシャグ様がばさっと手しゆ刀とうで断ち切る。

　ならば、とけうけげんはさらに大量の毛を伸ばしてシャグ様を取り囲む。

　シャグ様は目にも止まらぬ足さばきで、それを全部打ち返してしまった。

「くっ、やるな小娘」

「ラブディアは絶対負けないのよ」

「ファファファ、ではこれはどうかな」

　さっきと同様に毛を伸ばすけうけげん。

　しゅるしゅるしゅる、とシャグ様の身体に巻きつくが、シャグ様はそれを簡単に引きちぎ──れない？

「なんで！」

「水を吸って重くなった毛は、そう簡単に千ち切ぎれんじゃろ」

　見れば、シャグ様に巻きついた毛は、水をぼたぼた垂らしている。いつの間にか海水につけて濡ぬらしていたらしい。

「このっ」

「ファファファ、絶対負けないラブディアも、偽物では勝てんようじゃの」

「どういうことよ！」

「クリスタルスイーツスティックを持ってないし、その衣装も公式じゃないじゃろ。デザインが微妙に違ちごうとる」

　だからなんでそんな詳しいんだよ！

　妖怪界と神様界で大流行中なのラブディア？

「くっ！」

　悔くやしげに呻うめくシャグ様。

　これはまずいな……。

　霊力的には圧倒的に強いはずだけど、今シャグ様は『ラブディアの偽物』扱いされてしまった。

　偽物は勝てない──シャグ様の御み霊たまが、そんなふうに思い込んでしまったら、本当に勝てなくなってしまうかもしれない。

「ほれほれ、さっきの威勢はどうしたんじゃ？」

　ぎゅううう、と髪の毛を絞るけうけげん。

　シャグ様の身体は締め付けられ、フリフリ衣装がビリビリ破けてしまう。

「きゃあああああ！」

「シャグ様！」

　どうすりゃいいんだ！

　僕がうろたえていると、




「まったく、やかましいのー」




「え？」

　ひどくやる気のない声を漏らしながら、僕の隣をスタスタと女の子が歩いていく。

　やけに古こ風ふうなセーラー服を着た、ツーサイドアップの少女。

　彼女はまっすぐにけうけげんに向かっていく。

「まったく、ルルが落ち込んでおるというのに、ぎゃあぎゃあわあわあと大騒ぎしおって……」

「ちょっと君、危ないよ！」

　と、僕が止める暇ひまもなく、少女はけうけげんの前に立った。

「んあ？　なんじゃガキ。お前も食ってやろうか──」




「……ルル、おーごんけーん」




　どばん！

　こっちの気が抜けるくらいにやる気のない言葉とともに、少女が放った拳こぶしが、けうけげんを爆散させた。

　一瞬だった。予備動作もなにもなく、けうけげんの断だん末まつ魔まの叫びさえなかった。

　まるで妖怪なんかいなかったみたいに海岸には平穏が戻り、シャグ様は毛の拘束から解放されて砂の上に尻しり餅もちをついた。

「はぁ……」

　そんな凄すさまじいことをやってのけたにもかかわらず、少女はなにも面白くなさそうにため息をつくのだった。





　　　　※






「えっと、君、何者？」

　突然現れてけうけげんを瞬殺した少女に、僕は問いかける。

「あー？　ルルは、琉る々る葉はじゃ」

　対する少女は著しくやる気を欠かいた声で言ってくる。

「っていうか貴様、人ひと草くさのくせに馴なれ馴れしいぞ。ルルは神じゃぞ。もっと丁てい寧ねいに接しろ」

　あ、やる気なくてもそこはこだわるんだ。

　っていうか、神様なのか。

　あの強さなら、どっちにしろ只ただ者ものではないだろうとは思ったけど。

「わかりました。えっと、琉々葉様とお呼びすればいいですか」

「好きにせい……」

[image: ]

　自分で言っておきながら、琉々葉様は気のない返事だ。

「それにしても、なんじゃ。貴様、神と聞いて疑いもしないのか。武む者しやの小路こうじのやつですら、最初は信じなかったのに」

　武者小路っていうのが誰かはわからないけど、まあ、普通はそうなんだろうな。

　僕の場合は昔から『見えないもの』が見えたという事情もあるし、それにそもそも、

「前例がいますので……」

「はぁん？」

　琉々葉様が怪け訝げんな顔をしたところへ、シャグ様が戻ってきた。

「うおっふ」

　彼女の姿を見て、僕は思わず声を上げる。

　シャグ様は、近くにあった岩場の陰で、けうけげんによってビリビリに破かれてしまったフリフリ衣装から、水着に着替えてきたのだった。

　そう、つい先日買った、あの水着である。

　シャグ様がトートバッグに入れておいてくれて助かった。あとシャグ様に運ばれて空中を飛び回らされている間落とさなかった僕えらい。

　ちなみにシャグ様は当たり前のように僕の目の前で着替えようとしたので、慌てて岩場のほうに連れていったのだった。

　シャグ様が着替えている間、琉々葉様はべつの岩場に座ってほけらーと海を眺めていた。立ち去る様子もないので、なんとはなしに会話をしていたというわけだ。

　それはともかくシャグ様の水着姿である。

「どう、似合うかしら」

「うん、それはもう……」

　僕はアホみたいな返事しかできない。

　試着のときに一度見ているはずなんだけど、海で見る水着姿というのはまた別格だ。

　シャグ様が選んだのは、かなり布面積の少ないビキニタイプの水着である。

　白い肌が眩まぶしい上に、いろんなところがいまにも零こぼれてしまいそう。そんな彼女が、ざばんざばんと波が打ち付ける砂浜に立っている。パリピじゃなくても思わず声をかけてしまいそうなドキドキ感がある。

　まあ、今はシーズンオフなので、そんな輩やからが現れる心配もない。

　シャグ様の水着姿は僕の独り占めである。

　そう考えると、なんかよけいにドキドキしてしまうな。

「うふふ、交尾したくなった？」

「っ……なんでそういうこと言うの!?」

　ドキドキ感が台無しじゃないか。

　いやこのドキドキが性欲と無関係とは言わないけどさ。言わないけど、もうちょっとなんかあるでしょ、言い方ってものが。

「あら、赤くなった」

「ゆゆゆ、夕ゆう陽ひのせいじゃないかなー！」

　もう陽はほとんど沈みかけている。

　あたりは真っ赤だ。僕の顔だって赤くなるさそりゃ。

　と、僕らが喋しやべっているところへ、琉々葉様が言ってくる。

「あー、いちゃつくなら他へ行ってくれんかなー。ここにはルルもいるんじゃがのー」

「あ、すみません……」

　いや、なんか本当に二人きりのような気がしてしまっていた。

　なにしろ琉々葉様はなんだか存在感が希薄だった。

　けうけげんを一撃で倒せるほどの力があるはずなのに、全然霊力を感じないのだ。

　それに、彼女自身も、人との関わりを断とうとしているような雰ふん囲い気きがあった。今の言葉だって、僕たちに話しかけるというより、独り言みたいな感じだったし。

「えっと、琉々葉さんっていったかしら」

　と、そんな琉々葉様にシャグ様が呼びかける。

　名前は、僕との会話が聞こえていたんだろう。

「ありがとう、助かったわ。同じ神として、礼を言わせてもらうわね」

「…………神？」

　琉々葉様はすごく面倒くさそうに首を動かして、胡う乱ろんな目でシャグ様を見た。

　それから小さく鼻を鳴らすと、また海に向き直る。

「おまえが神ぃ？　つまらない冗談はよせ。神っぽいけど神じゃないじゃろ。偽物じゃ偽物」

「え……」

　突然の爆弾発言に絶句する僕たち。

「い……いやいやいや、神様ですよ。僕が琉々葉様が神だって聞いてすぐに受け入れられたのは、先にシャグ様に会ってたからですもん」

「神を騙かたる奴など珍しくもないわい。だいたい、そんな弱っちい神がいてたまるか。そんな弱いなら、元が神でも神じゃないわい」

「ぐっ……」

　痛いところを突かれた。

　しかしシャグ様は諦あきらめず反論する。

「そ、それは今だけよ！　霊力を手に入れて神しん威いを取り戻したら、天照大御神様のために神しん話わ再さい演えんをバリバリこなしちゃうんだから」

「天照ぅ？　なんじゃ貴様、天あま津つ神かみか？」

「っ!?」

　その瞬間、琉々葉様の霊力が一気に高まった。

　しかも、恐ろしいほどにそれはどす黒い。

　まるで、海の底に封印された魔物が、封印した人間への怨うらみとともに復活したかのような、負の感情に満ちた霊力だ。

「あ、なたは、国くに津つ神かみっ？」

　そんな霊力の強さに押されながらも、シャグ様はなんとか身構える。

「シャグ様、戦う気!?」

　無茶だ。僕でもわかる。

　この、周囲のものを押おし潰つぶそうとするかのような凄まじい霊力でも、琉々葉様にしてみれば『うっかりちょっと漏らしてしまった』程度の量だ。

　彼女の中にはこんなの比べ物にならないほどの霊力が渦うず巻まいているのが感じられた。

　化け物だ。

　おそらく、あの九きゆう尾び狐ぎつねのお銀さんの何百倍も強い。

　レベルが──いや、存在が違う。

　それでも、戦うしかないのか。

　シャグ様は天津神で、琉々葉様は国津神。

　天界に住まう天津神と地上に住まう国津神は、長く対立していた。

　シャグ様によれば、神話再演には国津神も必要だそうだから、争っている場合ではないのだろうが、相手がそのつもりなら……。

　と思ったのだが、

「やめじゃやめじゃ、バカバカしい」

　琉々葉様はそう言って、力なくため息をついた。

　霊力があっという間に引っ込んでいった。

　琉々葉様は元のとおり、ごく普通の少女に戻る。

「貴様が神だったとして、そんな弱った天津神を一柱倒したって、気なんか晴れんわ」

「…………」

　琉々葉様がそう言っても、シャグ様はしばらく警戒を解かなかったが、やがてフェイクではないとわかり肩の力を抜いた。

「……本当に、戦う気はないのね」

「ないっちゅーとろうに。ルルはもう天津神どもと戦う気がなくなったのじゃ」

「そのわりにはシャグ様が天津神と知って怒りを撒まき散ちらしてたけど……」

「あれは癖くせじゃ癖。長年憎んでおった相手じゃからの。反射的にそうなるんじゃ」

「…………」

　それほどに対立していたのに、今は戦う気がないのか。

　琉々葉様にいったいなにがあったのか、僕は気になったが、シャグ様が食いついたのはべつの観点だった。

「ということは、あなた、私たちに敵対する気はないのね？」

「くどいぞ」

「だったら、一緒に神話再演を進めない？」

「え？」

「なんじゃと？」

　僕と琉々葉様は、ほぼ同時に疑問の声をあげた。

「ルルに、天津神と協力しろじゃと？」

「ええ」

　シャグ様は迷いなく頷うなずく。

「この世界がおかしくなってきてるのはあなたも気づいているでしょう？　この国を支えている神話の力が弱まって、霊力のバランスが崩れている。それを防ぐためには、神話を再現して、国の基盤を復元しなきゃいけない。そのためには、天津神と国津神、両方の力が必要なのよ。争っている場合じゃないわ」

　必死に説得を試みるシャグ様。

　そんなシャグ様を、琉々葉様はぽかんとした顔で見る。

「……妙な天津神もおるもんじゃの。大抵の天津神は国津神をバカにしておるもんじゃろうに」

「そんなしがらみはムダよ。神話再演に必要なしがらみなんて、須す佐さ之の男おの命みことが櫛くし名な田だ比ひ売めを囲ったやつだけで充分だわ」

　シャグ様の言葉に、琉々葉様が可お笑かしそうに笑い出した。

　え、なになに、今のなにが面白かったの？

　神様にだけ通じるローカルギャグとかやめてくれませんかね。

　まあ、しかし……琉々葉様も笑うとなんか可愛かわいらしい感じである。

　ひとしきり笑うと、琉々葉様は小さく鼻を鳴らして言ってくる。

「まあ、国津神と天津神が協力するのも、面白いかもしれんの」

「じゃあ……！」

「じゃが、やらん」

　なんでだよ！　今の完全に、長年の宿敵が仲間になる流れだったじゃん！

「どうして？」

　シャグ様も困った様子で問いかける。

　しかし琉々葉様はあっさりと告げるのだった。

「気が乗らん」

「……そう。なら仕方ないわね」

「え!?」

　なに今の話の流れ。

「ちょっとシャグ様。なんで今ので納得してるのさ」

「納得するしかないでしょう」

　シャグ様は肩をすくめる。

「神が、気が乗らないって言っているのよ。それはつまり、霊力が拒絶しているってことだもの」

「あ……」

　そうか、そうなるのか。

　神は霊力でできている。

　霊力とは御み霊たま──言葉の力。

　そして、神は噓の言葉は発せない。

　つまり、琉々葉様が『気が乗らない』と言っているということは、琉々葉様の身がそうできる状態にないってことなのだ。

「そういうわけだ。ま、もしそのうち気が向いたら、手伝ってやらんこともない。それに、そのつもりがなくても巻き込まれるかもしれんしな」

「巻き込まれる？」

　僕がおうむ返しに問うと、琉々葉様はシャグ様に視線を向けた。

　説明が面倒くさいから丸投げしたようだ。自分が言ったことなのに……そのうち呼吸も面倒くさいとか言い出さないか心配である。

　シャグ様が言う。

「神話再演は、この世界自体の霊力を利用するものなのよ。だから、神威によって神話再演を起こそうとする神がいれば、その神の霊力に反応して、世界の霊力が神話を再現しやすい状態になる。神話と似たような状況と役者が揃えば、自動的に再演が行われることもあるの」

「うむむ……？」

　困った、難しいぞ。

「例えば、もしさっきルルとそいつが実際に喧けん嘩かを始めてたとするじゃろ」

　琉々葉様が解説に割って入ってくる。

　面倒くさがってたくせに……黙って聞いているのが面倒くさくなったのかな。

「すると、この場の霊力が『国津神と天津神の争い』という形の御霊になるんじゃ。そうすると、自動的に、その状況に近い神話をルルとそいつが再演させられてしまう。巻き込まれるというのは、そういうことじゃ」

「はぁ……」

「神は言葉に引っ張られるのじゃ」

　……なるほど。それも、神は噓をつけないというのと同じ理屈なのか。

　霊力は言葉の力だ。

　神が争うということは『争い』という言葉を生み出すということ。

　そして生み出された言葉は力を持ち、神の行動をコントロールする。

　うーん、なんか、そういう話を聞いていると、神様ってすごい力を持っているのに、そんなに自由じゃないんだな、という気がしてきた。

　言葉に縛られてしまう。

　言葉に操られてしまう。

　琉々葉様は、神話再演を手伝うという話に、気が乗らないと言った。

　彼女は、それが自分の意思だからそう言ったのだろうか。それとも、言葉に引っ張られてそういう気持ちになっているだけなのだろうか。

　気が向いたら手伝ってくれるとき、それは彼女が手伝いたいから手伝ってくれるのだろうか。あるいは、なにかそういう気持ちになる『言葉』がどこかから与えられたから手伝う気になるだけなのだろうか。

「なんじゃ、難しい顔しおってからに」

「あ、いや」

　琉々葉様に怪け訝げんそうな顔で見られて、僕は戸惑う。

「なんか、神様も大変そうだなと思いまして」

　今思ったことを素直に口にするわけにもいかない。

　神様って意外とすごくないんじゃない？　なんて言ったら、琉々葉様も、シャグ様も怒るかもしれない。

「大変……そうじゃの、ルルは今、大変なのかもしれんの」

　はふー、とため息をついて、琉々葉様は海に視線を移す。

　それはどこか、寂さびしそうな目だった。

　なんていうか、その先に、故郷の姿を思い描いているような。

「……もしかして琉々葉様は、海の神様ですか？」

「むう？　どうしてわかる？」

「なんか、そんな気がして」

「勘が良いのう……」

　褒ほめられたっぽいけど、口調が投げやりなので、全然そんな気がしない。

「海の神で国津神？　しかも女ってことは……」

「ルルの父上は綿わた津つ見みの大おお神かみじゃ」

「やっぱり……え、でも琉々葉って名前は……？」

「いろいろ複雑な事情があるのじゃ。あまり詮せん索さくするな」

「…………わかったわ」

　なんかまたシャグ様と琉々葉様二人でわかり合ってるっぽい！　ズルい！

「えっと、どういうこと？」

「うーんとね」

　シャグ様は説明しようとして、途中で言葉を切って考え込む。

　どうやらよっぽどややこしい話らしい。

「まあ簡単に言うと、琉々葉さんのお父さんはすごい偉い海の神で、琉々葉さんの家は海の宮っていって、海の底にあるのよ」

「なるほど」

　つまり琉々葉様は本当に故郷のほうを眺めていたというわけか。

「っていうか、海の底に家があるの？」

「常とこ世よのほうに、だけどな」

「常世？」

　琉々葉様の発言に、またわからない言葉が出てきた。

「世界は現世うつしよと常世でできているのよ。物質で構成された、チョータがいるこっちの世界が現世。御霊で構成されたあっちの世界が常世。まあざっくり、人の世界と神の世界と考えてもいいわ」

　シャグ様の説明に、補足するように琉々葉様が言ってくる。

「現世と常世は背中合わせじゃ。現世で事件が起こればそれが常世に影響を与え、常世になにか変化があれば、現世もそれに連動してなにかが変わる」

　うーん、難しい。

　けどまあ、僕たちが普段目にしている世界ではなく、神様の世界のほうにある海の底に、琉々葉様の家が建っているんだということはわかった。

「じゃあ、琉々葉様はそこに住んでるんですか？」

「いんや、今は神社に住んでおるよ。海うみ鳴なり神じん社じやじゃ」

「海鳴神社っ？」

　最近その名前をよく聞くなぁ。

　僕の反応をどう判断したのか、琉々葉様は、

「なんじゃ、知っておるのか。まあ最近あそこも有名になったしの」

　そんなふうに言ってきた。

　有名なのか……。

「じゃあ、琉々葉様は海鳴神社に祀まつられている神様なんですか？」

「まあそうじゃな。主祭神はルルではなく姉様じゃが」

　姉様。

　お銀さんが言っていた『ワカ様』という名前を思い出す。

　スーパーの買い物の帰りに遭遇した、黒髪の女性のことも。

　そういえば、あの女性と琉々葉様はどことなく似ているな。

「でも、あなたは神社に戻る気になれないみたいね」

　と、不意にシャグ様が琉々葉様にそんなことを言った。

「…………」

　琉々葉様はすぐに言葉を返さない。

「戻ってもすることがない。目標がなくなった。だから呆ほうけてるのね」

「……そうじゃのー」

　琉々葉様は頷いた。

「ルルは、天津神をボコボコにして皆殺しにしてやるつもりだったのじゃ」

　うお、穏おだやかじゃないことを言い出したぞ。

「けど、なーんか、そんなことする意味もなくなってしまっての」

「目標がなくなると、きついわよね」

　皆殺しにする、とまで言われたのに、シャグ様はどこか穏やかな声で言う。同情、とは違うかな。なんというか、寄り添うような口調。

「神は、なんらかの役割を持っている。その役割が御霊であり、神威の源になる。目標がなくなるってことは、その役割がわからなくなるってことだもの」

　そうか……。

　御霊でできている神様が目標を見失うっていうのは、自分が誰だかわからなくなるのと同じようなものなのだ。

　そりゃ、こんな面倒くさそうな態度で海を眺めたりもするだろう。

「……それじゃ、いったん家に帰ってみたらどうですか？」

　ふと思いついて僕は口にした。

「んあー？　どういうことじゃ？」

「なにをしたらいいかわからない。自分が誰だかわからなくなりそう──それなら、自分が生まれ育った場所に行ってみたら、なにか見えてくるかもしれないでしょう」

　人間だってそういうことはある。

　神様ならなおさらそうかもしれない。

　常世にあるという琉々葉様の家は、琉々葉様に馴な染じみ深い霊力でできているだろう。

　その霊力に触れたら、琉々葉様自身の霊力も刺激を受けて、なにか変化を起こすかもしれない。

「…………そうじゃのー」

　琉々葉様は気のない返事をしてきた。

　あまりいい案じゃなかったかな、と思ったけど、琉々葉様は立ち上がり、僕たちのほうを向いて、にっと笑みを浮かべてきた。

「もしかしたら、ルルはそうしたくて海岸にいたのかもしれん」

「それなら良かった」

　僕の言葉が後押しになったのなら。

「きさま、名前はなんというのじゃ」

「シャグよ。正しい名前はまだ思い出してない」

「ふぅん……憶おぼえておこう。もしきさまが神威を取り戻したら、喧嘩をするのじゃ」

　そう言って、琉々葉様はぼきぼきと指の骨を鳴らした。

　え、怖い。琉々葉様、実は武闘派なの？

「いいわよ。私が勝ったら、神話再演を手伝ってね」

　シャグ様もまんざらでもなさそうに頷く。

「ルルが勝ったら肉を奢おごれ。高いやつな」

「もちろんよ。チョータがね」

「ええ!?」

　いや、まあそうなるか……。

　なんだかわからないうちに友と書いてライバルと読む的な雰囲気が生まれた。

　ひらひらと手を振る琉々葉様。

「あ、琉々葉様。さっきは──」

　──助けてくれて、ありがとうございました。

　と、言う暇もなく。

　琉々葉様は、ざばぁん、と海に飛び込んだ。

　後には、岩に打ち付けてぐるぐると渦巻く海水があるだけだ。

「なんか、あっけないね」

「神はそういうものよ。言葉には縛られるけど、情に流されることはないの」

　帰りましょう、とシャグ様は海に背を向ける。

　僕は、もう一度だけ海を眺めてから、彼女を追いかけた。




　シーズンオフに、水着姿の彼女と街を歩くのは、なかなか目立って恥ずかしかった。
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「うん、美お味いしい美味しい」

　バリバリむしゃむしゃ。

　とシャグ様が音をたてながら食べているのは、葉は倉くら名めい物ぶつたこせんべいである。

　正方形というちょっと変わった形のせんべいには、たこが丸ごとプレスされている。見た目のインパクトもなかなか強いお土産みやげ品ひんだ。通販もあるよ。

「あ……チョータも食べる？」

「僕はまだお腹なか空すいてないから」

　シャグ様がもう一枚のせんべいを差し出してくるが、僕は遠慮する。

　こんな辛つらそうな顔されて受け取れるわけない。

「そっかー、じゃあもらっちゃうわね。湿し気けると困るし。湿気ると困るし！」

　なんで二回言った。

　シャグ様は嬉うれしそうにパリパリと二枚めのたこせんべいを食べていく。




　今日も学校が休校になった。

　噂うわさでは、無期限の休校も検討されているとか。

　世界はとんでもないことになってしまっている。

　一見すると、街はこれまでどおりごく普通の様子である。僕とシャグ様が歩いている道にも人が溢あふれ、むしろ活かつ況きようを呈ていしているように見えるくらいだ。

　しかしこれ、ほとんどがこの道の先にある葉倉八はち幡まん宮ぐうへの参さん拝ぱい客きやくなのである。

　ここ数週間で、全国各地の神社にお参りする人が急増しているのだという。

　神社で売られているお守りや、あるいは参拝行為そのものが、妖よう怪かい除よけになるという話が広まったからだ。

　シャグ様によれば、あながち噓うそではないらしい。

　妖怪は基本的に、自分より強い霊力を持った存在を襲わない。お守りやお参りによってある程度の神しん威いをまとえば、ザコ妖怪は逃げていく。

　そんなわけで神社とその周辺だけは、こんなふうに賑にぎわっているのだ。

　ただ、それも昼間だけの話。

　夜は危険すぎて出歩けない。人間がちょっと神威をまとった程度じゃ追い払えないような強い妖怪が闊かつ歩ぽしているからだ。

　夜はもはや、妖怪の天下になってしまった。

　とくにこの葉倉市はひどい。

　夕方ともなると電柱や塀の陰、建物と建物の隙すき間まなんかに怪しいものが見え隠れし、油断しようものなら引きずり込まれてしまう。

　夜は道という道で妖怪が群れをなし、そこら中で百ひやつ鬼き夜や行こうのお祭り騒ぎ。

　……という噂である。

　そもそも誰だれも夜出歩かないのに、なんで夜の様子が噂になってるんだ、という話ではあるけど、まあ噓というわけではないのだろう。

　実際、妖怪の数は激増している。




「うん、いまいちいまいち」

　もしゃもしゃぼよん、とシャグ様が食べているのは水まんじゅう……ではなく、妖怪の『なりたて』である。

　スライムみたいな見た目で、電灯やら街路樹やらに張り付いてブヨブヨしている。

　ちょっとした霊気の溜たまりや、よくない想念なんかがこの『なりたて』になる。そしてそいつがさらに力をつけると、形を持った妖怪になるのだという。

　僕は子供のころから『見えないもの』が見えていたので、この『なりたて』のことも見かけることはあった。

　が、今はそいつらが大量発生している。一ヶ月前と比較すれば百倍にはなっているだろう。それだけ世界のバランスがおかしくなっているということ。

「それで、どう？　霊力は戻ってきてる？」

　もしゃもしゃとスライムを口に放り込んでいくシャグ様に僕は問う。

　シャグ様はここ数日で、百体以上の妖怪を退治しては食していた。

　さすがにガシャドクロやけうけげんのような巨大妖怪はあれから現れていないけど、霊力はそれに劣らない奴やつも何体かいた。

　そういう妖怪も、シャグ様はもう苦労せずに倒し、自らの力にしていった。

「そうね、だいぶ戻ってきた気はするわ。こんなこともできるようになった」

　そう言ってシャグ様は、手を『おいでおいで』をするみたいに動かした。

　すると、通りのそこら中にブヨブヨしていたスライムが、ブヨブヨしながらシャグ様の元に集まってきた。

「おお？」

　スライムたちはブヨブヨと折り重なり、ひとつにまとまって形を成していく。

「妖怪に言うことを聞かせられるようになったの？」

「というより、霊力を操れるようになったのね。意思を持っている妖怪を操ることはできないわ。こいつらはまだ、反射で動くだけの原始生物みたいなもんだから操れるの」

　と言っている間にスライムは形を整え、やがてシャグ様になった。

「すごい、そっくりだ」

「でしょう？　こいつに命じて偵察に行かせたりとか、いろんなことができるわよ」

　シャグ様とシャグ様（偽）は、まったく同じように動いて見せたり、鏡合わせに動いてハイタッチしたりと、いろんな動きを見せる。

　見た目だけでなく、仕し草ぐさや表情もそっくり。

　違いは、よく見れば霊力がスカスカなことくらいだろうか。

「まあ、ここまで集めて固めると、人ひと草くさには見えてしまうのが難点かもしれないわね」

「あ、これ僕以外にも見えてるんだ」

　言われて、僕は慌あわてて周囲を見回す。

　突然人間が一人湧わいたように思われてしまう。

　幸い人通りの少ない住宅街に来ていたので誰にも見られてはいない。まあ見られたところで、妖怪だと思われて逃げられるだけだろうけど。

「これくらいは、でも、宴会芸にもならないわよ」

　ぼよぼよ、ごくん。

　うわ、食べるの!?

　自分と同じ格好のそれを、シャグ様は吸い込むみたいに食べてしまった。いや、まあさっきから食べてたものと同じものではあるけどさ。

　せめて形を崩してからにしてほしかった。

「そ、それで記憶はどう？　なにか思い出せそう？」

　恐ろしい光景から目を逸そらしながら僕は言う。

　神としての力を失ったシャグ様は、同時に記憶も失ってしまっている。自分の名前すらも曖あい昧まいだ。

　憶おぼえているのは、名前の頭に『天』がつくこと。『しゃぐ』という音が入ること。

　それに天あま照てらす大おお御み神かみから与えられた使命──神しん話わ再さい演えんを執とり行うこと、だけである。

　霊力を得て神威を取り戻せば、そのあたりの記憶も自然と復活するはずだ、というのがシャグ様の主張である。

「うーん……」

　しかしシャグ様は首を傾かしげる。

「思い出せそうで思い出せないのよね……。天照大御神様に命じられたことはずっと憶えてるんだけど……」

　シャグ様は天あま津つ神かみ、つまり天界に住まう神の一柱だ。

　その天津神の最高神である天照大御神に、シャグ様は神話再演をするよう命じられたのだという。

　神話再演──世界のバランスを取り戻すため、この国の神話を再現すること。

　しかし、シャグ様がなんの神様なのかわからなければ、どの神話を再現すればいいのかもわからない。

　だから、シャグ様は記憶を取り戻さなければいけないのだ。

　そのためにも、妖怪をたくさん退治して、霊力を手に入れる必要がある。

　幸い、妖怪は大量発生中で、探すのに苦労するということはない。

　しかし、退治しても退治しても妖怪はどこからか湧き出し、シャグ様が食べるよりも速い速度で増殖している。

　シャグ様が記憶を取り戻すより、世界が崩壊するほうが先だったりしたらどうすればいいのか。

　いや、どうしようもないんだけどさ。

　僕はただ、シャグ様の眷けん属ぞくとして、お供をするくらいしかできることはない。

　信じてついていくしかない。

　信じるものは救われる、ってのは宗派が違うけど。





　　　　※






「ん？」

　通りの向こうから、子供がはしゃぎ回っている声が聞こえてきた。

　気になったのは、その内容がなんだか不ふ穏おんな響きを帯びていたからだ。

「やっちまえー！」

「ほらほらー、水が欲しかったんだろ？」

「いっぱい飲めよーほら！」

　そんな子供たちの声に混じって、

「ぎゃー！　やめろっつーのクソガキどもー！」

　そんな叫び声もする。

　どうにも穏おだやかじゃない雰囲気だ。

　僕とシャグ様は顔を見合わせて、そちらへ向かう。

　角を曲がった先の公園で子供が五人、水みず鉄でつ砲ぽうで遊んでいた。

　なんかすごいカッコいいデザインの水鉄砲だ。なにあれちょっと使ってみたい。

　……それはともかく、問題は子供たちがその水鉄砲でターゲットにしている相手だ。

　子供たちに取り囲まれ、水を浴びせかけられているのは、あれは女の子かな？

　小柄で、ボロボロのパーカーを着て、フードを被かぶって水を避よけている。

「やめろっつってんだろー！」

　ブチギレた声をあげる女の子。しかし抵抗しようとも逃げようともしない。なぜかわからないが動けない様子だ。

　相手が動かないので子供たちはさらに調子に乗る。

「怒ったー！」

「やれーやれー手を止めるなー！」

「撃てー撃てー！　撃ち殺せー！」

　水の補充要員と射撃要員に分かれて、どんどん女の子に水鉄砲を放射する。

　女の子はもうずぶ濡ぬれである。

「……なにあれ、気分悪いわね」

　そう言ってそちらへ向かおうとしたシャグ様を僕は止める。

「ちょっと待って」

「なによ。まさか見て見ぬ振りしようっていうの？」

「違う違う」

　僕たちが出ていっても、エキサイトしてる子供たちは簡単には止まらないだろう。

　なんなら僕らまでターゲットにされてしまう。

　それよりは、もっと手っ取り早い方法がある。

「…………って感じで」

「なるほど、わかったわ」

　僕の案に頷うなずくと、シャグ様は近くにいた『なりたて』のスライムを呼び集めた。




「ぎゃー！　化け物ー！」

「食われるー！」

「だずげでーっ！」

　はい、そんなわけで。

　牛ぎゆう鬼き（偽）にご登場いただき、一瞬で子供たちを追い払ってもらいました。

　放っておくのもどうかと思ったので、僕とシャグ様は女の子に声をかける。

「君、大丈夫？」

「え、なに、妖怪？　あれ、消えた。どうなってんの？」

　牛鬼が現れたと思ったら消えて、女の子は目を白黒させている。

　小柄ではあったが、年齢は僕とそう変わらないくらいだろうか。

　ボロボロのパーカーにハーフパンツにスニーカー。元々の体格もあるんだろうけど、腕も脚もかなり痩やせていて、あまりご飯が足りてない雰ふん囲い気きだ。

　それに……。

「君、妖怪？」

　初対面の人相手に失礼かもしれないが、思わずそう口にしてしまった。

　彼女はうっすら霊力を発している。

　まあ、そういう人間もわりといるんだけど、彼女はそれとは違う感じがした。人間は霊力を『まとっている』ものだが、彼女は『持っている』みたい。身体からだが霊力でできているのだ。

　しかし、妖怪にしては霊力が少ない。これだけのサイズの妖怪なら、幻やハリボテでないかぎり、もうちょっと霊力が多い気がする。

「これは半妖ね」

「半妖？　ってつまり、妖怪と人間のハーフ？」

「ええ。この中途半端な霊力は間違いないわ」

　わりと失礼なことを言うシャグ様。

　しかし当の少女は気にする様子もなく、というか、そんな余裕もなく呻うめく。

「み、みず……」

　どうやら彼女は、水が飲みたくて公園に来たはいいが、さっきの子供たちに襲撃されてこの場に倒れてしまった、ということらしい。

「えーと……そうだ」

　僕は、子供の一人が逃げるときに放り投げていった水鉄砲のタンク部分を外すと、そこに水飲み場の水をたっぷり入れて、彼女に渡した。

「っ！　んくっ、んくっ、んくっ！　ぷはー！」

　と、少女はそれを一気に飲み干す。

　そのとたん、彼女の腹が盛大に鳴り響いた。

「これ、食べる？」

　シャグ様が残っていたたこせんべいを差し出すと、少女はそれを受け取り、すごい勢いで貪むさぼった。ばりばり、ぼりぼり、ごくん。

「あ─────────！　生き返ったっす─────！」

　盛大に声をあげて、少女は万歳をした。

　それからズザザー！　と僕たちに向かって土ど下げ座ざをしてきた。

　めちゃくちゃ綺き麗れいな、それはそれは見事な土下座だった。

「ちょ、ちょっと」

「助かりましたぜぃお二人さん！　あたしゃね、ああ、あたしの人生、ここで終しまいかぁなんて思ってたんですよぉ。悪ガキどもに水ぶっかけられて溺おぼれ死ぬか、腹を空かして飢うえ死ぬか、はたまた妖怪に食われて跡形も残らねえか、どの道ロクでもねえことにしかならないってね。そこへあなた方の登場だ！　地獄に仏たぁこのことだ！　ありがてえありがてえ。代わりに渡すものなんてなんもねえもんで、仕方ねえんで拝おがませてください。ありがてえありがてえ──」

　すごい勢いでまくしたてながら、神にでも祈るみたいに頭を下げまくる少女。

「待って待って、恥ずかしいからやめて」

「そうですかい？　彼女さんのほうはまんざらでもなさそうですけど」

「え？」

　見れば、シャグ様はめちゃくちゃ嬉しそうで、なんか興奮した表情をしている。

　さすが神様、拝まれるのが好きらしい。

「えっと……でも話しづらいから顔あげてよ。あと、彼女じゃないから」

「そうなんですかい……ほう」

　と、顔を上げた彼女は、シャグ様を見て目を細めた。

　半妖だけあって、シャグ様の持っている霊力の量に気づいたみたいだ。

「只ただ者ものじゃねえとは思いましたが、本当にすごい大物ですね、おねえさん。失礼でなければ、お名前伺っても？」

「私はシャグ、神よ」

「神……神様ですかぁ！　そりゃお強いはずだ！」

「あ、信じるんだ」

　さすがにあっさり信じすぎじゃないだろうか。いや、僕が言えたことでもないけど。

「いヤァ……最近いろいろあって、神様とはちょいと縁えんがありましてね」

　少女はブルブルと顔を振る。

　なんか思い出したくないことを思い出したみたいだ。

「あたしは根ね津づっていうもんです。見てのとおりのケチな半妖でして、まあ、皆さんのお情けにすがって、その日その日をなんとか生きておりますです」

　……なんか、喋しやべってるうちにだんだん、某有名なネズミの半妖に見えてきたな。なんか名前も似てるし。

「ちなみに、根津さん。下の名前は？」

「水み脈お子こっていいます」

　惜しい！

　ねずみおと……じゃない、根津水脈子さんは、まさに濡れ鼠ねずみになっている身体をブルブルブルっと振って水を払って立ち上がった。

　びしょ濡れなのでパーカーがぴったりと肌に張り付いて、身体の線が丸分かりになっている──わりには、シャグ様と違ってあまり色気を感じないな……。

　なんて失礼なことを考えていると、根津さんは改めてといった感じで言ってきた。

「さて……世話になりっぱなしじゃ申し訳ねえ。大したことはできねえですが、なにかご恩返しすることはないですかい？　神様と人間が一緒に歩いてるたぁ、なにか訳ありでしょう？　こう見えてそこらの妖怪どもにはツテがあるんでね。ひょっとしたらもしかしたら、なにかお役に立てるかもしれねえですぜ」

「うーん、どうする？」

　僕はシャグ様に振る。

　シャグ様はあっさりした感じで言った。

「いいんじゃない？　この子はいい子よ」

　シャグ様、たくさん拝まれたのでご機嫌である。

　というわけで、僕たちは根津さんに事情を説明する。

　話を聞いた根津さんは、満足そうに笑って言った。

「──なるほどなるほど。そういう事情でしたら、お力になれそうですねえ」





　　　　※






「こんなところに、祠ほこらがあるの？」

　僕は道に張り出している木の枝を払いながら言う。

「ええ。まあ、祠っていいましても、相当古いもんですからね。今はもう管理する人間もいなくて、こんな有様になってます」

　僕の前を歩く根津さんは、小柄なせいか邪魔な枝をひょいひょい避けて平然として歩いていく。

「シャグ様、大丈夫？」

「ええ。けど、服が引っかかって……」

　シャグ様はさっきからシャツに引っかかる枝を外したりへし折ったりしてて進みにくそうだ。




　根津さんに案内されて、僕たちは山に来ていた。

　この先に、神様を祀まつっている祠があるのだという。

　根津さん曰いわく、それはある天津神だそうだ。もしその神に会えれば、シャグ様の記憶が戻るかもしれないし、その神様がシャグ様のことを知っているかもしれない。

　長い間管理されていない祠だから、もう神様はいないかもしれないけど、それでも同じ天津神の痕こん跡せきが霊力として残されていれば、なんらかの刺激になる可能性はある。

　ちなみに、シャグ様の今日の服装は、最初に会ったときと同じダボっとしたティーシャツである。

　せっかく買ったロードレーサー用服装一式は、昨日火車と戦っているときに燃やされて灰になってしまった。高かったのに……。

「きゃ！　チョータ、なんとかしてっ」

「どうしたのシャグ様──わっ」

　なにをどうしたらそうなるのか、シャグ様のシャツに樹きの枝が引っかかり、上に引っ張り上げてしまっていた。

　シャグ様は相変わらず下着をつけてくれない。

　したがって、彼女の胸から下が全部丸見えになってしまっている。

「ごめん、根津さん、ちょっと待って」

　僕は先頭を歩く彼女にそう告げて、シャグ様のところに駆け寄る。

　なるべく目を向けないようにしながら枝を外そうとするんだけど……。

「そこじゃない。もっと上よ」

「こっち……？」

「あんっ、そこはっ」

「ご、ごめんっ」

「ちゃんと見て外してよっ！」

「いや、そういうわけには……」

「……なにやってるんすか」

　最終的に、根津さんが代わりに外してくれました。




「すっかり聞き忘れてましたけど、おにいさんのお名前はなんてぇんですかい？」

　樹の枝騒ぎを乗り越えて、だいぶ山の上のほうまできたところで、根津さんが言ってきた。

　そういえば僕は名乗るの忘れてたな。

「瓜生うりゆうだよ。下の名前は──」

「チョータさんですね。さっきシャグ様が呼んでたんで。ウリュウチョータさんですかぁ。かっこいい響きですねぇ」

「そうかな」

「そうですよ。あたしなんか根津水脈子ですよ。名は体を表すどころじゃないですよ。いくらなんでもそのまますぎる」

　うん、まあ、惜しい！　と思ったことは言わないでおこう。

「──根津さんは、なんであんなことになってたの？」

　訊きいていいことかどうかわからなかったけど、僕は思わず口にしていた。

　根津さんの雰囲気が、なんとなく深刻さを感じさせなかったからかもしれない。

　事実、根津さんはさして気負いもない口調で、あっけらかんとして答える。

「まあこういう身だといろいろと生きるのに面倒なことがありやしてね。あたしはちょっと前まで、人間の霊能力者の助手をやってたんですけど」

「霊能力者？」

「ええ。まあ祈き禱とう師しというか、ゴーストバスターというか、そういう奴ですね。霊力があるんで、悪い妖怪を退治できる、それで謝礼に金をもらう、そういう商売です」

「なるほど」

　僕なんかは妖怪を見るくらいしかできないけど、もっと霊力があれば退治もできるのだろう。

「でまあ、その助手、っていうか雑用係っすね。なにしろ半妖なんて戸籍もなけりゃ国籍もない。身分も権利も保障されてねえんで、最低賃金すらもらえねえ。完全歩合制な上に、雇用主の気分で割合が変動するっていう有様で」

　それはひどい。

「よくそんな環境で働いてたね」

「まー他に寄る辺もなかったっすからね。けどこの前、いろいろとあって馘くびになっちまったもんで。行くところもない、やることもない、ないない尽くしの風ふう来らい坊ぼう気取ってたら、金が底をついて行き倒れたってわけです」
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　聞いてて可か哀わい想そうになってきた。

　僕の表情を見てとったのか、根津さんはケラケラと笑う。

「いやいや、いいんすよ、同情していただかなくても。あたしは半分妖怪ですからね。妖怪ってのは適当なもんです。人間みたいに決まった場所に住んで、毎日ちゃんと働いて、きっちり暮らすなんてのはあたしの性に合わないんですよ。適当がいいんです、適当が」

　妖怪は適当。

　はて、九きゆう尾び狐ぎつねのお銀ぎんさんは、神も妖怪も融ゆう通ずうがきかないところがある、と言ってなかっただろうか。

　僕の不思議そうな表情に気づいたのか、根津さんは首を傾げて聞いてくる。

「どうかしたんですかい？」

「いや、前に、妖怪は融通がきかないって話も聞いてたから」

「ああー」

　根津さんはうんうんと納得したように頷いていた。

「そのお人も、どなたか存じませんが、いいとこ突いてます。どっちも間違っちゃいないんですよ。妖怪は、適当だけど、融通がきかねえんです」

「どういうこと？」

「けっきょく言葉の問題ってことっすねぇ」

　例えば、と言いながら根津さんは地面に横たわる樹の根を飛び越える。そこから道は下り坂だ。

「妖怪ってのはみんな、こういう名前で、こういう性質で、こういうことをする、こうすると退治できる、って設定が決まってるじゃないですか。それがどんなに理不尽なことでも、物理法則に反していても、その設定にゃ逆らえねえんです。言葉でそんなふうに縛られちゃってるからです。その点で妖怪は融通がきかねえ」

　言葉──つまりは御み霊たま、つまりは霊力だ。

「一方でね、もしその設定が間違って伝わったとか、芝しば居いやなんかに取り入れられるときに、お話の都合に合わせて変えられたとします。で、そっちの設定のほうが有名になったらですね、そしたら今度はそっちのほうの言葉に合わせて、変わっちまうんです。外見も、性質も、倒し方もね。そういう意味じゃ、妖怪は適当です」

「つまり……人々の作った設定次第で、妖怪は変化しちゃうってこと？　しかも、その設定に従うしかない」

「ま、そういうことっすね」

　僕はまた可哀想なものを見る表情になってしまっていたらしい。

　根津さんはケラケラと笑いながら言う。

「まーあたしなんかは半分は人間ですからね。そんな目には遭いませんよ。それに、妖怪のほうから言葉を縛るってこともできるんです。やられっぱなしじゃぁありません」

「それはどういう──」

　と、問おうとしたところで、僕たちは目的地に着いた。

　緩やかに下った先に、切り立った岩壁がある。そこに、ぽっかりと真っ暗な穴が一つ空いていた。





　　　　※






「祠っていうより、洞どう窟くつだね」

「まあ、そうっすね。天然の洞窟を、神様を祀る場所に利用したってところでしょう」

　根津さんはどこから取り出したのか、マッチをシュッとすると、洞窟の両りよう脇わきに立っていた石柱にかざした。よく見ればそれは石いし灯どう籠ろうだった。

　石灯籠に火が灯ともる。

　その火が飛び移るようにして、洞窟の中のほうまで等間隔に壁面に灯っていく。

　もちろん普通の火ではない。一つ一つに霊力がこもっているのがわかる。

　根津さんの力ではなく、この洞窟に神様を祀った昔の人間が作った仕掛けのようだ。

「洞窟の中はかなり狭いので、荷物は置いて二人で行ってきてくださいやし。あたしはここで見張り番をしておりやすんで」

「わかった。よろしく」

　僕は持っていたトートバッグを根津さんに預けると、シャグ様と顔を見合わせた。

「行こうか」

「ええ……私のことを知ってる神がいればいいんだけど」

「ご武運をお祈りしておりやすよー」

　手を振る根津さんに見送られ、僕らは洞窟へと足を踏み入れた。




「ひゃあん！　なんか背中に……」

「地下水かな」

「うわわわわ、足元転びそうっ」

「苔こけが生えてるみたい。気をつけて」

　洞窟を奥へ進むと、灯あかりはかなり少なくなり、視界がきかない場所が増えてきた。

　おかげでシャグ様はなんかわちゃわちゃしてる。

　天界に住む神様は暗い場所が苦手なんだろうか。

　いや、関係ないか。太陽神の天照大御神だって天あまの岩いわ戸とに引きこもってたもんな。

「ちょっと待ってよチョータ……」

　情けない声をあげて僕を呼んでくるシャグ様。

「ほら、摑つかまって」

　僕は手を差し出し、シャグ様と手を繋つなぐ。

　うん、柔らかい。これは神様だからだろうか。それとも女の子だからだろうか。

　いつもはシャグ様がどんどん妖怪をぶっ倒していって、僕はそれを横で見てるだけなので、こんなふうに頼られるのも、悪い気はしないな。

「ひぁん!?」

　今度はなにに驚いたのか、シャグ様が思い切り抱きついてきた。

　やっわらかーい感触が、僕の腕に押し付けられる。

　くどいようだが、シャグ様は下着をつけていない。その柔らかい感触は、シャツ一枚を隔てているだけで、非常にダイレクトに僕の触覚に伝わってくる。

　うん、いかんいかん。真ま面じ目めにならないと。

　ここは神の社。神聖な場所。邪よこしまな気持ちを抱いてはいけない。

　いやでも日本神話の神様ってエロいの大好きだったような気も……。

「わわわわわ！　滑すべる滑る！」

　と、僕を押し倒すような形ですっ転んだシャグ様が僕の顔面に胸を押し付けてくる。

　いやもうわざとやってませんシャグ様？




　そんな感じでなんとかかんとか進んでいくと、少し広い空間に出た。

　洞窟の中は一本道で、迷うこともなかった。

「ここは……」

　円形のドーム状の空間だ。静せい謐ひつな空気が漂い、奥のほうは暗くら闇やみになって見えないが、なにかが潜んでいるような気配があった。

「気をつけろ、チョータ」

　シャグ様の雰囲気が変わった。なにかを警戒しているようだ。

「どうかした──うわ、なになに!?」

　シャグ様に突き飛ばされるのと、僕のすぐ横を銀色にギラつくなにかが通り過ぎるのとはほとんど同時だった。

「ナンダ、オマエラ」

　片言でそう問うてくるのは、全身を鱗うろこに覆われた、河童かつぱとゴブリンの中間みたいな妖怪だ。手だけが異様に大きくて、その先には鋭い爪つめが生えている。

「水すい虎こね」

　シャグ様が言う。

「スイコ？　それは水を司つかさどる天津神とか？」

「ばか。こんな神がいちゃたまんないわ。こいつはただの妖怪よ」

「ええと、じゃあ神様は？」

「いないみたいね」

　なんてことだ。

「たぶん、水に住むこいつを、人草が水神と勘違いして祀り上げたのね。それ以来こいつはここに住んでいる」

　昔はこの近くに田んぼや畑があったのだろう。

　その実りのために、人々は妖怪であるこいつに祈りを捧ささげていた。

「勘違いをいいことに、生いけ贄にえでも要求していたのかしら」

「え？　……うっ」

　シャグ様の言葉に目を向ければ、洞窟の奥のほうに骨が積み重なっていた。ドクロや着物の切れ端があるので、人の骨だとわかる。朽くちているのでかなり古いものだろうけど、ショックはショックだ。

「ナニヲ、ゴチャゴチャ、イッテイル！」

　きいきいと耳に障る高音でそう言いながら、水虎が僕に飛びかかってきた。

　どばん！　と横からシャグ様が蹴りを入れてそれを止めた。

「くっ……！」

「シャグ様!?」

　おかしい。いつものシャグ様なら、こんな妖怪ごとき、蹴りで吹っ飛ばしてしまうだろうに。

「……勘違いとはいえ、人草に祀られていた存在。霊力が強まっているわ」

　そうか。祀られたことでこいつは『水をもたらす神様』という設定を得た。設定──言葉は御霊となってこいつの霊力を強化したんだ。

「ケケケケケ」

　水虎がゾワっとするような笑い声をあげる。

「ソウサ。ニンゲンドモ、オレニ、ダマサレタ。オレ、ソレヲ、リヨウシテヤッタ。イケニエ、ヨコセ、イエバイウホド、ニンゲンドモ、オレヲ、シンジタ」

「悪趣味ね！」

　シャグ様が拳こぶしを突き込む。水虎はそれを躱かわして、鋭い爪をふるった。びりぃ！　とシャグ様の服が破れる音がする。けど、服だけだ。シャグ様自身は平気だ。

　一進一退の攻防が続く。

　手助けもできずにその光景を眺めながら、僕はさっき根津さんに聞き損ねたことの答えを得ていた。

　妖怪のほうから言葉を縛る──この水虎がやったことがそうなんだろう。

　本来なら『水神だから生贄を捧げて祀る』のが正しい。

　だが、水虎は、生贄を要求することで自分を神だと騙かたった。

　人々は『生贄を要求するのだから、力ある水神に違いない』と思い込んだ。

　水虎の側が言葉を規定し、自分が水神であるという設定を維持し続けたのだ。

　そうやって、水虎は御霊──霊力を蓄えてきたのだ。

　そんな偽物の神の力が、今シャグ様を苦しめている……

「ケケケケケ──」

「ああ、鬱うつ陶とうしいわねっ」

「──ケギャ!?」

　……いや、そんな苦しめてなかったな。

　ずごん！　と力任せに放った突きが、水虎の腹にクリーンヒット。

　水虎はそのまま洞窟の奥の人骨の山に突っ込んだ。

「ナ、ナンダ、オマエ。ナンデソンナニ、ツヨイ？」

「ふん」

　水虎に歩み寄ると、その頭を鷲わし摑づかみにして引っ張り上げ、シャグ様は言い放った。

「私は、あなたと違って、本物の神だからよ」

　ぼぎん！　もしゃもしゃ。ヤメロー！

　べぎん！　むしゃむしゃ。ウギャー！

　けっこうえげつない光景なので、擬音でお送りします。

　断だん末まつ魔まの悲鳴もなんのその、シャグ様はあっという間に水虎を完食してしまった。





　　　　※






　水虎の生贄にされた人々の骨をまとめて、手を合わせてから僕たちは洞窟の出口に向かった。

　近いうちにちゃんと供養してあげよう。

「ねえ、チョータ」

　不意にシャグ様が言ってくる。

「もしかして私も、あの水虎みたいに、神だって偽ってるだけだったら、どうする？」

「え？」

「実はただの妖怪なのに、チョータを騙だまして眷けん属ぞくにして、力を得ようとしてるだけ……かもしれないわよ」

「それは……」

　たしかに、その可能性は否定できない。

　シャグ様が神様だという証拠はどこにもない。天津神だという話も、天照大御神から使命を与えられているという話も、シャグ様が自分で言ってるだけだ。

　もしかしたらシャグ様はただの妖怪で、こうやってどんどん妖怪を食べて力を蓄え、そのうち大妖怪になってやろうと目もく論ろんでいるのかもしれない。

　だとしても……。

「僕は……シャグ様が神様だから手助けしてるわけじゃないよ」

「どういうこと？」

「なんとなくだけど、君が僕と同じに見えたから」




　僕は昔から『見えないはずのもの』が見えた。

　子供のころは、それが自分にしか見えていないということがわからなかった。

　見えるものは『あるもの』だと思っていたのだ。

　だから僕は、妖怪を指差して友達に言ったのだ。『そこにいるでしょ』『どうして見えないの』と。

　当然、周りからはちょっと浮いてしまう。

　小学生の中学年くらいからは、それが自分にしか見えていないのだと理解して、僕は自分の体質を隠すようになった。

　おかげで、中学生からはごく普通に周りに溶け込めるようになった。

　でも、相変わらず僕の目には『見えないもの』が見えている。

　僕と周りの人とでは、見ている世界が違うのだ。

　どんなに楽しく遊んでいても、大勢の友達と一緒にいても、自分だけがまったく違う場所にいるような感覚。

　それは僕に、なにかいろいろなものを諦あきらめさせた。

　けっきょく誰にも理解されない。

　みんなの世界は、僕の世界とは永久に重ならない。

　そんな諦めだ。




　初めてシャグ様と出会ったとき、彼女も僕と同じに見えた。

　記憶をなくして、自分の使命だけを憶えていて、頼る者もなく街を彷徨さまよう姿。

　それは、人で溢れているはずのこの街で、一人だけべつの世界にいるように見えた。

　でもシャグ様は僕のように諦めたりしていなかった。

　使命を果たすために戦っていた。

　僕と同じで。

　だけど、僕とは全然違って。

　だから僕はシャグ様に惹ひかれた。

　神様かどうかは関係ない。

　彼女自身と一緒にいたいと、そう思ったのだ。




「だから……僕はシャグ様と一緒にいる。シャグ様が神様かどうかは関係ないんだ」

「…………」

「シャグ様？」

　返事がない。

　もしかして、神様じゃなくてもいいなんて言ったから怒ったのだろうか。

　シャグ様はきっと自分が神であることにプライドを持ってるだろうし……。

　と思ったら。

「ぐすっ」

「え、シャグ様、泣いてる？」

「泣いてる、ぐすっ、わけない、ぐずっ、でしょ。ずずずっ、この私がっ！」

　いやめっちゃ泣いてるよね！　鼻水ダラダラだよね！

　暗くて見えないけど。

「泣いてない！」

「痛い！」

　うん、そうだね、泣いてない泣いてない。

　涙を流してるところを実際に目にするまでは、泣いているかどうかは確定できない。シュレディンガーのシャグ様である。





　　　　※






　なぜか妙にゆっくり歩きたがるシャグ様に合わせて歩く速度を遅らせ、やがてシャグ様の鼻水が治まったあたりで、洞窟の出口についた。

「お待たせ、根津さん……あれ？」

　僕は辺りを見回すが、根津さんの姿がない。彼女に預けておいたトートバッグも見当たらない。

　なにかあったのだろうか。

「見て、チョータ」

　シャグ様が地面を指差して言ってくる。

　見ると、そこらの木の枝で書いたらしい書き置きが残されていた。




『ほいほい人を信用しちゃダメっすよ。半妖なんてもっと信用しちゃダメダメ。ってなわけで案内料いただいていきまーす。毎度どうもー。根津』




「…………あのやろう！」

　トートバッグの中には、定期券やら財さい布ふやらが入っていた。

「あ、こっちにいくつか落ちてるものがあるわよ」

　見れば、学生証や家の鍵かぎなんかは捨てていってある。せめてもの情けってことか。

　うぐぐぐ、やられた。

　ねずみ男っぽいなと思ってはいたけど、やることはねずみ男そのものじゃねえか！

「あれ、こっちにもなんか書いてあるわね」

　たしかに、学生証が落ちていた辺りにも書き置きがあった。




『追つい伸しん　神様関係の相談なら、海うみ鳴なり神じん社じゃに行ってみるといいっすよ』




　これで海鳴神社の名前を聞いたのは四度目だ。

　もうこれは縁だと思って行くしかないのだろうか。




　僕たちはひいひい言いながら山を降り（言ってたのは僕だけだけど）なんとか家に帰り着いた。
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「ここが海うみ鳴なり神じん社じやね」

「なにあのおどろおどろしい社しや殿でん……」

　海鳴神社の境けい内だいは、そこそこの広さがあった。

　神様が祀まつられている社殿が正面の奥にあり、少し離れたところに社しや務む所しよがある。社務所は住居も兼ねているみたいで、かなり大きい。

　で、問題は社殿である。

　ベースはごく普通の神社なのだが、なんだか珍ちん妙みようなアレンジが施ほどこされていて、クトゥルフの邪神に浸食されたみたいなことになっている。

　けど、その前には普通に参さん拝ぱい客きやくがいて、おばあさんがありがたそうに社殿に向かって拝おがんでいる。実は邪教の信徒だったりはしないでほしい。

「おや、どこかで見た顔だねえ」

　ふと声をかけられて目を向けると、メイド服と着物の中間みたいな不思議な服装をした、銀髪の美人さんが立っていた。

　九きゆう尾び狐ぎつねのお銀ぎんさんだ。

「あ、どうも」

　僕は頭を下げる。

　お銀さんはシャグ様を見て笑みを浮かべる。

「あれからだいぶ力をつけたみたいだねぇ。ずいぶん霊力の圧を感じるよ。これなら神様って言われても信じられるねぇ」

「あ、あのときは、ご、ごめいわく……」

　言いづらそうにもじもじするシャグ様に、お銀さんはカラカラと明るく笑う。

「無理して謝ることはないさね。気にしてないよ。それで──今日はなんの用だい？」

「えっとですね」

　僕は用件を伝える。

「ここの神様に、ご相談があって」





　　　　※






　根ね津づさんに荷物を盗まれたあの日から数日経たっていた。

　神様のフリをしていた水すい虎こはかなり霊力を溜ため込こんでいたらしく、あいつを食らったシャグ様は一気に相当量の力を取り戻した。

　さらに、

『思い出した』

　と、家に着いたシャグ様は口にしたのだ。

『あの洞どう窟くつと同じような場所で、私は天あま照てらす大おお御み神かみ様さまに命じられたのよ』




　──降くだって、見届けるのです。全すべてを。




　天照大御神はシャグ様にそう言ったのだそうだ。

　降って、見届ける。

　それがシャグ様の神としての役割。

　そして、再さい演えんすべき神話のひとかけら。

　しかし……それ以上のことは思い出せなかった。

　記憶に壁があるみたいに、その先のことまでは見通せなかったのだという。

　霊力がまだまだ足りないのか、あるいはなにかべつの理由があるのか。

　とにかく、目的に近づいてはいる。このままひたすら妖よう怪かいを食べて霊力を手に入れていけば、やがて記憶を全部取り戻すこともできるかもしれない。

　しかし、やはりそれでは時間がかかる。

　そこで海鳴神社である。

　これまで僕たちは、四度もこの神社のことを聞かされている。

　スーパーの帰りに出会った女性（たぶん和わ香か様さま）。

　お銀さん。

　琉る々る葉は様さま。

　そして根津水み脈お子こ。

　これはもうなにか運命的なものがある気がする。

　前は、霊力が少ない状態で国くに津つ神かみに会うことを警戒していたシャグ様だが、ここまで力を取り戻したなら大丈夫だろうという気持ちもあった。

　そんなわけで、足を運んだのだった。





　　　　※






「ちょっと待っててくださいね」

　僕とシャグ様は社務所にある客間のようなところに通された。

　小こ綺ぎ麗れいに片付いた部屋だ。お銀さんが掃除しているのだろうか。

　そのお銀さんが頭を下げて、部屋を出ていく。態度が微妙に丁てい寧ねいになったのは、神社へのお客扱いに昇格したからかな。




　しばらく待っていると、声がして襖ふすまが開いた。

「お待たせしたな、客人」

　気さくな雰ふん囲い気きの男性の声。

　この神社の神かん主ぬしさんだろうかと目を向けたが……。

「えっと」

　僕は現れた男性の姿に困惑する。

　一言で言うと、弁べん慶けいだった。

　修しゆ験げん者じやというか、僧そう兵へいというか、とにかくよく見かけるあの弁慶の格かつ好こうそのものだ。

　四角くてゴツい顔に太い眉まゆを生やし、濃いヒゲを伸ばしているあたりも、イメージぴったりである。

　え、なんかのドッキリ？

　僕がそう思ってしまっても無理はない。

「あなたがここの主人なのかしら？」

　ところがシャグ様は特に動揺した様子もなくそう問う。

　いやいやまさか。

　第一ここは神社だ。神しん道とうだ。修験者だの僧兵だのは仏教だろう。

　あ、いやでも、ここの社殿はなぜかクトゥルフの邪神でも祀っているみたいな有様だった。なんでも受け入れていこうという方針なのかもしれない。

「ああ、いや、吾わが輩はいは代理でな」

　弁慶（仮）は苦笑しながらそう言った。

　吾輩て。

「ここの管理をしている者がちょっと不在でな。お銀殿は、自分は相談には向かないからと言っておられるし……まあ、たしかに厄やつ介かいごとの取りまとめは吾輩が一番適しておるかもしれん」

「はあ、えっと……」

「お、これは失礼」

　弁慶（仮）は袂たもとから名刺を引っ張り出して卓上に置いた。




『日に本ほん祈き禱とう師し協きよう会かい所しよ属ぞく

　一級霊能力者　武む者しやの小路こうじ泰たい山ざん』




「…………」

　どうしよう、すごく胡う散さんくさい。

　日本祈禱師協会なんて組織は聞いたことがないし、霊能力者に一級とか二級とかあるのか？　それに名前も、いかにもそれっぽいものを自分でつけた感じがする。

　そう思ってみると、この弁慶的な服装もただのパフォーマンスに見えてくる。

「チョータ、大丈夫よ。この人ひと草くさ、そこそこやるみたい」

「え？」

　シャグ様に小声で言われて、僕は改めて泰山さんを見る。

　すると、彼の周囲にそこそこ強い妖怪並みの霊力が漂っていることに気づいた。

　たしかに、人間でこれだけの霊力を持っているのは珍しい。

　霊能力者、というのは本当なのかもしれない。

　それに、今回は除霊して欲しいとか妖怪退治をして欲しいとか、そういう実行力を求めてきたわけではない。

　あくまでシャグ様の正体の手がかりを得るためだ。

　それなら、むしろこういう人のほうが知識が豊富で助かるかもしれない。

「申し遅れました。僕は──」

「チョータ殿に、そちらはシャグ様ですな」

「え……？」

　なんでわかったの？　もしかして霊能力というより超能力者？

　しかし泰山さんは、豪ごう快かいに笑って言う。

「すまぬすまぬ！　実はお銀殿から伺っていてな。神だと名乗る少女と、その眷けん属ぞくの少年が来たと」

　なぁんだ、びっくりした。

　でも、そのあたりの話が通っているなら手っ取り早くていい。

「そうです、実はこのシャグ様の正体が知りたくてここに伺ったんです」

　僕はざっと、これまでの経けい緯いを説明した。

　シャグ様が記憶を失い、僕の前に現れたこと。

　シャグ様には、天照大御神から与えられた神しん話わ再さい演えんという使命があること。

　シャグ様の名前は、頭に『天』の文字がつき、途中に『しゃぐ』が入ること。

　神話時代のことで思い出した記憶は一つ。洞窟のような場所で『降って、見届けるのです。全てを』そう天照大御神に告げられたということ。

　それに、これまで何人かに、この海鳴神社に来るといいと言われたことも。

「……なるほど」

　僕の話を聞き、泰山さんは大きく頷うなずいた。

「そういうわけで、知恵をお借りしたくて。というか、ここに祀られている和香様にお会いすれば、なにかわかるかも、とも思いまして」

「たしかにの。和香様は多くの天津神と戦ったという話であったからな。シャグ様のことを見覚えておられるかもしれん。しかし──」

　泰山さんは残念そうに首を振る。

「和香様は本日は、依頼されて遠方へ妖怪退治に向かわれた。お帰りがいつになるかもちょっとわからないのでなぁ」

「そうでしたか……」

　相変わらずそこら中で妖怪の数は増えている。

　人間だろうが神様だろうが、妖怪退治できる者は引く手数多あまただろう。

「でも、まあ、そのほうが良かったかもしれぬ」

「と言いますと？」

「いやなに、和香様は天照大御神とはちょっと訳ありでな。その配下であったらしいシャグ様と直接顔を合わせたら話がこじれるかもしれないと思ったのだ」

　微妙にぼかすような言い方をする泰山さん。

　もしシャグ様の霊力が弱いうちにこの神社に来て国津神と出会ったら、戦いになってシャグ様が負けてしまうかもしれない、という危き惧ぐは一応正しかったわけだ。

「そういえば琉々葉様という神様も、こちらには祀られていますよね。彼女はいないんですか？」

「ああ……琉々葉様はな」

　とそこでなぜか泰山さんは遠い目をした。なんか故人を偲しのぶような表情である。

「琉々葉様は遠出をされていてな。ここの管理人というのは、実は彼女を連れ戻すために不在で……」

「……遠出って、ひょっとして海の宮ですか？」

「む？　おぬし、なんで知っておるのだ？」

「…………」

　やっば、つい口を滑らせてしまった。

　しかも、もしかしなくても、それって完全に僕のせいだよね？

　琉々葉様が海の宮に行ってしまって、それをここの神主的な人が追いかけていったのって、きっかけ作ったの完全に僕じゃん。

「いえ、その、和香様も琉々葉様も、海の神様だって聞いてたので、遠出するならそういう場所かなーって」

　慌あわててごまかす僕。

　横を見ると、シャグ様は口を波線にして固く閉じて、余計なことを喋しやべらないよう頑張っている。

「そ、それより！　なにかわからないでしょうか、シャグ様のこと」

　僕はボロが出る前に話を強引に戻す。

　泰山さんは大して気にした様子もなく、腕を組んで唸うなる。よかった、疑われてはいないようだ。

「そうだなぁ……正直に言えば、心当たりはある」

「本当ですか！」

「うむ。ただしだ！　それが正解とは言い切れぬぞ。神も妖怪も、御み霊たまでできた存在というのは移りゆくものだ。名付けられたその名が、その者のすべてを表しているとは限らぬからな」

「どういうことです？」

　疑問を口にしたところで、襖が開いて、お銀さんが顔を出した。

「失礼します」

　そう言って僕らの前にお茶を出してくる。ついでになんかお菓子も出てきた。

「先ほど参拝に来られた方からいただきました。新製品らしいですよ」

「おお、それはありがたい。遠慮なくいただこう。チョータ殿とシャグ様も、さあ」

　言いながら、包みを解ほどいて自分から食べ始める泰山さん。

　せっかくなんで僕たちもいただくことにする。

　温泉旅館に置いてありそうな饅まん頭じゆうである。

　もぐ、と口に含むと、なんだか奇妙な食感が口に広がる。

　シャグ様も不思議そうな顔をしている。

　泰山さんも同じく。

「これは……」

「しらすですね」

「しらすだなぁ」

　しらすは江ノ島の名産で、一時期はなんにでもしらすを入れて売っていた。しらすバーガーなんてのを食べた観光客も多いだろう。

　しらす饅頭ってのもたしかあったけど、ここまでしらす感は強くなかった。もっと細かくして生地に練りこんであって、言われないとしらす入りだとはわからないくらいだったはず。

　しらすの食感がはっきりしている分、こちらのほうが土産物っぽい感じはするけど、正直に言うと……。

「これは……」

「うーん……」

「しらすはしらすで食べたいわね」

　シャグ様の感想がすべてだった。

　お銀さんは苦笑しながら、どん、と卓上に大量の箱を置いた。

「たくさんもらいましたので、好きなだけどうぞ。お持ち帰りしても良いですよ」

　見れば、側面にある賞味期限は間近。

　ああー、余ったの持ってきたんだな……。

「んっんー……まあ、しらすは置いておいて、話を続けよう」

「はい……」





　　　　※






「そもそも、神というのは──妖怪もそうであるが──御霊でできておる。御霊は霊力とか言霊などとも呼ばれるが、共通しておるのは、霊、つまり魂ということだ」

　泰山さんはそう話し始めた。

「この世のあらゆるものには魂が宿っておる。ただの物質でしかない『モノ』に魂が宿ることで、初めて人はそれを他のものと区別できる。世界をいくつもの『モノゴト』に分割して、整理分類する。つまり物質に情報を付与するのだな」

　一息つくようにお茶を飲む泰山さん。

　僕も一口いただく。あ、美お味いしい。

「一方で、言霊というように、霊力は言葉の力。御霊とは言葉だ。人に宿る御霊は、人が神のように考え言語を操る力を与えていると言われる。つまり魂とは言葉であり、物質に魂が宿るとは、名前が付けられるということだ。世界の『モノゴト』はすべて、名付けられ、情報化されることで認識できるようになる。ただ『在ある』だけの世界を人が理解することは不可能だろう」

　始めに言葉ありき、というのは聖書の文言だけど、つまりはそういうことなんだと思う。

　石を『石』と、樹きを『樹』と、水を『水』と、認識できなければ、僕たちは世界を捉えることができない。言葉があることで人は、自分の周りが『どうなっているのか』を理解しているのだ。

「ここで問題になるのは、その『名』を与えたのは誰かという話だな。これは言うまでもなく人間だ。人間は思考し、言語を操る力を得たことで、世界を『名付ける』ことが可能になった。こうして世界は人間によって情報化されたのであるな。神話にはよく物事の名前の由ゆ来らいとなった逸いつ話わが書かれているが、そういう神話を作ったのも人間だ」

　ふむ……。

「人間が『モノゴト』に名を与えた。名──言葉とは御霊である。つまり、人間があらゆるものに名前をつけたことで、魂を付与したと言うこともできるな。こうして物質が『在る』だけだった世界は、人によって御霊に満ちた世界となったのだ」

　ふむむ……？

「ちょっと待ってください」

　頭が混乱してきたので、僕はストップをかける。

「御霊というのはつまり霊力のことですよね。ということは、霊力でできた神様は、人が生み出したということになってしまいませんか？」

「さよう、そのとおりだ」

　泰山さんはこともなげに頷いた。

「世界の物質的な成り立ちには目的がない。『どのようにして世界はできたか』は説明されるが『なんのために世界はできたか』は説明されない。だから人は、目的論的な創そう世せいの経緯を語ることで、自分たちがどうしてここにいるのかを理由づけようとした。そうして生まれたのが神話であり、神々というわけだな」

　うーむむ……。

「それって、理屈としてはわかりますけど、実際に神様がいる場合は成り立たなくないですか？」

　と、僕はシャグ様をちらりと見ながら告げる。

「そう、それもそのとおりだ」

　泰山さんはまた軽く頷いた。

「神話の中では、神が世界を創り人が生まれたとされる。神が実在するということは、その神話が正しいので、人より先に神が存在していたということになる」

　けど、その神は、人が言葉によって生み出したものでもある。

　けっきょくどっちがどっちを生み出したのかわからない。卵が先か鶏が先か、みたいな話になってしまう。

「そう、つまりはわからんのだ」

　泰山さんは苦笑してそう告つげる。

「この国では、時間は円えん環かんで捉えられる。始まりも終わりもなく、四季が巡り、何度も繰り返す。だから因いんと果かとが一直線上に並ぶことなく、簡単に入れ替わる。ほれ、だから日本神話には終末の話がないだろう？」

　たしかに、キリスト教なら黙もく示し録ろく、北ほく欧おう神しん話わならラグナロクといったように、多くの宗教や神話では世界の終わりが語られるが、日本神話にはそういった話はない。

「だから、言葉で世界を区切り情報化しておきながら、この国の神話は『緩ゆるい』のだ。どちらが先かと問われれば『どっちでもいい』としか言いようがない」

　根津さんが言っていた、妖怪は融通がきかないけど、同時に適当でもある、という話を思い出す。

　妖怪と同じく御霊でできた神様──否、言葉で区切られた情報というものは全部そうなのかもしれない。

「さて、今の話を踏まえて、例えばだが、そうだなあ、弁べん天てん様さまというのがおるだろう」

「ああ、はい」

　弁天様。

　弁べん財ざい天てんとも呼ばれる彼女は、仏教における神様みたいなもんだ。詳しくは知らない。

　江ノ島の誕生神話である江ノ島縁起にも登場する。昔この辺りを荒らし回っていた五ご頭ず龍りゆうを戒めるため、弁天様が姿を現したときに隆りゆう起きしてできたのが江ノ島だとか。

「弁天様というのは、仏教の教え、つまり仏法を守護する天てん部ぶという守護神のことであるが、これは元はサラスヴァティーという、ヒンドゥー教の女神だったのだ」

「ヒンドゥー教？」

　インドの宗教だっけか。

「インドの民族宗教。正確には、インドを中心とした多数の信仰を総称した外からの呼び名であるな。多くの神々がいて壮そう大だいな神話体系が築かれており、数多くの信仰形態がある。国家神道という形で一元化した日本とは似ているようで違っておるな」

　まあそれは良い、と泰山さんは話を戻す。

「このサラスヴァティーが仏教では弁財天となった。やがて弁財天は中国を経由して日本にも伝わるが、日本では今度は、弁財天は宗むな像かた三さん女じよ神しんの一柱である市いち寸き島しま比ひ売めの命みことと同一人物、というか同一神ということになった」

　宗像三女神というのは、天照大御神が生んだ三人の女神のことだそうである。

　つまり、仏教の守護者である弁財天は、インド神話の女神でもあるし、天照大御神の娘でもある、ということになる。

　どういうことなの……。

　泰山さんは続ける。

「神が実在して、完全に自分の意思で行動していると考えたなら、弁財天の来歴はこういうふうに考えられるだろう」




　──インドにいたサラスヴァティーは、なんらかの事情で国を出て、中国にやってきて弁財天と名前を変えた。のちに、さらに日本へ逃れ、天照大御神の養女として保護された。




「つまり、放ほう浪ろうして第二、第三の人生を送った結果、名前が複数存在することになったというわけだな。だが、一方で、人間が言葉によって神の存在を規定していると考えた場合は、こういう解釈ができる」




　──ヒンドゥー教が浸透している地域に仏教を広めるために、サラスヴァティーというのは実は仏教を守護する弁財天という神様なのだという『設定』が作られた。さらに日本で仏教が受け入れられる過程で、仏教でいう弁財天というのは実は、日本神話でいうところの市寸島比売命なのだという『設定』が作られた。




「……なんか身みも蓋ふたもないですね」

　すべては設定次第。

　神話や信仰という、言葉で作られた『世界観』同士がぶつかるたびに、こういう解釈がなされ、神様は変化させられる、ということなのか。

「だがな、チョータ殿。先ほど言ったとおり、どっちが先かはわからんのだよ」

　泰山さんはシャグ様を見ながら言う。

「人間がそういう『設定』を作ったから弁財天がそういう来歴になったのか、それとも弁財天が実際にそういう放浪をしたから、それに合わせて人間が『設定』を生み出したのか、それはどちらかはわからんのだ」

　卵が先か鶏が先か。

「物質の世界は現世うつしよと呼ばれ、御霊の世界は常とこ世よと呼ばれる。この二つの世界は互いに常に影響を与えあっておるが、どちらが因でどちらが果かというのは非常にわかりにくい。ごく一部を切り取れば単純に見えるかもしれぬが、少し引いて広い範囲を見てみれば、原因と結果など簡単に入れ替わるものだからな」

　うーん、難しい。

　僕は頑張って理解しようとするが、その隣でシャグ様は無言でお茶をすすっている。

「シャグ様、わかります？」

「まあ、だいたいわかったわ」

　ほんとかよ。

「要するに、正解なんかないってことでしょ。ある神様がいて、特徴からその正体が弁財天だと推測できる。けど、もしかしたら市寸島比売命なのかもしれないし、サラスビ……サラスベ……その、サラなんとかかもしれない」

　知らない神様の名前が言いづらいらしい。僕としては市寸島比売命のほうがよっぽど言いづらいんだけど。

　シャグ様はちょっと顔を赤くして続ける。

「とにかくっ！　神は様々な顔を持っていて、その顔ごとに名前が付けられてはいるけど、それは因果関係もよくわからないくらい『緩い』名付けでしかない。だから名前で正体を探り当てたつもりでも、その神の全体を捉えたことにはならない。そういうことでしょう？」

「そのとおりであるな。さすが神様」

　泰山さんは大仰に頷いてみせた。

　やっぱり難しい……。

　でもまあ、言いたいことはわかった気がする。

　要するに推測はあくまで推測なので、完全な正解じゃないよってことだろう。

「さて、前置きが長くなってしまったが、吾輩の推測を話すとしよう」

　泰山さんが居い住ずまいを正した。

　自然、僕たちの姿勢も改まる。

　たとえ、あくまで推測と言われても、ようやく判明するかもしれないシャグ様の正体だ。緊張しないわけにはいかない。

「シャグ様の正体はおそらく──」

「おそらく？」

「おそらく？」
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　泰山さんはお茶を一口飲んでから、ようやくその名を告げた。




「──天あめの佐さ具ぐ売めだ」





　　　　※






「…………」

「…………」

　………………だれ？

　間をたっぷり置いて、満を持してという感じで口にした泰山さんだったが、申し訳ないことに僕は全然反応できなかった。

　そもそも日本神話にはべつに詳しくもなんともないのだ。

　天照大御神くらいなら知っているが、ほかにわかる神様なんて多分十人もいない。

　ピンとこないのも仕方ないだろう。

　ただ──シャグ様が憶おぼえていた名前の条件にはそれなりに当てはまる。

　最初に『天』の文字がつくのはそのとおりだし、『しゃぐ』という音は『さぐ』が転てん訛かしたと考えることもできる。

　僕はシャグ様を見る。

　シャグ様は、泰山さんのほうをまっすぐに見たまま固まっていたが、やがて小さく口を動かす。

「あめの、さぐめ……あめのさぐめ」

　そうやって、自分の名前かもしれない神様の名を何度も口にする。

「シャグ様、どう？　合ってる気がする？」

「わからない……けど、すごく馴な染じむ気がする。ねえ、その神は、どんな神なの」

　シャグ様が問うが、泰山さんはなぜか少し言いづらそうにした。

「うむ……そうだな」

「泰山さん？」

「ああ、いや、すまぬ。神話上であまり良い役柄とは言えぬのでな。しかしシャグ様には、天照大御神から神話再演の使命が与えられているという話。であれば、かの神との関係は悪くはないのであろう……」

　なんかすごい気になる言い方だ。

　シャグ様自身は天照大御神に信頼を寄せている感じだけど、神話ではそういうキャラじゃないのだろうか。

　シャグ様が言う。

「ここまで話しておいてもったいぶらないでよ。早く教えて」

「それもそうだな。すまんすまん」

　泰山さんは頷いて言葉を続ける。

「天佐具売は、天あめの若わか日ひ子ことともに、葦あし原はらの中なかつ国くに平へい定ていのため高たか天あま原はらから降った神だ」

「えーと、葦原中つ国っていうのは、この地上のことで、高天原っていうのは天界のことですよね」

「そうだな」

　つまり、シャグ様は、天津神の代表として、国津神が住む土地を手に入れるために地上に降った神々の一人だった、ということか。

　ということは、天照大御神がシャグ様に告げたという『降って、見届けるのです。全てを』という言葉から考えると、シャグ様は実戦要員というより、その監視役というか記録係みたいな役割に思えるな。

　たしかに華々しい役ではないかもしれないけど、重要な仕事ではないだろうか。

　どうして泰山さんは言いい淀よどんだのだろう。

「それのなにが問題なんです？」

「その、だなぁ……」

　泰山さんはなおも言いづらそうにするが、やがて意を決したように告げた。

「そう、たしかに天佐具売は葦原中つ国平定に関わった神だ。だが、最終的にその使命を全うすることはできなかった」

「できなかったって……つまり、国津神に負けちゃうんですか？」

「そうではない。天若日子と天佐具売はな」

　泰山さんは、シャグ様を見て、小さく吐と息いきを零こぼしてから言った。




「──天照大御神を裏切るのだ」




「…………」

　その衝撃の発言に、シャグ様は微動だにしない。

　湯呑みを手にしたまま、まっすぐに泰山さんを見ている。

　その姿からは、動揺していないのか、それとも驚きすぎてフリーズしてしまったのか判別がつかない。

　代わりに僕がめちゃくちゃ動揺をあらわにしていた。

「え、ど、どういう、ことです？　だってシャグ様は……」

「あくまで我々に伝わっている神話上の話だ。そのつもりで聞いてくれ」

　泰山さんはそう前置きして語ってくれた。




　天照大御神に命じられた天若日子と天佐具売は、葦原中つ国平定のため天界から地上に降り立った。

　しかし天若日子は国津神の一柱と結婚し、そのまま葦原中つ国を自分のものにしようと目もく論ろんだ。

　天若日子が戻ってこないことを訝いぶかしんだ天照大御神は雉きじを使者にして、天若日子に送った。戻ってこない事情を問いただそうとしたのだ。

　しかし天若日子はこの雉を射殺してしまった。その矢はそのまま高天原の天照大御神のところまで飛んだ。

　天照大御神は『天若日子に邪心があれば、この矢が当たるように』と唱え矢を地上に落とした。

　矢は天若日子の胸に刺さり、天若日子は死んでしまった。




「このあと、改めて派遣された建たけ御み雷かづちの神かみが葦原中つ国を平定することになる。天若日子は実は三番目に派遣された神なのだが、三回ともうまくいかなかったわけだな」

　なるほど。王様に命じられて隣国を攻めた将軍が、そのまま占せん領りようした土地で自分の国を立ち上げようとしたみたいな感じか。

　で、怒った王様に処刑されちゃったと。

「あれ、でも今の話だと、シャグ様……天佐具売はどこに関わってるんですか？」

「ああ、つまりだな」

　と泰山さんはやっぱりちょっと言いづらそうにしながら言葉を続ける。なんか、この人、すごくいい人なんだろうな……。

「天若日子に対して、雉を殺すようそそのかしたのが天佐具売なのだ」

「…………」

「天佐具売は、雉が用件を告げる鳴き声を発したのを聞いて、天若日子に対し『この雉は不吉な鳥だ』と告げ、射殺すように進言したそうだ。そもそも天佐具売は吉きつ凶きようを占う巫み女こでもあったらしい。巫女にそのように言われれば、天若日子も信じたであろう」

　つまり、天佐具売は天若日子を騙だました……？

「で、でも、占いを間違えたってことも……」

　いや、それはないのか。

　天佐具売は、雉が用件を告げるのを聞いた後に、天若日子に進言している。

　つまり、雉が天照大御神からの使者だと知っていたのだ。

「いや、待ってください。天照大御神が射返した矢が天若日子に刺さったのは、天若日子に邪心があったからなんですよね？　ということは、天若日子はもともと天照大御神を裏切るつもりで、天佐具売がそれに仕方なく従っていたってことも……」

「もういいわよ、チョータ」

　と、そこでシャグ様がようやく口を開いた。

　見れば、彼女は相変わらず落ち着いた態度のままだった。

「シャグ様……」

「たしかに天若日子様は初めから天照大御神様を裏切るつもりだったのかもしれない。私はそれに無理やり従わされていただけなのかもしれない。けど、そうじゃない可能性も同じくらいある。そうよね、泰山さん」

「そうであるな……」

　泰山さんは申し訳なさそうに言う。べつにこの人が責任を感じることでもないのに。

「……天佐具売が『雉が不吉だ』と告げたから、天若日子は天界を裏切ることにしたのかもしれん。天界は不吉な鳥を派遣して自分を陥おとしいれようとしていると勘違いしてな」

　そうか……。

　天若日子は、その時点では国津神と結婚し、葦原中つ国を手に入れ、その土地をちゃんと天照大御神に捧ささげるつもりでいた。

　けど、天佐具売の進言のせいで、天照大御神が自分を裏切ったと勘違いし、叛はん旗きを翻ひるがえすことにした。

　だから天照大御神が矢を射返したときには、彼の中には『邪心』が生まれていた。

　そう解釈することもできる。

　裏切りの主体が天若日子か天佐具売かによって、話の意味が変わってくる。

「でも、それなら、どっちが本当かはわからないんじゃ……」

「いいえ、チョータ」

　僕の必死の反論を、否定するのはなぜか当人のシャグ様だ。

「私が天若日子様を裏切らせた、と考えたほうが自然よ。だって、そのほうが、私の役割がはっきりするもの」

　シャグ様の役割。

　それは。




「つまり──噓うそをついて他人を陥れる巫女神。それが私よ」




　ああ──。

　なんで、そんな寂さびしそうな顔をするんだ。

　ようやく自分の正体がわかったっていうのに。

　僕はなにも、そんな顔をして欲しくて、君を手伝っていたわけじゃない。

「泰山さん」

　シャグ様はお茶を飲み干すと、妙に穏おだやかな声で言った。

「お、おう？」

「ありがとう。おかげで私が誰なのか、なにをするべきなのかがわかったわ」

「うむ……役に立ったのならなによりだが、果たしてこれで良かったのか」

　いまだに気まずそうな泰山さん。

　しかしシャグ様はかまわず立ち上がった。

「帰りましょう、チョータ。これからのことを考えないと」

「あ、うん」

　僕たちは、挨拶もそこそこに海鳴神社を辞じした。





　　　　※






　帰り道。

　シャグ様はずっと無言だった。

　自分が本当に天佐具売なのかどうかを考えているのか。

　あるいはこれからなにをすべきなのかを考えているのか。

　僕はなにも声をかけられずにいた。

　そりゃそうだろう。

　シャグ様はずっと天照大御神から与えられた使命を果たすために頑張っていたんだ。

　なのに、自分の正体が裏切り者だと判明してしまった。

　だとしたら、彼女の使命はどうなるんだ。

「チョータ」

　もうすぐ家に着く、といった辺りの歩道で、不意にシャグ様が立ち止まった。

　くるりと振り返ってこちらを見るシャグ様の顔には、なにか覚悟を決めたような表情があった。

「シャグ様？」

「決めたわ。私がやるべきことは変わらない。たとえ私が昔どんな神だったとしても、今の私は、名すら忘れても憶えていた使命に従う」

　それはつまり……。




「──明日、神話再演を執り行うわ」




　巫女の予言のように、シャグ様はそう告げた。
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　翌日。

　僕たちはモノレールとバスに乗って、葉は倉くら北ほく部ぶの山へ向かっていた。

　山というか、高原という感じの場所である。

　本来、葦あし原はらの中なかつ国くに平へい定ていの際に天あま津つ神かみが降くだった地というのはべつにあるのだが、シャグ様曰いわく『雰囲気が近ければだいたいオッケー』だそうである。適当だな……。




　神しん話わ再さい演えんは、弱体化したこの国の霊的基盤を補強するために、過去に起こった神話的出来事を再現する、という作業のことだ。

　シャグ様が言うにはそれは『ある程度の条件が整えば自動的に始まる』らしい。

　つまり、今回のケースで言えば、それなりの霊力を持った者が天あめの若わか日ひ子こ役やくと天あめの佐さ具ぐ売め役やくとして高原っぽいところに行けば、世界の側が勝手に勘違いして、神話再演を始動させてくれる、ということだ。

　僕が『よくわからない』と言うとシャグ様は『世界の御み霊たまがパワードスーツの役目を果たしてくれると思えばいいわ。うまい具合に身につけることができれば、あとは自動的に役割を執とり行うことができる』と説明してくれた。よけいわからなくなった。

　まあ、とにかく僕はシャグ様の眷けん属ぞくとして彼女が使命を果たすためについていけばいい。

　シャグ様の使命。

　神話再演を執り行うこと。

　そう、たとえ彼女が過去に天あま照てらす大おお御み神かみを裏切ったことがあるとしても、彼女が神話再演の使命を与えられたことも事実なのだ。

　世界が滅びるかもしれないときに、神話時代の因いん縁ねんを気にしている場合ではない。

　天津神と国くに津つ神かみだって協力しなければいけないかもしれないのだ。

　だから、シャグ様は決断した。

　神話再演の使命を果たす。

　彼女が天照大御神を裏切ったときの状況を再現するのだ。




「しかし……服装はこれでよかったの？」

　僕は自分の格かつ好こうとシャグ様の格好を見比べる。

　バスの車内ではまったく違和感のない、ごく普通のシャツに綿めんパン。シャグ様のほうは新しく買い直した、ダボっとしたティーシャツである。

　とてもこれから神事を執り行う天津神とその従者には見えない。

「いいのよ。必要があればそれらしい格好に変わるだろうし。あ、それとも……」

　と、シャグ様はニヤリと笑って僕のほうを見てくる。

「私の巫み女こ服ふく姿すがたとか、ちょっと期待してた？」

「はっ？　い、いや、べつにそういうアレで言ったわけじゃないしっ」

　しまった、なんか僕のほうがツンデレっぽい口調になってしまった。

　これじゃ僕がシャグ様の巫女服姿を見たかったみたいじゃないか。

　いや、まあ、見たくなくはないですけどね？

「そういえば、チョータは私にいろいろと服を着せたがるわよね。ひょっとして、コスプレ？　ってやつが好きなの？」

「いやいやいやいや！」

　どこでそんな言葉覚えたの！

　……いや、あれだけ連日ネットやテレビで情報収集してればコスプレくらい耳に入るか。

　違うぞ。僕がシャグ様にいろいろ着せてたのは、悪目立ちしたり、僕が目のやり場に困ったりしないようにしたかったからで、べつに楽しんでたからではない。

　そういや浴衣ゆかたも似合うかもしれないとか、メイド服はどうだろうとか、お銀ぎんさんみたいな和装メイドとかもありだなとか思ったりしてないんだからねっ！

「まあ、でもあれね。最終的には──」

「？」

「──猿のコスプレとかで交こう尾びしたいのよね？」

「それ世間では全裸っていうからね！」

　なんか久しぶりだなこのノリ。

　こんな感じでグダグダの会話をしていると、バスは目的地に到着した。





　　　　※






　バスの停留所からは少し歩くことになった。

　と言っても、大した道ではない。傾けい斜しやはゆるやかだし、ちゃんと舗ほ装そうされている。この前根ね津づさんに連れて行かれた山道よりはよっぽどマシだ。

「なんか、すごい爽さわやかなピクニックみたいだけど、こんなところで神話再演とかできるのかな」

「問題はないわ。周囲の御霊が応こたえれば、それらしい雰囲気になるはずだから」

　シャグ様にそう言われても、僕はいまいち実感がわかない。

　しかし……。

「ん？」

　ふと、不思議な感覚に包まれた。

　急に空気が変わったような感じだ。

　喩たとえるなら、蒸し暑くて汚れた空気の屋外から、空調の効いた室内に入ったような。

　あるいは逆に、人ごみで息苦しい室内から、澄すんだ空気の屋外に出たような。

　どちらにしろ、そう……。




　──空気が澄んだ。




　清浄な空間、神聖な空間に入り込んだ気がした。

　いや、違う。

　僕たちがそういう場所に入ったんじゃなくて、周囲がそういう場所に変わったんだ。

　御霊が応えた、ということだろう。

　シャグ様──天佐具売。

　僕──天若日子。

　そして、この高原──二人が降った葦原中つ国。

　条件が揃そろい、神話再演が始まった。





　　　　※






「いやー葦原中つ国最高だね。広いし、人ひと草くさいっぱいだし、美人の嫁さん手に入るし」

　驚くなかれ、僕のセリフである。

　正確には、僕が演じている天若日子のセリフ、なんだけど。

　葉倉の北にある高原の頂上──なんだけど、同時にここは、天若日子と天佐具売が降り立った土地だった。

　僕は神しん殿でんのような王宮のような場所に座っている。

　横には、ぼんやりとした影みたいな存在がいる。天若日子と結婚した国津神、下した照てる姫ひめである。

　今回、この神話再演には僕とシャグ様しか参加していない。

　そこで、それ以外の配役には、周囲の御霊が集まってできた幽霊みたいな存在が割り当てられているらしい。

　僕と下照姫の傍かたわらには、シャグ様が立っている。シャグ様はいつの間にか巫女の格好に変わっていた。天佐具売の役割を全うしている最中だ。

　なにを隠そう僕も、なんかひらひらした、平安貴族みたいな和装をしている。着なれないので、ちょっと落ち着かない。

　けど、天若日子としての僕は上機嫌で、下照姫にお酌しやくをされながら楽しそうに喋しやべっている。

「こりゃもう使命とかどうでもよくなっちゃいそう。いっそ、葦原中つ国、僕のものにしちゃおうかなー、なんちゃって！」

　あはははは、とバカみたいに笑う僕。

　いやちょっと、変なことしないでくれるかな。

　どうも、自分の意思とは無関係に勝手に言葉が出てくる。

　そのくせ、僕は天若日子の考えていることが、自分のことのようにちゃんとわかる。

　天若日子の今の発言は冗談だ。

　彼は、本気で使命を放り出そうとは考えていない。

　ただ、ちょっと葦原中つ国の居心地が良すぎて、使命を終えて高たか天あま原はらに戻るのはもうちょっと後でいいかなーと思っちゃってるだけだ。

　なるほど、これが神話再演か。

　不思議な感じだ。

　僕の意思はちゃんとあるのに、同時に今の僕は天若日子の意思も持っている。

　現代日本に生きる人間としての僕は確固として残っていながら、外側から何者かがサポートするかのように天若日子の意思を知らせてきて、僕はそれを再現している。

　シャグ様の言っていた『世界の御霊がパワードスーツの役目を果たしてくれる』という意味が実感できた。

　めちゃくちゃ的確な喩えだったな……。

「ね、ね、ね」

　と、僕──天若日子はぐいっと酒を飲み干すと、傍らに控ひかえているシャグ様──天佐具売に話しかける。

「どうかな、サグちゃん。僕、葦原中つ国、もらっちゃってもいいよね？　答えは聞いてない！」

　うひゃひゃひゃひゃ！　と笑い出す天若日子。

　いや酔っ払いすぎでしょ。

　隣の下照姫も苦笑している気配だ。

「──そうでございますね」

　一方の天佐具売は落ち着いた態度のまま答える。

「わたくしは天若日子様に仕える巫女でございます。あなた様がそうお望みになられるのであれば、わたくしはどこまでもお供ともいたします。たとえ──天照大御神様の命に背くことになろうとも」

「かたい！　かたいよシャグちゃああん！　でもありがとう！　きみはぁ！　ずっとぼくのみかたでいてくれよぉ～！」

　呂ろ律れつの回らない口調でそう叫び、天若日子は今度はぐずぐずと泣き出した。

　うぉんうぉん声をあげて泣いて、下照姫の膝ひざに顔を埋うずめる。

　ちょっと！　みっともないし恥ずかしいからやめて！　これ僕だからね一応！

　そう思うけど、天若日子としての僕は、もう感情が止まらなくて、さらに酒を飲んで酔いつぶれ、最終的に下照姫と天佐具売の間に挟まれて寝てしまった。




　夜になった。

　現実の時間はまだ昼間のはずなんだけど、どうやら神話再演の最中は時間の概念も変動するらしい。

　床に寝転がりながらムニャムニャと寝ね言ごとをつぶやく天若日子。同時に僕自身の意識ははっきりしていた。

　そして、暗くら闇やみの中で僕は、先ほどの天佐具売の言葉を思い出していた。

　天佐具売は、裏切り者ではなかった。

　天若日子に忠実に仕つかえていただけだった。

　ただ、少し真ま面じ目めすぎて、天若日子の酔った上での妄もう言げんを、真に受けてしまった。

　そして、天若日子も……。

「……僕なんか、どうせ役目が終わったら…………」

　天若日子が寝言をつぶやく。

　昨日、海うみ鳴なり神じん社じやから帰ってきたあと僕は葦原中つ国平定の神話について調べてみた。

　天津神たちは葦原中つ国平定のために、天若日子以外にも多くの神を派遣している。いろいろと失敗が重なってうまくいかず、平定に成功したのは、天若日子の次に派遣された建たけ御み雷かづちの神かみである。

　ではその建御雷神が葦原中つ国を統とう治ちすることになるのかというと、違う。

　天照大御神の孫にあたる日ひ子こ番ほ能の邇に邇に芸ぎの命みことが葦原中つ国に降り立ち、その後彼の子孫が代々この国を治めることになる。天てん孫そん降こう臨りんと呼ばれる神話である。

　つまり、天照大御神は初めから自分の血族に葦原中つ国を統治させるつもりだった。

　天若日子は、その露つゆ払はらいの役目を与えられたにすぎないのである。

　たとえ国津神と結婚しても、地上の反乱分子を抑えて恭きよう順じゆんさせても、けっきょく自分は天界に戻らなければならない。

　その虚むなしさが、天若日子を酒に溺おぼれさせたのかもしれない。

　そんなことを考えると、この裏切りの物語、どこにも悪役なんていないんじゃないかという気になってしまう。




　けど、僕がどう思おうと、神話再演は勝手に進んでいく。

「ケエーン！」

　不意にけたたましい音が響いて、僕こと天若日子は飛び起きた。

　見ると、窓辺に鳥が止まっている。

　雉きじだ。

　今のは雉の鳴き声か。初めて聞いた。

　僕の隣で寝ていた天佐具売が起き上がり、雉へと歩み寄る。

　下照姫の姿はいつの間にかなかった。このくだりでは彼女の役割はないからだろう。

　いよいよメインのシーンのスタートだ。

　天佐具売はこの雉を不吉であると告げ、天若日子に弓で射い殺ころさせる。

「ケー！　ケエー！　ケエーン！」

　雉は盛大に鳴き叫ぶ。

　きっと『天若日子おめー、なんで八年も葦原中つ国でダラダラして報告もよこさねーんだよ』という天照大御神の言葉を告げているのだろう。

　しかし天若日子にはそれがわからない。

　きっと天から地上へのお触れは巫女しか理解できないとか、そういうルールがあるのだろう。

　ここでは、そうならないとすれ違いの悲劇が発生しない。

　天佐具売は頷うなずくと、意を決したようにこちらに振り向いた。

　口を開く。

　天若日子の妄言を真に受けて、彼のためを思って語る言葉を。

　天照大御神を裏切ってまで仕えようとした、その忠義の証あかしたる騙かたる言葉を。




「この雉は不吉でございます。天若日子様に害をなすものでございます」




　彼女が発した、その瞬間。

　世界が歪ゆがんだ。





　　　　※






「な、なにこれ！」

「どうなってるの……？」

　ひどい眩暈めまいがして、僕はその場に膝ひざをついた。

　シャグ様が駆け寄ってくる。

「チョータ、大丈夫？」

「なんとか……それより、これは」

　僕は周囲を見回す。

　辺りの景色は一変していた。

　先ほどまであった神殿のような建物は消きえ失うせ、元の高原に戻ってきていた。

　いや、あの場所ともまた違うように思えた。

　なんだか、空気が重い。

　神話再演の間は、周囲の空気が清浄化され、聖域にでもなっているような感じだったけど、今はどんよりと淀よどんで、ひどく動きづらい感じだ。

　そして、

「ゲー、ゲェー、ゲェーン！」

「うわっ！」

　目の前に巨大な鳥の妖よう怪かいがいた。

　シャグ様が僕とそいつの間に割って入りながら言ってくる。

「さっきの雉ね」

「え？」

　言われてみれば、たしかにそのカラフルな羽は、天照大御神の言葉を天若日子に伝えるため現れた雉にそっくりだった。

　しかしサイズが全然違う。

　大昔のオーストラリアにいた巨鳥とか、そういうのを連想させるデカさだ。

　それになんか外見がおかしい。首が異様に長くなり、目は飛び出しそうなほど見開いて、口からはデロリと赤黒い舌を垂らしている。

　なんか見ていて不安になる──そう、不吉な外見だ。

「不吉？」

　そういえばこの鳥は、シャグ様が『雉が不吉だ』と告げたとたんに現れたな。同時に周りもおかしくなった。

「以津真天いつまで？　あるいは鴆ちんかしら。でも、なんにしろ……」

　シャグ様が鳥妖怪の正体を探ろうとするけど、相手はそんなの待ってくれるはずもない。

「ゲァ！　ゲァ！」

　不気味な声を上げながらドタドタと突っ込んできた。

　シャグ様はそれをいつもどおり軽く躱かわして反撃を──

「きゃっ！」

「シャグ様！」

　──あれ？

　ぶんっ、という翼の一振りでシャグ様は吹っ飛ばされてしまった。

　え、この鳥そんなに強いの？

　いや、そんなふうには見えない。霊力も大したことはない。もちろん僕なんか一ひと捻ひねりにされるだろうけど、これまでの妖怪と比べて特別強いわけではない。

　つまり……シャグ様が弱くなっている？

　どういうことなんだ。

　この淀んだような空気と関係があるのだろうか。

「ゲェ！　ゲェ！」

「うわわわわわわわ！」

　鳥が僕にターゲットを移した。

　どんっ、と長い首が伸びて鋭い嘴くちばしが僕を狙ねらう。僕はなんとかそれを躱した。

　鳥の嘴が、さっきまで僕がいた場所の地面を大きくえぐる。

　ちょっと！　シャグ様は翼で吹っ飛ばしただけなのに、なんで僕は嘴なの！　刺さったら一発でお陀だ仏ぶつじゃん！

「ゲァ！　ゲェ！　ギャ！」

「うわ！　ひっ！　うぉ！」

　どん！　どん！　どん！　と高原が鳥の嘴で穴だらけになっていく。

　僕はなんとか避よけられているが時間の問題だろう。実際息も上がってきた。

「チョータ！」

　そこへシャグ様復活！　助かった！

　と思ったら、

「きゃあ！」

　また翼の一振りで飛ばされてしまった。

　どうなってるんだ。

　鳥はシャグ様には大して興味がない様子。僕の命だけを執しつ拗ように狙っているみたいだ。

「まさか……」

　僕は、さっきのシャグ様の言葉を思い出す。

　天佐具売のセリフとしての『お告つげ』だ。

『この雉は不吉でございます。天若日子様に害をなすものでございます』

　それが実現してるというのか？

　だから鳥は不吉な外見に変へん貌ぼうし、僕だけを狙い続けているのか？

　でもなんで？

　神話再演が突然行われなくなって、シャグ様の言葉が現実化してしまったんだ？

「くそっ」

　僕は樹きに背中をぶつけた。

　追いつめられてしまった。

「こうなったら……」

　僕はズボンのポケットに手を入れる。

　そういや服装はいつの間にか元に戻ってるな。神話再演は本当に中断されてしまったらしい。

　ポケットから取り出したのはお札だ。

　なにか難しい呪じゆ文もんのようなものがいろいろ書き込んである長方形の紙片。

　昨日、泰たい山ざんさんからもらったお守りである。





　　　　※






　昨日の帰り際。

「チョータ殿」

　社しや務む所しよを出て帰ろうとした僕とシャグ様だったが、泰山さんが追いかけてきた。

「これを」

　泰山さんは僕に手のひらサイズの紙を何枚か渡してきた。

　なにか忘れ物でもしただろうかと思ったが、違った。それは神社でよく売っているお札だ。若じやつ干かんミニサイズな感じだけど。

「これは？」

「妖怪除けのお札だ。お銀殿からおぬしたちがこのあたりの妖怪退治をしてくれていると聞いてな。まあ、シャグ様ほどの霊力があれば心配はないだろうが」

「いえ、ありがたく頂ちよう戴だいします」

　シャグ様はたしかに強いが、僕はただの人間だ。いつ危険な目に遭わないとも限らない。そのときシャグ様が助けてくれるかどうかはわからないのだ。

「最近入り用であまりストックがないのでな、三枚しか用意できなかったが、渡せるときには渡すので、いつでも遠慮なく来るといい」

「ありがとうございます」





　　　　※






　……と、そんなわけで泰山さんからいただいたありがたい秘密兵器である。

　ピンチなので遠慮なく使わせていただく。

「このっ！」

　一枚を手に取ると、僕はそれを巨鳥に向かって投げる。

　お札はまるでマジシャンが投げたトランプみたいに飛んでいき、ばしっ！　と鳥に貼はり付ついた。

「ゲァ!?　ギアアアアアアアアア！」

　鳥さんは凄すさまじい声をあげてのたうち回る。

　やがて、そのカラフルな羽が黒に変わっていき、巨鳥は貼り付いたお札とともに、黒い霧きりになって消えていった。

「…………助かった？」

「チョータ！」

　思わずその場に座り込む僕に、シャグ様が駆け寄ってくる。

「大丈夫？」

「うん、僕はなんとか。シャグ様こそ」

「私も平気。吹き飛ばされただけだったから。それより、これは……」

　とシャグ様は周囲を見回す。

　うん、僕も異変には気づいていた。

　周囲がどんどん暗くなっていく。

　夜になったとか、そういう感じじゃない。

　高原のあちこちに穴が空いていっているのだ。

　といっても、さっき鳥妖怪が嘴で空けたみたいなやつじゃない。なんか、真っ黒な、言うなれば小さいブラックホールみたいな穴が、空間のそこかしこに出現している。

　それがあまりにも黒すぎて、あたりが暗くなったように感じるのだ。

「な、なんなのこれ？」

「わからないわ……こんな妖怪は知らないし」

　シャグ様にわからないなら、僕にわかるはずもない。

　なにがどうなっているのだろう。

　きっかけはたぶん、シャグ様の天佐具売としてのセリフだ。

　天照大御神から派遣された雉を『不吉な鳥だ』と告げた、あのセリフ。

　あれで、鳥が変化し、神話再演が中断された。

　シャグ様がセリフを間違えた？

　いや、葦原中つ国平定の神話における天佐具売の役割は、天若日子に雉が不吉だと告げること。あの言葉は正しいはずだ。

　だったらどうして……。

「チョータ！」

「うわっ！」

　考えに沈しずんでいた僕を、シャグ様が突き飛ばす。

　目の前に、ミニブラックホールが出現する。危うく触ってしまうところだった。これに触れるとどうなるのかはわからないけど、少なくとも良いことはなさそうだ。

「ここにいると危険よ。移動しましょう」

「そ、そうだね」

　僕たちは高原を降りるべく駆け出そうとした。




「ダメだ。そなたらをここから出すわけにはいかん」




　いつの間にか、僕たちの前に人が立っていた。

　否──人ではない。ありえない。

　膨大な霊力量。

　禍まが々まがしいまでに強烈な御霊が、僕たちに圧を与え、勝手に足を止めさせる。

　僕とシャグ様はその場に立ち止まった。

「あなたは……」

　見覚えがあった。

　黒い髪に赤い両眼。

　やけに古こ風ふうなセーラー服。

　彼女だ。

　シャグ様と初めて会った日。スーパーでの買い物の帰りに遭そう遇ぐうした女性。

「あなた、何者？」

　シャグ様が警戒した様子で問う。

　その女性は、なんの気負いも衒てらいもなく、簡素に簡単に、ただ事実を告げるように答えた。




「我は和わ香か。神だ」





　　　　※






「和香、様……」

　海鳴神社の主祭神。

　琉る々る葉は様さまの姉。

　海の神、綿わた津つ見みの大おお神かみの娘たる国津神の一柱。

　そのあまりの神しん威いに僕は思わずその場に跪ひざまずきそうになる。

　これまでたくさんの妖怪を食らって霊力を溜ためてきたシャグ様だけど、全然追いついていない。

　琉々葉様も相当だったが、彼女に比べても段違い。

　次元が違う。

　正しよう真しん正しよう銘めい、人外の存在だ。

「ああー、これは参ったなぁ。髭ひげもじゃの危き惧ぐが当たってしまったようだのう」

　しかし和香様は、そんな凄まじいオーラに反して、とても気さくな口調で言う。

「髭もじゃ？」

　おかげで僕は普通に言葉を返すことができた。

　ちなみにシャグ様は完全に萎い縮しゆくしてしまったみたいで、一言も発せられない様子。

　たぶん、和香様に近いシャグ様のほうが、僕より和香様のすごさを実感できているんだろう。僕が口を利けるのは、無知ゆえの蛮ばん行こうに過ぎない。そう感じる。

　和香様は首をひねりながら、

「なんじゃったかのう。むしゃ山じゃないし、むしゃの介でもなかったし、うーんと」

「ひょっとして、泰山さんのことですか？」

「そう、それだ」

　ぴしっ、と僕を指差す和香様。

「あやつが言っておったのじゃ。そこの娘が天佐具売ではないかもしれない、とな」

「え……？」

　僕はシャグ様を見る。

　シャグ様はいまだに動けないようだ。

「それはつまり……泰山さんの推測が間違ってたってことですか？　シャグ様は違う天津神で、だから葦原中つ国平定の神話再演が上う手まくいかなくて、それでこんなことになってるってことですか？」

　それなら、シャグ様が重要なセリフを口にしたとたん、再演が中断されたのもわかる──いや、違うな。

　それなら、そもそも僕が天若日子を演じることなどできないはずだ。

　僕の疑問に答えるように、和香様は言う。

「神話再演は、べつにその神自身が役割を演じる必要はない。これまでにも、琉々葉が建たけ速はや須す佐さ之の男おの命みことの役を演じたりしておるしの」

　琉々葉様なにやってんの……。

　ちなみに建速須佐之男命はたしか天照大御神の弟だ。れっきとした天津神。国津神である琉々葉様がその役を演じるなんて、代役もいいところである。

　ということは、シャグ様が天佐具売でないとしても、彼女が天佐具売を演じることにはなんの問題もないはずだ。

「じゃあなんでこんなことに……？」

「ふむ……ある意味で泰山の推測は間違っていなかった。その娘は天佐具売であって天佐具売ではない。天津神ではないし、神ですらない」

「は？」

　神ですらない？

　そんなバカな。

「ふざけないでっ！」

　そこで、ようやくシャグ様が口を開いた。

　さすがに黙っていられなくなったのだろう。

「私は神よ！　天佐具売じゃないとしても……だって私は天照大御神様に使命を与えられたのよ！　葦原中つ国に降って全すべてを見届ける使命を！」

「それは勘違いだ」

　和香様はシャグ様の反論をバッサリと切り捨てる。

「そなたは記憶がないのだろう？　そなたが天照の奴やつにその命令を受けたのは、神代の昔ではない。つい最近、おそらくは九月二日のことだ」

　九月二日？

　それは僕とシャグ様が出会った日の前日だ。

「たしか、巨大なタコだか触手だかの化け物が現れて街が騒ぎになっていた日……」

「ああ、それは我だ」

「……は？」

　いやいやいや、情報がすごい勢いで積み上がっていって理解が追いつかない。

　完全に置いてきぼりの僕たちに、和香様は語る。




　九月二日。

　葉倉市西部の地獄谷にある妖怪監獄から大量の妖怪が解き放たれた。

　監獄を解放した首謀者はある妖怪だが、裏で糸をひいていたのは天照大御神だった。

　天照大御神は、大量の妖怪を世に放つことで世界の霊力を増加させ、神話再演が実行されやすいようにしようとしたらしい。

　泰山さんが所属している日に本ほん祈き禱とう師し協きよう会かいは、一部の協力者（和香様もその一人だ）とともに妖怪の討とう伐ばつに向かった。

　いろいろあった末、事件の首謀者は捕らえられた。

　しかし天照大御神は逃亡し、大量の妖怪もそのまま世に解き放たれてしまった。




「そのときに我も少々油断して首を切り落とされての。制御を失った胴体が周囲の霊力を吸い込んで巨大化してしまったのだ」

「…………」

　ムチャクチャだ。

　この女性があの化け物だったというのも信じがたいし、首を切り落とされたのに生きているのもどうかしてる。

　だがそれも、和香様が神様だというのなら、納得するしかない。

　それよりわからないのは……。

「その話のどこにシャグ様が出てくるんです？」

「そ、そうよ！　その状況で葦原中つ国に降る命令なんて受けるはずないじゃない」

「詳しくは我にだってわからんよ。だが」

　と和香様はため息交じりに言う。

「妖怪監獄は奥のほうで上に続いていて、首謀者や天照がいた最奥部は、出口の地面より高いところにあった。だから、我らが攻め込んできた際に、天照が妖怪の一人にこんなふうに命じた可能性はあるであろう。『下に行って様子を見てこい』とな」

「っ！」




　──降って、見届けるのです。全てを。




　たしかに、その言葉は、そんなふうに解釈することもできる。

「巨大化した我の胴体は、足元にいた妖怪をだいぶ吹っ飛ばしたからなぁ。その衝撃で記憶を失った奴がいてもおかしくない」

　和香様はあっさりとそんなことを言う。もしそれが真相だとしたら、雑にもほどがある自白である。

「ぐっ……！」

「シャグ様!?」

　シャグ様が頭を押さえてその場にうずくまる。息が荒い。苦しそうだ。

　切れ切れの声で、シャグ様はなんとか和香様に向かって言う。

「そんなの、信じられない……」

「そなたが信じずとも、事実は変わらぬぞ」

　和香様は容よう赦しやなく告げる。

「それが、事実だとしても！　私が妖怪だからって、なんでこんなことになるの！　神話再演は霊力がある者が自動的に巻き込まれる神しん事じでしょ！　たとえ私が神じゃなくても、こんな事態になるなんておかしいじゃない！」

「そ、そうです、それに、シャグ様が天佐具売じゃないなら、なんでシャグ様は自分が天津神だなんて思い込んでしまったんです？　記憶を失ったからって普通はそんなことにならないでしょう」

　僕も反論を試みる。

　どうにも納得がいかない。

　シャグ様が妖怪だったという事実だけじゃ、説明のつかないことが多すぎる。

　だが、和香様はその答えを知っているみたいだ。

　仕方ない、というように首を横に振り、言葉を続けてくる。

　神が語る言葉──それは真実を指し示す。

　否応なく真相を暴きたててしまう。

「たしかに神話再演は御霊の縛りが緩やかだ。ある程度の近きん似じ性せいがあれば、条件が整ったとされ神事が遂すい行こうされる。そなたら二人なら問題なく天若日子と天佐具売の神話は再演できたであろう。本来ならばな」

「本来なら……？」

「だが、この世でただ一人、神話再演を行うことができない妖怪がいるのだ。その性質ゆえに絶対に神の代わりとはなれず、神が行うべき儀ぎ式しきを徹底的に逆転させ破壊してしまう存在。それがそなただ」

「なによそれ……」

　シャグ様が呻うめく。

「そんな妖怪聞いたことないわよ！　何者なのよ！　私はなんなのよ！」

　悲痛な叫さけび。

　あるいはそれは、記憶を失ったあとのシャグ様がずっと心の中で上げていた声だったのかもしれない。

「そいつは、天佐具売が原型になったと言われている。そなたの名前に関する記憶は間違ってはいない。最初に『天』の文字が入るし、地域によってはそいつは『アマノシャグ』と呼ばれるそうだ」

　アマノシャグ。

　その言葉の響きに、僕は雷に打たれたような衝撃を覚える。

　どうして今まで気づかなかった。

「『アマノシャグ』というのは天佐具売の転てん訛かだろう。それが当て字をされ、より妖怪らしい名前に変化していった──とまあ、これは泰山が推測だと言っていたが。ともかく、それがそなたの正体だ」

　和香様はシャグ様に告げる。

　シャグ様は目を見開いている。彼女もすでに正解に思い至ってしまったのだろうか。

「噓うその予言をする巫み女こという性質を持った天佐具売が変じた妖怪。人を騙だまし、皮を被かぶって他者に成り済ます小こ鬼おに──」




「──そなたは天あまの邪じや鬼くだ」





　　　　※






　天邪鬼の説せつ話わ。
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　昔々あるところに、瓜うり子こ姫ひめという可愛かわいらしい女の子がいました。

　瓜子姫はおじいさんとおばあさんに大切に育てられていました。

　あるとき、おじいさんとおばあさんが出かけているときに天邪鬼が現れ、瓜子姫を騙して外へ連れ出しました。

　天邪鬼は瓜子姫を殺して皮を剝はぎ、自分がその皮を被って瓜子姫になりすましてしまいました。

　帰ってきたおじいさんとおばあさんは、瓜子姫が天邪鬼だとは気づきません。

　天邪鬼はそれをいいことに、わがままし放題で、勝手気ままに振ふる舞まいます──。





　　　　※






「神は噓をつくことができない。神は御霊そのものであり、御霊とは言葉の力であるからな。だが、そなたは噓をつき、他者になりすます妖怪だ。それもまた、御霊によって規定された性質なのだがな」

　和香様は淡々と言葉を紡つむぐ。

　シャグ様も僕も、それを黙って聞いているしかなかった。

「その性質によって、そなたは天佐具売になりすました。『自分は神である』という噓をつき続けた。記憶を失った自分すら騙してな。天佐具売としてのそなたは葦原中つ国平定の神話再演を行おうとした。本来それは代役であっても問題のない神事だ。だが、そなただけはダメなのだ。天邪鬼であるそなたでは、な」

　天邪鬼は噓をつく。

　他者になりすます。

「神話再演は神が執り行う儀式だ。たとえ代役でも、再演を行うものはその場でだけは神となる。だが、そなたは神になれない。初めから神を騙っているからだ。神は『噓をついてはいけない』という性質を持つが、そなたが被った神の威いは噓そのものだ。完全に矛盾している」

　その矛盾の結果がこれだ、と和香様は周囲を示す。

　闇がどんどん周囲を覆っていっている。

　闇は、ただ暗いというわけではない。

　なにも存在しない空間だ。

　光さえも存在できないから、人の目には真っ暗に見える。

「御霊の矛盾は打ち消しあって無となる。経けい緯いの異なる神話同士が歴史に空白を生むようにな」

　空白。

　神様には、この闇は、白に見えているのかもしれない。

　闇すらも、神話においては『在ある』存在だから。

　しかし、どちらにしろこの状態がまともじゃないことは確かだ。

「これ、どうなるんです？」

　僕の問いに、和香様は難しい顔をした。

「普通なら森の一つか二つ消失して終わりなのだがのう。今は、世界の御霊が不安定になっているからなあ」

　神話再演を行いやすいように、天照大御神がそうしたという話だった。

「霊的に不安定な状態は、物質側から御霊側に影響を与えやすいが、逆もまた然しかりだ。しかもこの矛盾から発生した消失現象はかなり強烈だ。今は我の力で抑えているが、いずれ──」

「いずれ？」

「臨りん界かいを超え、無が世界を覆う……すなわち、世界が滅びる」

「っ！」

　大問題だ。

　のんびり和香様と喋っている場合じゃない。

「シャグ様！」

　僕はうなだれているシャグ様の身体からだを揺する。

「落ち込んでる場合じゃないよ！　これ止めて！　じゃないと大変なことに……」

「止められない……」

　シャグ様はポツリと呟つぶやいた。

「え？」

「止められないのよ！　さっきから止めようとしてるの！　なのに私の身体から出てくる神威がずっと収まらなくて……っ！」

「ムダだ」

　和香様が淡々と告げる。

「これはもはやそなたの意思でどうこうできるものではない。そなたの中にある霊力ではなく『噓をつくことができない神を騙った矛盾』そのものが、神話再演によって御霊となって周囲に撒まき散ちらされているのだ」

「そんな……」

　そんなのってあるか。

　シャグ様はただ、天照大御神から与えられた使命を果たそうとしただけだぞ。

　記憶を失って、頼るべきものがそれしかなくて、それが自分の存在価値だと、そう信じて歩んできただけじゃないか。

「どうすればいいんですか、これ。止められないんですか？」

「止めることはできるよ。簡単だな」

　和香様はあっさりとそう言う。

　…………なんだ。そうなのか。

　それならそうと、早く言って欲しかった──




「──天邪鬼を消し去ればよい」





　　　　※






「…………え？」

「簡単なことだ。存在そのものが矛盾となってこの現象を引き起こしているのだ。だったら、存在を消せばいい。なに、我なら一瞬で事足りる」

　和香様が拳こぶしを握った右手をぐっと構える。

　え、ちょっと待って待って待って！

「待ってください！　そんなことしたらシャグ様はどうなるんです？」

「どうなるって、存在を消すんだから、消えるに決まっておろう」

　当然のように言う和香様。

　消しゴムをかければ文字が消える、とでも言うように。

　けど、消えるのはシャグ様だ。

　書き直せばいい文字とは違う。

「簡単なことじゃないでしょ！　人一人消すなんて！」

「人ではない。神……でもなかった。妖怪だぞ」

「それは……」

「そなたらがたくさん退治して食っておったのと同じ妖怪だぞ」

「…………」

　そう言われると、なにも言い返せない。

　いや、あいつらは人を襲っていた。害があった。言葉が通じなかったり、通じても友好的にはなれなかったり、明らかに敵対する存在だった。

　でもシャグ様は違う。

　話ができるし、人を食ったりはしないし、ええと。

「見た目に騙されるな、チョータとやら」

　和香様が僕の核心をつくようなことを言ってのける。

「たしかにその天邪鬼は、人草のメスの見た目をしている。交尾するのに魅力的な相手として守りたいオスの気持ちもわからないではない。だが、あくまでそれは妖怪だ。人ならざるもの。そして今は──世界を滅ぼさんとする厄災だ」

　くっ……なんだってどいつもこいつも交尾交尾って！

　いや、なんとなくわかった。

　和香様はわざとそういう言い方をしたのだ。

　僕がシャグ様に未練を残さないように。

　きっと、彼女の中では、世界を守るためにシャグ様を消すことは決定事項なのだ。

　和香様の言うこともわかる。

　僕は見た目に騙されているのかもしれない。

　いくら妖怪だと言われても、シャグ様は人にしか見えない。

　しかも可愛い。

　消しますと言われて、はいそうですかと受け入れられるもんじゃない。

　でも、じゃあ、根津水み脈お子こはどうだ？

　半妖の少女。

　財さい布ふとバッグを盗んでいった、明らかに害のある存在。

　彼女を消すと言われたら？　多分それでも僕は止めるだろう。

　それは彼女が人の形をしているからだ。

　僕と、同じ姿をしているからだ。

　見た目に騙されている。

　それは否定できない。

　でも……。

「そういうわけだから、悪く思うな」

「っ！」

　突きを放とうとした和香様の前に、僕はとっさに飛び出した。

「あ、バカっ」

　ちょっと焦あせった声。

　それでも、和香様は勢いがついて止まらない。

　僕は、手に持っていたお守りの札を掲げた。

　バチバチバチ！　と派手な音が鳴り響いたかと思うと、お札が焼け焦げるように灰になって消えた。

「そなた、無茶をするなぁ」

　お札のおかげで止まった和香様が、呆あきれ顔がおで言う。

　なんてことない表情だが、怒ってる。

　霊力が一気に彼女の周囲で渦を巻いているのでそれがわかった。

　自然と脚が震えてくる。

　巨大な肉食獣を前にした小動物みたいに、僕のできることは本来、脇わき目めも振らずに逃げ出すか、すべてを諦あきらめてその場にひっくり返ることだけだ。

　だけど、そうもいかない。

「……待ってください。話は終わってません」

「…………」

「たしかに僕は見た目に騙されたかもしれません。シャグ様が人の姿をしていたから家に連れていって、食事を出して、記憶を取り戻す手伝いをしていたのかもしれません」

「だから交尾もしたのであろうなぁ」

「交尾はしてません！」

　ああもう、なんでこうシリアスにならないんだ。

「とにかく！　きっかけは人の姿だったからかもしれませんけど、でも僕がシャグ様と一緒にいるのはそれだけじゃなくて──」

「いや、そういう話は良い」

　ひらひらと手を振る和香様。

「え？」

「そなたの気持ちはどうでもよい。問題はその天邪鬼が世界を滅ぼそうとしているという事実だ。どんな事情があろうと、どんな感情があろうと、我は我の座する世界のために、その厄災を消さねばならん」

「っ……」

　くそ、取りつく島がないとはこのことだ。

　シャグ様の存在が世界を滅ぼそうとしていることは事実らしい。

　だとしたら、和香様は僕の説得なんか聞く耳持たないだろう。

　それに僕だって世界が滅びるのは困る。

　けど、だからって簡単にシャグ様を消すのも違うだろ。

　これはわがままだろうか？

「今度は容赦しないぞ」

　和香様がふたたび突きの構えをする。

　僕の手元にあるお札はあと一枚。

　これで今度も守れるかどうかはわからないけど……。

「あれ？」

　お札を構えて、僕は違和感に気づいた。

　この札だけ、前の二枚と違う。

　紙が薄いし、書いてある文字も、なんかぐにゃぐにゃして適当感がある。

「なんだ、本音札ではないか」

　和香様が言ってきた。

「本音札？」

「人間どもと話をするのに必要だと思って作っておいたのだ。それを額ひたいに貼ると噓がつけなくなる。人間ども──特に日本祈禱師協会の奴らは、神相手でも平気で噓をついて自分の利益を増やそうとしてくるのでな。いったん使い切ったと思っておったのだが、泰山のところに紛れ込んでおったか」

「…………」

　そんなすごい品を雑に管理しないでほしい。

　政財界とかに流出したら、めっちゃ高値で取引されそうだ。

「ちょうどよい」

　と、和香様は構えを解いて、ポンと手を叩たたいた。

「チョータとやら、そなた、その札を天邪鬼に貼ってやれ。そうすれば一瞬で解決だ。我が殴るより、痛みも苦しみもなく消えられるだろうよ」

「なっ……」

　僕はゾッとした。

　和香様は、もうこれで解決、みたいな口調でそんなことを言ってくるのだ。

　理屈はわかる。

　本音札──和香様の霊力が込められていて、噓を霊的に消滅させるとか、そういう作用があるのだろう。

　それを貼れば、噓をつくことが霊的な性質である天邪鬼は、存在そのものが維持できなくなる。

　だから、消えてなくなる。

　和香様のパンチで霊力をぶつけられて消えるより、簡単に。痛みも苦しみもなく。

　けど、そんなの……。

「チョータ、もういいわ」

「シャグ様？」

　ふと、シャグ様が俯うつむいたままポツリと告げた。

「その札を私に貼って」

「そんな！　なに言って……」

「いいのよ」

　シャグ様は首を振る。

「その国津神の言うとおり。自分でもわかる。私の存在が生み出す矛盾の霊力が、世界を滅ぼそうとしてる。自分でも止められない。どうにかするには、私自身を消すしかないの」

「シャグ様……」

「それでいいのよ。妖怪は融ゆう通ずうがきかないけど適当で、霊力でできてるの。もうわかってるでしょ。霊力は言葉。妖怪は言葉だけの存在。いるときはいるし、いないときはいない。消えるのだって、そんな大ごとじゃないわ」

　違う。

「そんな妖怪が、自分が神だなんて勘違いしたのがそもそも悪かったのよ。仕方ないわよね。天邪鬼はそういう性質なんだから。噓をついて、なにかを被ってごまかして、他の誰かになりすます、そういう妖怪だもの」

　違う……僕は。

　僕はそんな……。

「そんな言葉を聞きたいんじゃない！」

「チョータ？」

　突然声をあげた僕に、シャグ様は思わず顔をあげる。

　その顔を見て、僕は確信する。

「違うでしょ！　そういう性質だからとか、消えるしかないとか、そんな事実じゃなくて！　シャグ様自身はどう思ってるのさ！　どうしたいのさ！」

「私は……」

　シャグ様は、言葉を詰まらせる。

　口を開いて、なにかを言おうとして、

「……っ」

　でもなにも言えなかった。

　そうだろうと思った。

　これまで何度もそういうことはあった。

　噓はつかないんだけど、決定的に本音を口にすることはできない。

　そんなツンデレめいた態度をシャグ様はよくとっていた。

　それは、噓をつくという天邪鬼の性質と、噓をつけないという神様の性質が、ぶつかり合ったゆえの態度だったのだ。

　だから今もシャグ様は本音を言えない。

　自分をごまかして僕を慰なぐさめる、噓じゃないけど核心をついていない、ただの事実でしかない正論を口にすることしかできない。

　でも。

　口になんかできなくても。

　その顔を見れば、シャグ様の言いたいことは僕にはわかった。

　ああ、やっぱり、同じ姿をしてるって大事だよな。




　──自分の運命を受け入れているなら、こんなにたくさんの涙を流すはずがない。




「シャグ様……」

　びりっ、と僕は本音札を真っ二つに引き裂いた。

「チョータ！」

　シャグ様が目を丸くして叫ぶ。

「なにしてるの！　それがなかったら私は……」

「わかってる」

　和香様が拳を構えながら言ってくる。

「そこをどけ、チョータとやら。でないと、そなたも巻まき添ぞえになるぞ」

「わかってる」

「わかってない！　チョータは死んじゃうのよ！　私と違って、チョータは人間なんだから！　チョータは関係ないでしょ！　世界を滅ぼしちゃうのは私だけ──」

　僕はシャグ様を抱きしめた。

　シャグ様はびっくりして口を閉じた。

　本当にね。

　そのとおりだよ。

　シャグ様の言うことは全部真実で、噓なんかひとつもない。

　けど、やっぱりシャグ様は、肝かん心じんなことは口にしないんだ。

「僕はシャグ様に出会えて嬉うれしかったんだ」

「……チョータ？」

「僕は小さいときから、妖怪とか幽霊とか、他の人には見えないものが見えてた。でもそれを言うと、みんなに相手にされなくなるから、自分も見えないふりをしてた。それは今のシャグ様と同じ。噓はついてないけど、本当のことも言ってない状態。ずっと自分を騙してるみたいな気分だった」

　自分一人だけが、周りとは違う世界に住んでいるような感覚だった。

「けど……シャグ様とは妖怪の話ができる。目に見えてるものを、見えてるって正直に言っても変な顔をされない。相手にも自分と同じものが見えてる安心感。だから、僕はシャグ様と一緒にいようって思ったんだよ」

「でも……それは噓だったのよ……私は、神様なんかじゃなくて、ただの妖怪で、神話再演なんかできなくて、世界を滅ぼす危険な存在で、ずっと……ずっとチョータに噓をついてた……」

「噓くらい僕だってついてる！」

　僕が叫ぶと、シャグ様はびっくりして身体を震わせた。

　ああ、ごめん。

　でもこれから言うことはすごい恥ずかしいので、これくらい勢いをつけないと口にできないんだ。

「ずっとシャグ様と交尾したいと思ってた！　裸を見たり、同じ布団に入ったり、胸に触っちゃったりするたびにね！　でも、そういうのはもっとお互いのことを知ってからにするべきだとか言い訳をして、シャグ様にも自分にも噓をついてたんだ！」

　そう、きっと。

　外見が同じだからとか、同じものが見えてるからだとか、そんなのは全部、あとから考えてくっつけたただの理屈だ。

　本当は、初めてシャグ様を目にしたときに、僕は彼女に見み惚とれてた。

　本能は『交尾したい』って叫んでた。

　だけど僕たちは人間だから、その本能をこう呼ぶんだ。




　──『一ひと目め惚ぼれ』と。




　一目惚れの正体が性欲だなんて、身みも蓋ふたもない？　露骨すぎる？

　違うね。それは逆だ。

　人間は性欲を一目惚れと名付けた。

　ただの本能の衝動に名前をつけた。『言葉』を与えた。

　言葉は御霊で、御霊は霊力だ。

　だから、ただの動物的な欲求は『一目惚れ』という力になった。

　意味を持った、多くの人に影響を与える存在になったんだ。

　それを噓と呼ぶなら呼べばいい。

　欺ぎ瞞まんというなら欺瞞でいい。

　でも人は、そうやってたくさんのことを言葉で飾って。

　名付けて騙って語り尽くして。

　世界を創り上げてきたんじゃないのか。

　噓は、人間だけが持つ、世界を生み出すことのできる魔法だ。

　だから。

「シャグ様、天邪鬼の君は、きっと僕と同じ人間だ。神様なんかじゃなくて、普通の人間の女の子だよ」

　天邪鬼は妖怪の名前だけど、素直になれない人のことをそう呼んだりもする。

　それはきっと、その行為が、すごく人間くさいってことなんだと思う。

「僕は、神様のために身を捧ささげようなんてことは思わないけど、好きになった女の子のためなら命だってかけられる」

　一緒に生きて、一緒に死ぬのも悪くないと思える。

「チョータ……ダメよ……それはダメ」

　シャグ様は、それでも身じろぎして、僕を引き剝がそうとした。

　君は優しいな。

　その優しさもやっぱり、神様よりも人間らしいと思うよ。




　さて。

　一方の和香様はれっきとした神様だ。

　きっと人草のことなんて気にせず、世界を滅ぼす妖怪を退治するだろう。

　痛いかな。苦しいかな。

　嫌だな。嫌だけど、しょうがないよな。ここまでカッコつけちゃったんだから。

　ええと、そうだな。あんだけぶっちゃけちゃったんだし、最後にキスくらいしてもいいんじゃないかな。

　本音で行こう。

　あと数秒かもしれないけど、残りの人生は正直に生きることにしよう──

「チョータ」

「え？　……んむっ」

　──なんてことだ、先を越されてしまった。

　柔らかい唇くちびる。

　温かい吐と息いき。

　ほら、やっぱり女の子じゃないか。

　よかった。

　後悔はなくなった。もういつ死んでも……




「なんだ、アホらしい」




　急に、和香様が気の抜けた声をあげた。

　見れば、和香様は構えていた拳をおろし、それどころかこちらに背を向けてスタスタと歩き去ろうとしていた。

「ちょ、ちょっとちょっとちょっと！」

　僕は慌あわてて呼び止める。

　いや、べつにワンパンしてほしいわけじゃないんだけど、なんでいきなりやる気を喪失したのか気になる。

「どうしたんですか急に。世界の危機だったんじゃないんですか？」

「だってもう去っちゃったんだもん、危機。周りを見ろ」

　ふてくされた様子で言う和香様。

　言われてみればそのとおりだ。大量発生していたミニブラックホールが消え、元の高原に戻っていた。

　充満していた御霊も消え去っていた。神話再演の影響ももうなくなってしまったみたいだ。

「どういうこと……？」

「よくわからんが」

　と和香様は肩をすくめて言ってくる。

「たぶん、そなたが『人間』だと連呼したことで、天邪鬼が被っていた神の威に、人間としての性質が上書きされたのだろう。人間のふりをしている天邪鬼はもはや普通の天邪鬼だ。矛盾を撒き散らし世界を滅ぼす力はない」

「…………」

　理屈はわかる。

　わかるけど、それでいいのか？

　なんかこう、あっさりしすぎというか。

「仕方なかろう。そういうものだ」

　僕の考えていることを察したのか、和香様は苦笑しながら言うのだった。

「妖怪は適当なものだからな」
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「こんにちはー」

　僕は海うみ鳴なり神じん社じやの社しや務む所しよに顔を出す。

　社務所には泰たい山ざんさんがいた。

「おお、チョータ殿。お疲れであったな。首尾はどうであった？」

「バッチリですよ。シャグ様が絶好調なもんで」

「ふむ。であろうな。そんじょそこらの妖怪では、シャグ様には敵かなうまい」

　言いながら、泰山さんは書類を何枚か卓上に置いた。

　日に本ほん祈き禱とう師し協きよう会かいが用意したものだ。

　妖怪退治を外部に委託する手続きのための書類の一部で、任務の達成と報ほう酬しゆうの支払い請求をするのがこの数枚だ。

　僕はざっと目を通して、いつもと違いないことを確認してから、所定の位置にサインをする。

　瓜生うりゆう鳥ちよう太た、と。




　あれから──というのは、シャグ様が神しん話わ再さい演えんで世界を滅めつしそうになってから、という意味だけど──一年以上が経たった。

　世界は様変わりした。

　というより、元に戻りつつある、と言ったほうがいいだろうか。

　世界崩壊の危機はひとまず去ったらしい。

　和わ香か様さまがここの神かん主ぬしさんだかと一緒に天あま照てらす大おお御み神かみと対たい峙じして、なんやかんややって今はその崩壊を防ぐためになにかをしている最中なのだとか。

　泰山さんから経けい緯いは聞かされたが、難しくてちんぷんかんぷんだった。

　なんにしろ、それは僕とシャグ様とは関わりのないところで起こっている物語ということなのだろう。

　それを語るにも、たくさんの文字や言葉が必要になる。

　ともあれ、その和香様たちの活躍以降、妖よう怪かいの異常発生は収まった。

　しかし、今度は妖怪が定着してしまった。

　突発的に出現して大パニック！　ということは減ったものの、交通事故やオレオレ詐さ欺ぎのように、やや身近な災害的なものとして、世界に馴な染じんでしまったのである。

　元どおりの世界ではない。

　それでも人々は元に戻りつつある。

　どんなおかしな状況でも、人は日常を送るしかないし、送ることができるらしい。




　そんな状況で、僕とシャグ様はアルバイトをすることにした。

　もちろん妖怪退治である。

　泰山さんの伝つ手てで日本祈禱師協会とフリー契約を結び、学業に影響がない範囲で依頼を請うけ負おう。

　こなした依頼のランクに応じて報酬が支払われるというわけである。

　なんか異世界ファンタジーの冒険者ギルドみたい。

　ちょっと違うのは、実際に妖怪を倒すのはシャグ様で、僕はこういった面倒くさい手続きをするだけ、という点である。

　ま、仕方ないよね。

　僕はただの人間だ。

　シャグ様のように上手に噓うそをついて、妖怪の威いを借り力を真ま似ねて、相手の妖怪を圧倒するなんてすごいことはできはしない。




「チョータ殿、祈禱師協会に入る気にはまだならないのか？」

　また泰山さんが僕（とシャグ様）を勧誘してくる。

「そのほうが手続きは少なくて済むし、給料制で実入りは良くなり、福利厚生もつくのだぞ？」

　そして僕は毎回、同じ答えを返すのだ。

「高校を卒業するまでに考えておきます。でも今は……」

「わかった。また誘おう」

　もう、懲こりないなこの人も。

　見た目からは想像できなかったけど、この武む者しやの小路こうじ泰山という人は日本祈禱師協会の中でもけっこう偉い人らしい。どういうポジションなのかは教えてくれないのだが、この神社に出入りしている協会の人にずいぶん頼りにされているのを見かける。

　シャグ様いわく、それほどすごい霊力の持ち主ではないらしいが、きっと人柄なんだろう。

　ともかく、そんな泰山さんは僕の将来のこととかを考えて、こんな勧誘をしてくれるのだ。

　僕も、本当にちゃんと考えておかないといけないな……。




　僕はふと、開いた襖ふすまの向こうの縁えん側がわを見やる。

　そこでは、ここの巫み女こをやっている都みやこさんが、男の子に絵本を読んで聞かせていた。

　男の子の名前は波限なぎさくん。

　なんでも、ここの神主である梅うめ園ぞの遼りよう河がって人と、琉る々る葉は様さまの子供らしい。

　海の宮にいた琉々葉様が、ある日いきなり戻ってきて産んでいったそうだ。

　わりととんでもない話だが、それくらいじゃ驚かなくなってるあたり、僕も大概、妖怪や神様のノリに毒されている気がする。

　何度か話したことがあるけど、ずいぶん頭の良い子供という印象だった。

　今だって──

「瓜うり子こ姫ひめは鳥になって、おじいさんとおばあさんに知らせます。『それは私ではありません。天あまの邪じや鬼くが化けているのです』」

「瓜子姫が鳥に……なんで鳥に化けたんだろう？　鳥は転生の象徴？　そういう類話が他にも……」

　──なんて、都さんがのほほんとした口調で本を読んでいる横で、なにやらぶつぶつと難しいことを呟つぶやいている。

　しかし、よりによってその絵本、瓜子姫と天邪鬼かよ。

「瓜子姫が鳥にな。なるほどなぁ」

　と、泰山さんも都さんの読み聞かせが耳に入ったらしい。

　なんか、僕の顔と、僕がサインした書類とを見比べながら頷うなずいている。

「……名前に瓜と鳥が入ってるのは偶然でしょう」

「いやいや、あながちそうとも言えんぞ。おぬしはそれで助かったのかもしれん」

　泰山さんがやけに真ま面じ目めにそう言ってくるので、僕は思わず食いついてしまった。

「どういうことです？」

「シャグ様がおぬしと接触したのは、おぬしが『瓜』の文字を持っていたからだ。『瓜子姫と天邪鬼』の説話を再現するようにな」

「それだと、僕は皮を剝はがされるか、木に吊つるされることになるんですけど……」

「じゃから、それで、名前に『鳥』が入っていたことで助かったのだ」

　鳥。

　たしかに僕の下の名前は『鳥太』だけど。

「シャグ様はおぬしをずっとチョータと呼んでいたであろう。つまり、おぬしは天邪鬼によって鳥にされたのだ。その時点で神しん話わ再さい演えんならぬ説話再演は完了した。おかげで、それ以上の再現をする必要がなかった、というわけだ」

「…………」

　霊的に不安定な世界で、シャグ様と僕が出会った時点で『瓜子姫と天邪鬼』の説話再演が始動していた。

　そして出会ったその日に、再演は終了した。

　知らない間に僕たちは、御霊みたまに操られていた──のだろうか。

　わからない。

　それを確かめるすべはもうないのだ。




「チョータ！」

　僕の名を呼びながら、シャグ様が顔を出した。

　さっきまで神社に詰めている祈禱師協会の人と話していたが、待ちきれなくてやってきたらしい。

　黒髪に赤い両眼。ダボっとしたティーシャツ。

　出会ったときと変わらない、普段どおりのシャグ様だ。

　唯一、変わったことと言えば、外見ではなく内面で……。

「なかなか戻ってこないから心配……してたわけじゃないけど、不安……でもべつにないけど……とにかく早く来なさいよっ」

　怒り顔でプンプンしながら、シャグ様はそんな文句を口にする。

　天あま津つ神かみの皮が剝がれ、記憶も取り戻し、もとの一妖怪に戻ったシャグ様は、素直になるのかと思いきや、そこはそれ、やはり天邪鬼なのだった。

　噓をつく妖怪。

　そのことを知らなければ、みんな騙だまされてしまう。

　けど、彼女がいつも素直になれないのだと知っていれば、その本心はすごくわかりやすい。

　だから僕は席を立って、シャグ様に駆け寄る。

「ごめんごめん──それじゃ泰山さん、また」

「ああ。またよろしく頼むよ」

　僕は泰山さんに軽く頭を下げ、それから都さんと波限くんに手を振ってから、神社を辞した。




　神社を出るなり腕を絡めてくるシャグ様。

　言葉以外はとっても素直な彼女だ。

「チョータ、今日の夕飯は？」

「そうだなー。今日はシャグ様、妖怪退治頑張ったし、報酬もたくさんもらえたし、すき焼きにでもしようか」

「ふ、ふーん。悪くないわねっ」
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　あ、めっちゃ喜んでる。

　犬ならちぎれるくらい尻尾しつぽを振っているところだろう。




　……とまあ、こんな感じで。

　僕とシャグ様は、相変わらず日常を過ごしている。

　シャグ様が神様だと思っていたときと、とくに大きな違いはない。

　きっと、僕にとってはシャグ様の正体より、シャグ様がシャグ様であることのほうが大事だったんだろう。

　え？

　けっきょく交こう尾びはしたのかって？

　そうだな……最後くらいは僕も天邪鬼になってみよう。

　噓は言わないけど、本当のことも口にしない。

　つまり──ご想像にお任せします。





了
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